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立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
の
蔵
書
は
、西
園
寺
公
望
の
寄
贈
書
を
中
心
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
清
華
家
西
園
寺
家
に
伝
来
し
た
和
歌
御
会
に
関
す
る

資
料
群
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
立
命
館
大
学
図
書
館
編
『
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵

西
園
寺
文
庫
目
録
』（
立
命
館
大
学
図
書
館　

一
九
九
〇
年
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

は
、そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
新
院
御
会
部
類
集
』（
請
求
記
号
〈S

B

／
911.157
／S

h62

〉、資

料
番
号
〈9810037156

〉）
の
解
題
と
翻
刻
で
あ
る
。

〔
解
題
〕

『
新
院
御
会
部
類
集
』
は
、
袋
綴
冊
子
本
一
冊
。
寸
法
は
、
縦
二
八
・
六
糎
、
横

二
〇
・
六
糎
。
表
紙
は
、
薄
萌
葱
色
無
地
紙
表
紙
。
表
紙
の
左
肩
に
、
打
付
書
で
、
外

題
「
新
院
御
会
部
類
集
自
天
和
二
至
三
」
を
墨
書
。
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
料
紙
は
楮
紙
。

内
題
は
「
天
和
二
年
九
月
四
日　

新
院
御
当
座
」（
墨
付
第
一
丁
表
）
ほ
か
、
各
歌
会

の
日
付
、
お
よ
び
歌
会
の
種
別
な
ど
を
書
く
。
一
面
一
一
行
書
き
。
墨
付
丁
数
六
二

丁
。
遊
紙
は
、
巻
頭
三
丁
、
巻
末
二
丁
。
巻
頭
に
、
方
形
双
郭
陽
刻
朱
印
（
印
文
「
実

輔
」）
の
ほ
か
、現
所
蔵
者
の
印
（「
立
命
館
大
学
図
書
印
」・「
公
爵
西
園
寺
公
望
寄
贈
」「
西

園
寺
文
庫
」）
を
捺
す
。
江
戸
前
期
写
。

内
容
は
、天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
翌
天
和
三
年
ま
で
の
二
年
間
に
実
施
さ
れ

た
新
院
（
後
西
院
、一
六
三
七
―
一
六
八
五
）
主
催
の
和
歌
御
会
の
和
歌
で
あ
る
。
御
会

は
、
実
施
さ
れ
た
日
付
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

巻
頭
に
は
、印
文
「
実
輔
」
の
方
形
双
郭
陽
刻
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

西
園
寺
実
輔
（
一
六
六
一
―
一
六
八
五
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
橋
本
政
宣
氏
『
公
家
事

典
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
〇
年
）
に
よ
り
、
出
自
と
経
歴
を
確
認
す
る
と
、
西
園
寺

実
輔
は
、
関
白
従
一
位
左
大
臣
鷹
司
房
輔
（
一
六
三
七
―
一
七
〇
〇
）
の
二
男
。
西
園

寺
公
遂
（
一
六
六
三
―
一
六
七
八
）
の
後
継
と
し
て
、
西
園
寺
家
に
入
っ
た
。
延
宝
九

年
（
一
六
八
一
）
八
月
十
一
日
、
権
中
納
言
と
な
り
、
天
和
二
年
十
一
月
三
十
日
、
前

名
兼
敦
を
、
実
輔
と
改
名
。
天
和
三
年
二
月
十
四
日
、
中
宮
権
大
夫
と
な
る
。
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
正
月
五
日
、二
十
五
歳
で
死
去
す
る
。
死
去
の
年
月
日
か
ら
、『
新

院
御
会
部
類
集
』
は
、
御
会
が
行
わ
れ
た
当
時
に
比
較
的
近
い
時
期
に
写
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

田
中
隆
裕
氏
「
後
西
院
の
和
歌
・
連
歌
活
動
に
つ
い
て
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
第
五
三

号　

一
九
八
六
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
後
西
院
の
和
歌
活
動
は
お
よ
そ
三
十
三
年
間
に

お
よ
び
、「
第
一
期 

和
歌
時
代
」「
第
二
期 

連
歌
時
代
」「
第
三
期 

並
立
時
代
」
の
三

つ
に
区
分
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
第
三
期
は
、
後
西
院
が
四
十
五
歳
か
ら

四
十
八
歳
に
か
け
て
の
期
間
で
あ
る
。
和
歌
御
会
は
、延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
八
月

二
十
九
日
に
後
水
尾
院
の
諒
闇
が
明
け
て
後
の
天
和
二
年
九
月
四
日
の
当
座
御
会
が

初
度
で
あ
り
、
崩
御
前
年
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
十
二
月
十
七
日
ま
で
継
続
、
計

四
十
六
度
興
行
さ
れ
た
。
お
も
な
作
者
は
、
第
一
期
か
ら
の
中
院
通
茂
、
高
野
保
春
、

平
松
時
量
、
風
早
実
種
、
櫛
笥
隆
慶
に
加
え
、
後
西
院
皇
子
の
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
・

員
宮
（
貞
享
三
年
に
元
服
、
の
ち
の
八
条
宮
尚
仁
親
王
）、
近
衞
基

、
平
松
時
方
・
石
井

行
豊
（
と
も
に
平
松
時
量
男
、
母
は
飛
鳥
井
雅
章
女
）、
飛
鳥
井
雅
豊
（
飛
鳥
井
雅
章
男
）、
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裏
松
意
光
（
烏
丸
光
廣
曾
孫
）、
日
野
資
茂
（
日
野
弘
資
男
）、
烏
丸
光
雄
（
烏
丸
資
慶
男
）

で
あ
る
。

『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
の
和
歌
御
会
は
、右
の
第
三
期
の
前
半
に
あ
た
る
。
作

者
二
十
四
名
に
よ
る
総
歌
数
七
百
五
十
六
首
。
各
御
会
は
、は
じ
め
に
日
付
と
当
座
・

兼
日
の
歌
会
の
種
別
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
座
の
場
合
、題
に
よ
り
部
類
さ
れ
、

題
の
下
に
作
者
名
が
記
さ
れ
る
。
兼
日
は
、
作
者
の
立
場
に
よ
り
秩
序
立
て
ら
れ
、

作
者
名
と
と
も
に
官
位
が
記
さ
れ
る
。
和
歌
は
、
す
べ
て
一
行
書
き
で
あ
る
。

『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
の
和
歌
御
会
・
作
者
に
つ
い
て
は
、
立
命
館
大
学
卒
業

生
の
中
島
結
香
氏
に
よ
る
卒
業
論
文
「
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ

い
て
」（『
論
究
日
本
文
学
』
第
一
〇
七
号　

二
〇
一
七
年
十
二
月
刊
行
予
定
）
に
詳
し
く
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
後
西
院
の
廷
臣
で
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
作
者
で
も
あ
る
近
衞
基

（
一
六
四
八
―
一
七
二
二
）
の
日
記
『
基

公
記
』（
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
蔵
）
な

ど
を
参
考
に
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
和
歌
御
会
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
問
題

を
提
起
す
る
。

『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
は
、計
二
十
九
回
の
御
会
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は

後
掲
〔
翻
刻
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
天
和
二
年
九
月
よ
り
同
年
十
一
月
ま
で
（〔
翻

刻
〕
御
会
通
し
番
号
1
〜
4
）
と
天
和
三
年
正
月
・
六
月
（
6
・
17
）
は
当
座
の
み
、
そ

の
ほ
か
は
同
日
に
兼
日
・
当
座
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
少
な
く
と
も
、
天
和
二
年
九
月

よ
り
同
三
年
十
二
月
ま
で
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ

ら
を
、古
相
正
美
氏
「
近
世
御
会
和
歌
年
表
」（『
中
村
学
園
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
号　

一
九
九
五
年
三
月
）
に
対
照
す
る
と
、
収
載
和
歌
御
会
は
す
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
同

論
文
に
は
、
ほ
か
に
、「
天
和
二
年
十
月
六
日
新
院
当
座
」・「
同
年
十
二
月
十
七
日
新

院
当
座
」・「
天
和
三
年
一
月
十
八
日
新
院
（
始
）」・「
天
和
三
年
二
月
二
十
二
日
新
院

当
座
」・「
天
和
三
年
三
月
二
十
二
日
新
院
当
座
」・「
天
和
三
年
六
月
十
二
日
新
院
月

次
」・「
天
和
三
年
十
月
二
十
七
日
新
院
当
座
」
を
見
い
出
す
。
さ
ら
に
詳
細
な
検
討

を
要
す
る
が
、御
会
資
料
に
記
載
さ
れ
る
日
付
の
異
同
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

さ
き
に
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
兼
日
御
会
は
、
作
者
の
立
場
に
よ
っ
て
並
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
。
い
ず
れ
も
筆
頭
は
主
催
者
の
後
西
院
で
あ
る
。
そ
れ
に

続
く
配
列
に
つ
い
て
少
々
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、5「
天

和
二
年
十
二
月
十
七
日
御
月
次
」
の
場
合
、
表
記
さ
れ
る
と
お
り
に
作
者
名
を
列
挙

す
る
と
、「
無
記
名
（
後
西
院
）」・「
員
丸
」・「
左
大
臣
藤
原
基

」・「
兵
部
卿
幸
仁
親

王
」・「
権
大
納
言
藤
原
経
慶
」
ほ
か
（
以
下
十
六
名
は
略
す
）
で
あ
る
。
左
大
臣
で
あ

る
近
衞
基

が
、
幸
仁
親
王
よ
り
上
座
で
あ
る
の
は
、「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
の

「
一
、三
公
之
下
親
王
」
の
条
文
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
同
じ
く
後
西
院
皇
子

で
元
服
前
の
員
丸
（
員
宮
）
の
位
置
が
、後
西
院
に
次
ぐ
の
は
何
に
基
づ
く
の
だ
ろ
う

か
。じ

つ
は
、
天
和
二
年
九
月
に
、
後
西
院
が
和
歌
御
会
を
企
て
た
と
き
、
こ
の
こ
と

が
問
題
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
基

公
記
』
天
和
二
年
九
月
四
日
条
に
、つ
ぎ
の

よ
う
に
あ
る
。

一  

、
員
宮
座
次
事
、
可
為
何
様
哉
之
由
、
先
日
伺
公
之
序
被
仰
合
、
余
申
云
、
元

和
七
ヶ
条
以
来
、
親
王
叙
品
之
後
、
左
右
大
臣
ノ
可
為
次
座
之
由
、
被
定
置
、

仍
当
時
為
其
定
、
於
員
宮
者
、
未
叙
品
給
、
而
後
水
尾
院
年
中
行
事
に
も
、

御
か
た
つ
き
の
な
き
宮
方
、
殊
に
お
も
く
せ
ら
る
ゝ
よ
し
、
被
遊
置
間
、
只

先
予
令
着
御
座
左
給
之
後
、
余
可
着
御
右
方
、
於
然
者
、
兵
部
卿
宮
〔
幸
仁

親
王
〕
可
被
着
余
次
、
於
宜
□
、
兵
部
卿
宮
与
員
宮
兄
弟
之
礼
も
、
旁
不
可

有
障
歟
之
由
、
申
入
之
処
、
尤
之
由
有
仰
、
仍
自
今
日
如
上
被
相
定
了
、

 

（『
基

公
記
』
天
和
二
年
九
月
四
日
条
）

御
会
当
日
以
前
（『
基

公
記
』
で
は
、
天
和
二
年
九
月
二
日
に
『
後
拾
遺
集
』
校
合
の

た
め
院
参
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
折
で
あ
ろ
う
。）、
後
西
院
か
ら
員
宮
の
座
次
に
つ
い
て

仰
せ
が
あ
っ
た
。
基

は
、
叙
品
後
の
親
王
は
、「
元
和
七
ヶ
条
（「
元
和
十
七
ヶ
条
」

の
誤
り
で
あ
れ
ば
、
禁
中
並
公
家
諸
法
度
）」
に
よ
り
、
左
右
大
臣
の
次
座
と
し
た
。
そ



三

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
解
題
と
翻
刻

147

の
う
え
で
、
未
だ
叙
品
さ
れ
て
い
な
い
員
宮
に
つ
い
て
は
、『
後
水
尾
院
年
中
行
事
』

に
、「
御
か
た
つ
き
の
な
き
宮
方
、
殊
に
お
も
く
せ
ら
る
ゝ
よ
し
」
と
あ
る
こ
と
を
鑑

み
る
べ
き
だ
と
し
、
当
日
は
、
予
め
員
宮
が
後
西
院
御
座
の
左
に
着
し
、
の
ち
に
、

基

が
御
座
の
右
方
に
、
さ
ら
に
幸
仁
親
王
が
基

の
次
座
に
着
す
、
と
い
う
案
を

奏
上
し
た
。
事
前
の
念
入
り
な
打
ち
合
わ
せ
を
経
た
う
え
で
、
御
会
当
日
を
迎
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
右
は
当
座
歌
会
で
の
席
次
で
あ
る
が
、
こ
の
秩
序
は
、『
新
院
御
会

部
類
集
』
収
載
の
兼
日
御
会
に
も
一
貫
し
て
い
る
。
一
度
限
り
の
取
り
決
め
で
は
終

わ
ら
ず
、
以
後
の
定
例
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

天
和
二
年
九
月
四
日
の
歌
会
は
、
そ
の
ほ
か
の
点
で
も
以
降
の
規
範
と
な
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、『
基

公
記
』
同
日
条
を
掲
げ
る
。

辰
刻
参　

新
院
〔
後
西
院
〕、
着
烏
帽
子
、
小
直
衣
、
指
貫
依
非
厳
儀
也
、
近

代
躰
大
概
如
此
、
先
召
内
々
方
、

有
御
言
談
、
兵
部
卿
宮
〔
幸
仁
親
王
〕
兼
被
祗
候
、
暫
之
後
、
各
参
集
、
次
無
幾
程

出
御
御
書

院

、
余
先
進
着
御
座

右
也
、
兵
部
卿
宮
被
着
座
同
前
、
烏
丸
亜
相
〔
烏
丸
光
雄
〕、
中
院

前
大
納
言
〔
中
院
通
茂
〕、
以
下
、
左
右
相
分
着
座
、
惣
而
無
異
事
、
但
、
各
乍
在

座
、
思
案
和
哥
、
午
下
許
、
各
詠
出
、
献
詠
草
、
依
人
被
加
御
詞
、
清
書
了
、

被
講
和
哥
、
定
経
朝
臣
〔
今
城
定
経
〕
勤
之
、
夕
御
飯
之
後
、
各
退
出
、
其
時
未
半

刻
歟
、

一
、
題
廿
首
勅
題
、
御
製
二
首
、
兵
部
卿
二
首
、
余
二
首
、

一
、
御
陪
膳
、
中
院
前
大
納
言
、
依
御
気
色
、
当
座
勤
之
、

一  

、
出
座
人
々
、
員
宮
十
二
才
、
兵
部
卿
宮
、
余
、
中
院
前
大
納
言
、
日
野
大
納

言
光
〔
烏
丸
光
雄
〕、
日
野
中
納
言
資
〔
日
野
資
茂
〕、
前
平
中
納
言
〔
平
松
時
量
〕、
今
城
前

中
納
言
〔
今
城
定
淳
〕、
風
早
前
宰
相
〔
風
早
実
種
〕、
穂
波
三
位
〔
穂
波
経
尚
〕、
保
春
朝

臣
〔
高
野
保
春
〕、
隆
慶
朝
臣
〔
櫛
笥
隆
慶
〕、
定
経
朝
臣
、
宣
勝
朝
臣
〔
外
山
宣
勝
〕、
時

方
朝
臣
〔
平
松
時
方
〕、
行
豊
朝
臣
〔
石
井
行
豊
〕
等
也
、

一
、
員
宮
座
次
事
、〔
以
下
、
前
掲
の
た
め
略
〕

一
、
納
言
以
下
、
硯
、
紙
等
益
送
、
院
非
蔵
人
勤
之
、

 

（『
基

公
記
』
天
和
二
年
九
月
四
日
条
）

基

は
辰
刻
に
参
院
し
た
。
烏
帽
子
・
小
直
衣
・
指
貫
と
い
う
い
で
た
ち
で
あ
っ

た
。
新
院
御
所
の
御
書
院
に
、
後
西
院
が
出
御
後
、
基

と
幸
仁
親
王
が
着
座
し
、

烏
丸
光
雄
・
中
院
通
茂
以
下
が
左
右
に
分
か
れ
て
着
座
。
午
下
刻
に
詠
出
。
詠
草
を

献
じ
た
後
、
人
に
よ
っ
て
は
御
詞
が
加
え
ら
れ
、
清
書
。
披
講
は
今
城
定
経
が
つ
と

め
た
。
夕
御
飯
の
後
、
未
半
刻
に
退
出
。
基

室
の
品
宮
常
子
内
親
王
も
、
日
記
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

四
日
、
戊
申
、
曇

新
院
に
て
御
く
は
い
有
て
、
左
府
も
出
座
也
、
辰
刻
よ
り
ま
い
り
給
ふ
、
申
刻

程
ニ
退
出
也
、

 

（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
天
和
二
年
九
月
四
日
条
）

『
新
院
御
会
部
類
集
』
1
「
天
和
二
年
九
月
四
日
新
院
御
当
座
」
は
二
十
首
、題
は

「
初
秋
朝
」・「
庭
荻
風
」・「
夜
鹿
」・「
夕
虫
」・「
山
月
」・「
浦
月
」・「
聞
擣
衣
」・「
杜

紅
葉
」・「
暮
秋
霜
」・「
寄
雲
恋
」・「
寄
雨
恋
」・「
寄
木
恋
」・「
寄
草
恋
」・「
寄
糸
草
」・

「
暁
鶏
」・「
簷
松
」・「
窓
竹
」・「
山
家
煙
」・「
寄
神
祝
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
基

公
記
』
に
よ
る
と
「
勅
題
」、す
な
わ
ち
後
西
院
に
よ
る
出
題
で
あ
る
。
後
西
院
は

「
初
秋
朝
」・「
夜
鹿
」
歌
、
基

は
「
寄
糸
恋
」・「
山
家
煙
」
歌
、
幸
仁
親
王
は
「
暮

秋
霜
」・「
暁
鶏
」
歌
の
各
二
首
、
ほ
か
は
各
一
首
で
あ
る
。
こ
れ
も
、『
基

公
記
』

の
記
述
に
一
致
す
る
。

『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
17
「
天
和
三
年
六
月
御
月
次
」
は
、日
付
が
書
か
れ
て
い

な
い
。
古
相
正
美
氏
「
近
世
御
会
和
歌
年
表
」（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
『
御
会
集
』

（
賀
茂
神
社
三
手
文
庫
所
蔵
）
に
、「
天
和
三
年
六
月
十
二
日
」
と
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、

『
新
院
御
会
部
類
集
』
17
の
後
西
院
（
1
・
2
）
歌
を
、『
水
日
集
』（
列
聖
全
集
編
集
会

編
『
列
聖
全
集　

御
製
集
第
七
巻
』
列
聖
全
集
編
集
会　

一
九
一
六
年
）
に
よ
っ
て
確
認
す

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
和
三
年
六
月
二
十
五
日
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
新
院
御
会
部
類

集
』
17
の
5
・
6
・
11
・
13
・
17
・
21
・
23
・
33
・
35
・
37
歌
は
、
上
野
洋
三
編
『
近
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世
和
歌
撰
集
集
成
』
第
2
巻
・
堂
上
篇
上
（
明
治
書
院　

一
九
八
七
年
）
の
『
部
類
現

葉
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
。
こ
れ
ら
は
、い
ず
れ
に
も
「
天
和
三
年
六
月
二
十
五
日
」

と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
17
の
基

（
5
・
6
）
歌
に
つ
い
て
は
、

「
近
衞
基

詠
草
」（
陽
明
文
庫
蔵
、〈60362

〉〈60370

〉
な
ど
）
に
「
天
和
三
六
廿
九
新

院
御
月
次
兼
日
」
と
あ
る
。『
基

公
記
』・『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
に
は
記
載
が
な

い
。
他
出
資
料
の
日
付
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
結
局
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
17

「
天
和
三
年
六
月
御
月
次
」
の
日
付
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

基

は
、
後
西
院
が
主
催
し
た
歌
会
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
「
人
数
不
足
」
と
記

す
。
つ
ぎ
の
記
事
は
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
10
「
天
和
三
年
三
月
二
十
一
日
御
当

座
」
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

依
和
歌
御
当
座
、
参　

新
院
、
二
十
首
、
人
数
不
足
、
仍
御
製
二
首
、
余
亦
詠

二
首
、
午
刻
後
、
退
出
、

 

（『
基

公
記
』
天
和
三
年
三
月
二
十
一
日
条
）

「
人
数
不
足
」
の
た
め
、
後
西
院
と
基

は
二
首
ず
つ
詠
じ
た
と
あ
る
。
た
し
か

に
、
10
「
天
和
三
年
三
月
二
十
一
日
御
当
座
」
に
、
後
西
院
の
題
「
関
花
」「
江
花
」

（
9
・
13
）
歌
、
基

の
題
「
初
花
」「
河
花
」（
1
・
11
）
歌
を
認
め
う
る
。
こ
う
し
た

状
況
が
存
し
た
こ
と
を
含
み
置
き
、
今
後
も
後
西
院
の
和
歌
活
動
の
検
討
を
続
け
た

い
。後

西
院
に
は
、
歌
集
『
水
日
集
』
が
あ
る
。
列
聖
全
集
編
集
会
編
『
列
聖
全
集　

御
製
集
第
七
巻
』（
列
聖
全
集
編
集
会　

一
九
一
六
年
）
に
収
め
ら
れ
る
そ
れ
に
よ
る
と
、

四
四
四
頁
か
ら
四
六
九
頁
に
か
け
て
の
「
雑　

雑
月
次
御
製
」
に
、
天
和
二
年
九
月
四
日

よ
り
貞
享
元
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
御
会
に
お
け
る
後
西
院
歌
計
百
九
十
三
首

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
院
通
茂
歌
は
、
中
院
通
茂
の
自
撰
家
集
『
中
院
通
茂

和
歌
集
』（
原
本
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〈
中
院
Ⅳ
・
171
〉、
翻
刻
は
兼
築
信
行
氏
「
翻

刻　

中
院
通
茂
和
歌
集
（
一
）
―
（
四
）」〔『
研
究
と
資
料
』
第
十
八
輯　

一
九
八
七
年

十
二
月
・『
同
』
第
十
九
輯　

一
九
八
八
年
七
月
・『
同
』
第
二
十
輯　

一
九
八
八
年

十
二
月
・『
同
』
第
二
十
一
輯　

一
九
八
九
年
七
月
〕、
お
よ
び
同
氏
「
翻
刻　

中
院

通
茂
和
歌
集
〔
定
数
歌
篇
〕」〔『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
三
十
三　

一
九
八
九
年
三
月
〕
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）
に
あ
る
。
近
衞
基

に
関
し
て
は
、陽

明
文
庫
に
詠
草
類
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
次
資
料
も
含
め
た
膨
大
な

資
料
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
ち
に
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

先
学
の
偉
業
に
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
資
料
を
見
い
出
す
作
業
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
端
緒
と
し
て
、
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文

庫
所
蔵
の
御
会
資
料
を
紹
介
し
、
こ
れ
が
後
西
院
の
和
歌
活
動
に
関
連
す
る
こ
と
を

述
べ
た
の
で
あ
る
。

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
全
文
翻
刻
の
公
表
、

お
よ
び
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
立
命
館
大
学
図
書
館
よ
り
許
諾

を
得
た
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
〈17K

02435

〉
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕

立
命
館
大
学
図
書
館
（
西
園
寺
文
庫
）
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
一
冊
（
請
求
記
号

〈S
B

／
911.157
／S

h62

〉、
資
料
番
号
〈9810037156

〉）
を
翻
刻
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、

原
文
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
努
め
た
が
、
つ
ぎ
の
方
針
の
も
と
、
手
を
加
え
た
箇
所
が

あ
る
。

一
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
通
行
字
体
を
用
い
た
。

二
、
仮
名
遣
い
は
、
原
文
の
と
お
り
と
し
た
。

三  
、改
行
は
原
文
の
と
お
り
と
し
た
。
丁
う
つ
り
を
、「
」（
一
丁
表
）」
の
よ
う
に
示
し

た
。

四  

、
各
歌
会
の
冒
頭
に
、
通
し
番
号
・
日
付
・
歌
会
の
別
な
ど
を
挿
入
し
た
。
こ
れ
ら

は
、《 

》
内
に
入
れ
た
。



五

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
解
題
と
翻
刻
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五
、
各
歌
会
の
和
歌
に
、
歌
会
ご
と
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

六  
、
上
野
洋
三
氏
編
『
近
世
和
歌
撰
集
集
成
』
第
二
巻
・
堂
上
篇
上
（
明
治
書
院　

一
九
七
七
年
）
の
1
「
新
明
題
和
歌
集
（
略
称
、
新
明
題
）」・
2
「
新
後
明
題
和
歌

集
（
略
称
、
新
後
明
）」・
3
「
新
題
林
和
歌
集
（
略
称
、
新
題
林
）」・
4
「
部
類
現
葉

和
歌
集
（
略
称
、
部
類
現
）」
に
所
載
の
和
歌
は
、
該
当
歌
の
左
の
﹇ 

﹈
内
に
、『
近

世
和
歌
撰
集
集
成
』
の
歌
集
番
号
・
歌
集
名
の
略
称
・
歌
番
号
を
示
し
た
。
本
文

に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
句
ご
と
に
記
し
た
（
4
「
部
類
現
葉
和
歌
集
」
の
場
合
は
、

日
付
な
ど
も
記
し
た
）。
な
お
、漢
字
表
記
や
仮
名
遣
い
の
差
異
は
考
慮
し
な
い
（
題

の
漢
字
表
記
を
除
く
）
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
、
作
者
名
に
官
位
を
表
記
す
る

兼
日
歌
会
《
5
・
6
・
8
・
9
・
11
・
14
・
16
・
17
・
19
・
20
・
25
・
27
・
29
》

に
限
り
、
官
位
表
記
有
無
の
記
述
を
省
い
た
。

七  

、『
水
日
集
』（
列
聖
全
集
編
集
会
編
『
列
聖
全
集　

御
製
集
第
七
巻
』
列
聖
全
集
編
集
会

　

一
九
一
六
年
）・『
中
院
通
茂
和
歌
集
』（
兼
築
信
行
氏
「
翻
刻　

中
院
通
茂
和
歌
集

（
一
）
―
（
四
）」〔『
研
究
と
資
料
』
第
十
八
輯　

一
九
八
七
年
十
二
月
・『
同
』
第

十
九
輯　

一
九
八
八
年
七
月
・『
同
』
第
二
十
輯　

一
九
八
八
年
十
二
月
・『
同
』

第
二
十
一
輯　

一
九
八
九
年
七
月
〕、「
翻
刻　

中
院
通
茂
和
歌
集
〔
定
数
歌
篇
〕」

〔『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
三
十
三　

一
九
八
九
年
三
月
〕）・『
応
円
満

院
殿
御
詠
歌
』（
陽
明
文
庫
蔵
、
資
料
番
号
〈76099

〉〈76100

〉）
に
所
載
の
和
歌
は
、

該
当
歌
の
左
の
﹇ 

﹈
内
に
、
各
歌
集
名
・
歌
番
号
を
示
し
た
。
本
文
異
同
の
採
択

基
準
は
、
六
に
同
じ
で
あ
る
。

〔
翻
刻
〕

《
1 

天
和
二
年
九
月
四
日 

新
院
御
当
座
》

天
和
二
年
九
月
四
日 

　
　
　
　

新
院
御
当
座

 

初
秋
朝

1
こ
ゑ
た
て
つ
朝
け
の
風
も
秋
あ
さ
き
露
の
玉
さ
ゝ
一
夜
二
よ
に

﹇
1
新
明
題
1810
作
者
「
新
院
」
初
「
声
た
つ
る
」
三
「
秋
あ
さ
み
」、『
水
日
集
』
633
結

「
ひ
と
夜
ふ
た
夜
は
」「
天
和
三
年
九
月
四
日
」﹈

 

野
萩
露 

時
量

2
置
露
を
あ
た
ら
と
い
ひ
て
払
は
す
は
す
ゑ
野
の
萩
の
色
を
み
ま
し
や

 

﹇
1
新
明
題
2001
﹈

 

庭
荻
風 

資
茂

3
軒
ち
か
く
な
と
う
へ
を
き
て
た
ゝ
な
ら
ぬ
秋
の
声
き
く
お
き
の
う
は
風

 

﹇
1
新
明
題
1983
﹈

 

夜
鹿

4
妻
恋
の
友
と
し
ら
す
や
小
男
鹿
の
こ
ゑ
き
く
人
も
ひ
と
り
ぬ
る
よ
を

 

﹇
2
新
後
明
691
作
者
「
後
西
院
」
二
「
友
と
し
ら
て
や
」「
天
和
・
二
・
九
・
四
﹈

 

夕
虫 

通
茂

5
我
の
み
の
秋
と
や
か
こ
つ
き
り
〳
〵
す
う
き
に
は
た
れ
も
た
え
ぬ
夕
を
」（
一
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
2125
﹈

 

山
月　
　
　
　

 

隆
慶

6
雲
霧
を
は
ら
ひ
つ
く
し
て
山
の
は
に
か
せ
を
光
の
月
の
さ
や
け
さ

 
﹇
4
部
類
現
4439
作
者
「
隆
尚
」
結
「
月
の
さ
や
け
き〔

さ
〕」「

同
（
天
和
）
二
・
九
・
四
」﹈

 
浦
月 

経
尚

7
月
影
は
な
み
の
千
里
に
住
吉
の
う
ら
の
秋
霧
消
も
の
こ
ら
て

 

﹇
4
部
類
現
4575
四
句
「
浦
の
朝
霧
」「
天
和
二
・
九
・
四
」﹈

 

聞
擣
衣 

実
種



六
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8
今
は
は
や
き
く
も
身
に
し
む
里
人
の
う
つ
あ
さ
き
ぬ
の
声
も
よ
さ
む
に

 

﹇
4
部
類
現
4893
四
「
打
麻
衣
」「
天
和
二
・
九
・
四
」﹈

 
杜
紅
葉 

行
豊

9
ま
た
き
よ
り
時
雨
は
も
り
の
下
か
け
に
染
て
色
こ
き
秋
の
紅
葉
々

 

﹇
1
新
明
題
2603
﹈

 

暮
秋
霜 

幸
仁

10
く
れ
て
行
秋
の
か
た
み
の
露
も
い
ま
結
ひ
か
へ
た
る
野
へ
の
は
つ
霜

 

寄
雲
恋 

定
淳
」（
一
丁
裏
）

11
あ
は
れ
わ
か
か
ひ
な
き
名
の
み
立
雲
の
身
は
中
空
に
消
も
果
な
て

 

﹇
4
部
類
現
7897
「
天
和
二
・
九
・
四
」﹈

 

寄
雨
恋 
定
経

12
か
な
ら
す
と
契
り
を
き
し
も
徒
に
こ
ぬ
よ
し
ら
れ
て
降
あ
め
そ
う
き

 

﹇
4
部
類
現
7948
「
天
和
二
・
九
・
四
」﹈

 

寄
木
恋 

宣
勝

13
つ
れ
な
さ
の
お
な
し
た
く
ひ
に
み
る
も
う
し
か
は
ら
ぬ
軒
の
松
の
み
さ
ほ
を

 

﹇
4
部
類
現
8206
三
「
み
る
も
う
き
」「
天
和
二
・
九
・
四
」﹈

 

寄
草
恋 

時
方

14
う
ら
か
る
ゝ
秋
も
末
野
の
葛
か
つ
ら
た
へ
す
や
風
の
か
へ
す
う
ら
み
に

 

﹇
3
新
題
林
7178
初
「
う
ら
枯
し
」﹈

 

寄
糸
恋 

基

15
我
お
も
ひ
み
た
る
ゝ
い
と
の
す
ち
〳
〵
を
し
れ
か
し
人
の
う
き
ふ
し
と
た
に

 

﹇
1
新
明
題
3885
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1341
﹈

 

暁
鶏 

幸
仁

16
一
方
と
聞
し
枕
に
か
す
そ
ひ
て
と
り
の
八
声
に
告
る
あ
か
つ
き
」（
二
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
4188
﹈

 

簷
松 

光
雄

17
い
く
た
ひ
か
紅
葉
に
も
れ
て
軒
の
松
秋
な
き
色
を
あ
き
に
み
す
ら
む

 

﹇
1
新
明
題
4141
題
「
軒
松
」﹈

 

窓
竹 

員
丸

18
ふ
ら
ぬ
ま
も
雨
か
と
は
か
り
く
れ
竹
の
よ
な
〳
〵
か
せ
の
窓
を
う
つ
声

 

﹇
1
新
明
題
4154
﹈

 

山
家
煙 

基

19
す
む
人
の
あ
り
と
は
か
り
に
朝
夕
の
煙
を
た
え
ぬ
山
辺
を
も
と
へ

 

﹇
1
新
明
題
4089
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1424
﹈

 

寄
神
祝 

保
春

20
あ
ふ
く
そ
よ
す
ゑ
久
堅
の
天
照
す
神
の
こ
ゝ
ろ
の
く
も
り
な
き
世
を

 

﹇
1
新
明
題
4588
﹈

《
2 

天
和
二
年
十
月
六
日 　

御
当
座
》

十
月
六
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

行
路
時
雨 

幸
仁

1
す
む
人
の
し
ら
ぬ
や
と
り
も
と
ひ
よ
ら
ん
ま
な
く
時
雨
々
さ
と
の
中
道
」（
二
丁
裏
）

 

﹇
1
新
明
題
2669
初
句
「
住
人
は
」﹈

 

橋
紅
葉

2
さ
そ
ひ
来
て
紅
葉
を
し
け
は
是
も
又
風
の
か
け
た
る
山
の
河
は
し

﹇
1
新
明
題
2700
作
者
「
後
西
院
」
結
「
山
河
の
橋
」、『
水
日
集
』
637
題
「
橋
落
葉
」
結

「
山
川
の
は
し
」「
同
（
天
和
二
）
年
十
月
六
日
」﹈

 

寒
草
霜 

光
雄

3
か
れ
の
こ
る
小
篠
か
う
へ
も
此
朝
け
霜
に
色
な
き
庭
の
さ
ひ
し
さ

 

﹇
1
新
明
題
2729
﹈

 

冬
月 

員
丸

4
ふ
く
か
ら
に
木
の
間
は
れ
行
冬
の
夜
の
あ
ら
し
や
月
の
光
そ
ふ
ら
ん
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湊
千
鳥 

隆
慶

5
方
〳
〵
に
友
よ
ひ
か
は
し
と
ま
り
舟
よ
す
る
湊
に
千
鳥
な
く
也

 

﹇
1
新
明
題
2876
﹈

 

朝
雪 

定
淳

6
と
へ
か
し
な
跡
も
い
と
は
し
降
そ
め
て
ま
た
ひ
と
へ
な
る
雪
の
朝
を

 

﹇
1
新
明
題
2970
﹈

 

夕
雪 

通
茂
」（
三
丁
表
）

7
降
初
し
け
ふ
た
に
人
は
跡
と
め
て
か
き
ね
の
雪
の
色
も
く
れ
ぬ
る

 

﹇
1
新
明
題
2971
三
「
跡
た
え
て
」﹈

 

寄
山
恋 
定
経

8
い
つ
ま
て
か
分
ま
よ
ふ
ら
ん
つ
く
は
山
は
や
ま
の
露
と
身
は
消
も
せ
て

 

寄
野
恋 

行
豊

9
よ
し
や
た
ゝ
い
く
野
々
道
は
遠
く
と
も
ふ
み
み
む
程
の
便
た
に
あ
れ

 

﹇
1
新
明
題
3788
﹈

 

寄
原
恋 

資
冬

10
た
く
ひ
そ
と
み
る
も
か
な
し
な
霜
ふ
か
き
末
の
ゝ
原
の
か
れ
し
こ
ゝ
ろ
を

 

﹇
1
新
明
題
3786
二
「
み
る
も
か
ひ
な
し
」﹈

 

寄
河
恋 

時
量

11
人
も
お
も
へ
我
も
忘
れ
し
冬
川
の
氷
に
と
つ
る
逢
せ
な
り
と
も

 

﹇
4
部
類
現
8074
「
天
和
二
・
十
・
六
」﹈

 

寄
浦
恋 

保
春

12
い
か
に
せ
ん
我
身
を
う
ら
の
み
る
め
さ
へ
波
の
よ
る
〳
〵
つ
も
る
お
も
ひ
を
」（
三
丁
裏
）

 

﹇
1
新
明
題
3801
﹈

 

蘆
間
靍 

雅
豊

13
霜
し
ろ
き
入
江
の
蘆
の
ひ
と
つ
色
に
み
え
て
寒
け
き
靍
の
毛
衣

 

﹇
1
新
明
題
4182
﹈

 

海
辺
眺
望 

時
方

14
な
か
め
や
る
か
き
り
も
波
の
わ
た
の
原
行
も
か
へ
る
も
仲
の
友
舟

 

﹇
1
新
明
題
4291
結
「
沖
の
友
ふ
ね
」﹈

 

寄
榊
神
祇 

長
義

15
榊
葉
の
は
か
へ
ぬ
色
に
契
り
を
か
ん
い
ま
も
神
代
の
ふ
る
き
た
め
し
を

 

﹇
1
新
明
題
4527
結
「
ふ
る
き
た
め
し
に
」﹈

《
3 

天
和
二
年
十
一
月
七
日 

御
当
座
》

霜
月
七
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

春
天
象 

基

1
色
も
な
き
空
の
緑
も
時
し
る
や
霞
の
衣
春
の
ひ
か
り
に

 

﹇
1
新
明
題
571
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
379
﹈

 

夏
々
々 

行
豊

2
暮
か
た
き
日
影
も
遠
の
山
の
は
に
あ
や
し
き
雲
の
峰
そ
か
さ
な
る
」（
四
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
1573
﹈

 

秋
々
々 

時
方

3
彦
星
の
逢
瀬
う
れ
し
く
霧
晴
て
夕
月
う
つ
る
天
の
川
と
に

 

﹇
1
新
明
題
1910
結
「
天
の
わ
た
り
そ
」﹈

 

冬
々
々

4
有
明
の
月
と
み
し
ま
の
白
妙
は
ゆ
き
の
底
な
る
朝
朗
か
な

﹇
1
新
明
題
2754
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
639
「
同
（
天
和
三
年
十
一
月
七
日
）」﹈

 

春
地
儀 

宣
勝

5
長
閑
な
る
春
の
光
に
大
比
叡
や
を
ひ
え
の
雪
の
今
朝
の
む
ら
消

 

﹇
1
新
明
題
576
﹈

 

夏
々
々 

定
経

6
む
す
ひ
よ
る
な
か
れ
も
き
よ
き
瀧
つ
せ
に
夏
を
わ
す
る
ゝ
水
の
す
ゝ
し
さ
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﹇
1
新
明
題
1670
﹈

 
秋
々
々 

長
義

7
花
青
葉
今
は
紅
葉
に
移
り
行
時
を
み
せ
た
る
秋
の
山
の
は

 

﹇
1
新
明
題
1942
四
「
色
を
み
せ
た
る
」﹈

 

冬
々
々 

定
淳
」（
四
丁
裏
）

8
さ
え
し
よ
の
嵐
の
程
を
此
あ
さ
け
汀
に
み
せ
て
氷
る
池
水

 

﹇
1
新
明
題
2759
﹈

 

春
植
物 

員
丸

9
吹
と
な
き
庭
の
春
風
打
な
ひ
く
柳
の
い
と
に
み
え
て
の
と
け
き

 

﹇
1
新
明
題
586
﹈

 

夏
々
々

10
人
の
よ
の
ま
な
ふ
は
道
に
な
ら
へ
か
し
竹
の
こ
と
み
る
日
は
い
く
か
ゝ
は

﹇
1
新
明
題
1705
作
者
「
後
西
院
」
二
「
ま
な
ふ
る
道
に
」、『
水
日
集
』
641
二
「
ま
な
ぶ

る
道
に
」「
同
（
天
和
二
年
十
一
月
七
日
）」﹈

 

秋
々
々 

基

11
立
な
ら
ふ
紅
葉
に
は
へ
て
松
杉
の
み
と
り
も
秋
を
し
ら
ぬ
も
の
か
は

 

﹇
1
新
明
題
1948
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
925
﹈

 

冬
々
々 

経
尚

12
色
〳
〵
に
秋
は
に
し
き
と
み
し
木
々
も
う
つ
も
れ
は
つ
る
雪
の
白
妙

 

﹇
1
新
明
題
2763
初
「
色
〳
〵
の
」﹈

 

春
動
物 

幸
仁

13
さ
す
か
ね
に
な
き
て
こ
そ
ゆ
け
帰
雁
花
に
わ
か
る
ゝ
春
の
心
は
」（
五
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
589
﹈

 

夏
々
々 

隆
慶

14
物
そ
思
ふ
た
ゝ
一
声
の
ほ
と
ゝ
き
す
し
た
ふ
名
残
の
雲
の
は
た
て
に

 

﹇
1
新
明
題
1713
﹈

 

秋
々
々 

時
量

15
ひ
か
ぬ
間
も
風
の
な
る
こ
に
お
と
ろ
く
や
門
田
の
稲
を
立
村
す
ゝ
め

 

﹇
1
新
明
題
1945
四
「
苅
田
の
い
ね
を
」﹈

 

冬
々
々 

資
茂

16
立
さ
わ
く
色
そ
わ
か
る
ゝ
夕
烏
梢
の
雪
を
は
ら
ふ
羽
風
に

 

﹇
1
新
明
題
2764
初
「
ね
に
か
へ
る
」
二
「
色
も
わ
か
れ
て
」﹈

 

春
雑
物 

通
茂

17
紅
葉
は
の
は
や
し
に
ま
さ
る
花
の
陰
こ
ゝ
に
と
ゝ
め
む
は
る
の
小
車

﹇
1
新
明
題
593
、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
179
詞
書
「
天
和
二
年
後
西
院
当
座
御
会
春
雑

物
」﹈

 

夏
々
々 

実
種

18
涼
し
さ
の
風
待
い
る
ゝ
窓
の
内
は
ま
た
ゝ
く
よ
は
の
灯
も
よ
し

 

﹇
1
新
明
題
1727
﹈

 

秋
々
々 

意
光
」（
五
丁
裏
）

19
か
ゝ
け
て
や
ま
な
ふ
る
人
は
し
た
し
ま
ん
夜
長
き
窓
の
灯
の
も
と

 

﹇
1
新
明
題
2473
﹈

 

冬
々
々 

雅
豊

20
初
瀬
山
尾
上
の
雪
の
ふ
か
き
よ
に
う
つ
も
れ
残
る
鐘
の
音
か
な

 

﹇
1
新
明
題
2765
﹈

《
4 

天
和
二
年
十
二
月
十
七
日 

御
当
座
》

十
二
月
十
七
日 

　
　
　
　

御
当
座

 
初
雪

1
つ
も
り
て
の
い
つ
は
有
と
も
又
や
み
む
し
は
し
な
き
え
そ
今
朝
の
初
雪

﹇
1
新
明
題
2963
作
者
「
後
西
院
」
四
「
し
は
し
は
消
そ
」、『
水
日
集
』
649
「
同
（
天
和

二
年
十
二
月
十
七
日
）」﹈
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浅
雪 

資
茂

2
今
一
重
つ
も
れ
と
こ
そ
は
松
竹
の
け
ち
め
は
う
す
き
雪
に
み
る
よ
り

 

﹇
1
新
明
題
2981
題
「
残〔

浅
〕雪

」﹈

 

深
雪 

通
茂

3
晴
や
ら
ぬ
日
か
す
も
い
く
か
け
ぬ
か
う
へ
に
降
敷
雪
の
色
を
か
さ
ね
て

 

﹇
1
新
明
題
2982
﹈

 

積
雪 

資
冬
」（
六
丁
表
）

4
け
ふ
幾
日
木
々
の
梢
は
う
つ
も
れ
て
庭
白
妙
に
雪
そ
つ
も
れ
る

 

﹇
1
新
明
題
2990
結
「
雪
は
つ
も
れ
る
」﹈

 

望
雪 
時
量

5
欄
に
よ
る
み
し
雪
の
花
よ
り
も
あ
さ
日
さ
や
か
に
匂
ふ
や
ま
眉

 

﹇
1
新
明
題
3085
﹈

 

嶺
雪 

実
種

6
白
妙
の
花
の
よ
そ
め
の
面
影
も
思
ひ
出
た
る
み
ね
の
雪
か
な

 

野
雪 

光
雄

7
つ
も
れ
猶
色
な
き
草
の
冬
枯
に
待
こ
し
野
へ
の
今
朝
の
し
ら
雪

 

﹇
1
新
明
題
3015
﹈

 

里
雪 

幸
仁

8
降
つ
も
る
雪
の
う
ち
に
も
立
の
ほ
る
け
ふ
り
そ
し
る
へ
里
の
一
む
ら

 

﹇
1
新
明
題
3020
﹈

 

田
雪 

基

9
消
ぬ
間
は
か
り
田
の
面
の
稲
蕓
の
数
〳
〵
み
す
る
今
朝
の
し
ら
雪
」（
六
丁
裏
）

 

﹇
1
新
明
題
3029
三
「
稲
茎
の
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1031
﹈

 

浜
雪

10
か
ら
す
か
い
そ
れ
も
む
も
れ
て
雪
に
今
い
と
ゝ
し
ら
ゝ
の
浜
そ
名
に
お
ふ

 

﹇
1
新
明
題
3045
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
651
「
天
和
二
年
十
一
月
十
七
日
」﹈

 

竹
間
雪 

員
丸

11
ふ
り
つ
も
る
そ
の
ゝ
呉
竹
よ
な
〳
〵
の
あ
ら
し
は
き
か
て
雪
お
れ
の
こ
ゑ

 

﹇
1
新
明
題
3074
二
「
遠
の
呉
竹
」﹈

 

松
上
雪 

行
豊

12
松
の
葉
の
い
つ
と
も
わ
か
ぬ
色
も
け
さ
つ
も
る
岡
辺
の
雪
に
め
つ
ら
し

 

﹇
1
新
明
題
3065
﹈

 

檜
原
雪 

定
淳

13
こ
の
ま
ゝ
に
消
す
も
あ
れ
な
花
と
み
る
檜
原
か
う
へ
の
今
朝
の
白
雪

 

﹇
1
新
明
題
3069
三
「
花
と
み
ん
」﹈

 

雪
中
鳥 

意
光

14
み
た
れ
蘆
の
み
な
は
の
雪
に
立
鷺
の
蓑
毛
の
色
も
今
朝
は
わ
か
れ
す

 

﹇
1
新
明
題
3061
初
「
ま〔

み
〕た

れ
蘆
の
」
結
「
け
さ
は
わ
か
れ
て
」﹈

 

雪
中
獣 

時
方
」（
七
丁
表
）

15
朝
ま
た
き
さ
き
た
つ
駒
の
跡
み
え
て
誰
か
関
ち
の
雪
に
ま
よ
は
む

 

﹇
1
新
明
題
3062
結
「
雪
ま
と
は
な
む
」﹈

 

社
頭
雪 

長
義

16
神
か
き
は
松
に
な
ら
ひ
て
降
つ
も
る
雪
の
う
ち
よ
り
匂
ふ
梅
か
ゝ

 

﹇
1
新
明
題
3051
初
「
神
か
き
の
」﹈

 

古
寺
雪 

宣
勝

17
つ
も
り
ぬ
る
尾
上
に
雪
の
ふ
る
寺
を
有
と
し
ら
せ
て
鐘
ひ
ゝ
く
な
り

 

﹇
1
新
明
題
3052
二
「
尾
上
の
雪
の
」﹈

 

山
家
雪 

定
経

18
柴
人
の
か
よ
ふ
道
さ
へ
た
え
は
て
ゝ
雪
に
さ
ひ
し
き
山
の
下
庵

 

﹇
1
新
明
題
3008
﹈

 

旅
行
雪 

実
富

19
か
き
く
ら
す
雪
そ
わ
り
な
き
降
そ
は
ゝ
旅
の
ゆ
く
て
の
道
ま
よ
ふ
ま
て



一
〇

154

 

﹇
1
新
明
題
4371
三
「
降
か
は
ゝ
」﹈

 
名
所
雪 

隆
慶

20
思
ひ
や
る
雪
の
高
峰
や
い
か
な
ら
ん
都
の
ふ
し
の
今
朝
の
な
か
め
に
」（
七
丁
裏
）

 

﹇
1
新
明
題
3082
二
「
雪
の
高
根
の
」﹈

《
5 

天
和
二
年
十
二
月
十
七
日 

御
月
次
》

天
和
二
年
十
二
月
十
七
日 

　
　
　
　

御
月
次

 

海
辺
雪

1
つ
も
る
嶋
つ
も
ら
ぬ
波
も
ひ
と
つ
に
て
し
ろ
き
を
み
れ
は
雪
の
明
ほ
の

﹇
1
新
明
題
3031
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
645
「
同
（
天
和
二
）
年
十
二
月
十
七
日
」﹈

 

鶴
馴
砌

2
群
て
ゐ
る
田
つ
は
う
つ
し
絵
か
く
こ
そ
と
砌
に
な
れ
て
遊
ふ
け
し
き
や

﹇
1
新
明
題
4171
題
「
靍
砌
馴
」
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
646
「
同
（
天
和
二
年
十
二

月
十
七
日
）」﹈

 
 

員
丸

3
今
朝
み
れ
は
波
も
ひ
と
つ
に
白
妙
の
雪
に
は
れ
た
る
あ
は
ち
し
ま
山

4
末
と
を
き
千
世
の
友
と
や
契
り
お
か
む
芝
砌
に
な
る
ゝ
し
ら
鶴

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
今
朝
の
あ
さ
け
つ
も
ら
ぬ
波
も
う
つ
も
れ
て
さ
な
か
ら
雪
を
寄
る
浦
か
な

 

﹇
1
新
明
題
3032
結
「
よ
す
る
浦
舟
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1037
﹈

6
我
道
の
し
る
へ
を
思
ふ
み
き
り
に
は
な
れ
も
な
れ
て
よ
和
哥
の
う
ら
鶴
」（
八
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
4171
四
「
馴
て
な
れ
て
よ
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1497
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
み
る
ま
ゝ
に
か
き
も
せ
め
は
や
い
ひ
し
ら
ぬ
絵
嶋
か
さ
き
の
ゆ
き
の
詠
を

 

﹇
4
部
類
現
6121
二
「
か
き
も
と
め
は
や
」「
天
和
二
・
十
二
・
十
七
」﹈

8
む
れ
て
ゐ
る
砌
の
靍
の
千
世
の
か
す
こ
れ
も
つ
き
せ
ぬ
こ
と
の
は
の
種

 

﹇
4
部
類
現
9521
「
天
和
二
・
十
二
・
十
七
」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
経
慶

9
吹
か
ら
に
波
も
立
き
て
あ
ま
こ
ろ
も
袖
の
う
ら
は
の
雪
の
夕
か
せ

10
み
ち
し
あ
り
と
し
は
の
砌
に
所
え
て
幾
世
な
れ
来
る
和
か
の
浦
靍

 
 

同　
　
　

光
雄

11
わ
た
つ
海
の
か
さ
し
の
花
も
散
雪
の
つ
も
ら
ぬ
か
た
も
し
ろ
き
浦
か
せ

﹇
1
新
明
題
3034
題
「
江
辺
雪
」
結
「
白
き
波
か
せ
」、
4
部
類
現
6122
「
同
（
天
和
二
・

十
二
・
十
六
）」﹈

12
こ
と
の
葉
の
色
そ
ふ
庭
の
松
か
え
に
き
つ
ゝ
な
る
ゝ
や
和
か
の
浦
靍

 
 

正
二
位
源
通
茂

13
明
る
よ
の
入
江
の
雪
に
う
か
へ
る
や
た
か
山
陰
の
か
へ
る
さ
の
ふ
ね
」（
八
丁
裏
）

﹇
1
新
明
題
3033
題
「
江
辺
雪
」、
4
部
類
現
6023
「
同
（
天
和
二
・
十
二
・
十
七
）」、『
中
院
通

茂
和
歌
集
』
717
詞
書
「
天
和
二
年
同
（
後
西
院
）
月
次
海
辺
雪
」﹈

14
こ
の
君
の
砌
に
ま
な
へ
ま
な
靍
の
千
年
の
後
は
し
ら
ぬ
千
と
せ
も

 

﹇
1
新
明
題
4173
題
「
靍
砌
馴
」﹈

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

15
音
さ
え
し
浪
の
千
里
も
明
石
か
た
礒
の
と
ま
や
は
雪
白
く
し
て

﹇
1
新
明
題
3038
題
「
江
辺
雪
」、
4
部
類
現
6124
初
「
雲

〔
よ
る
〕さ

え
し
」
四
「
礒
の
外
山
は
」

「
同
（
天
和
二
・
十
二
・
十
七
）」﹈

16
舞
あ
そ
ふ
田
靍
も
千
と
せ
や
松
風
の
し
ら
へ
世
に
ゝ
ぬ
洞
の
み
き
り
に

 

﹇
1
新
明
題
4174
題
「
靍
砌
馴
」
二
「
た
つ
も
ち
と
せ
の
」﹈

 
 

従
二
位
平
時
量

17
一
方
に
山
と
そ
つ
も
る
う
ら
風
の
真
砂
に
雪
を
ふ
き
あ
け
の
浜

 

﹇
1
新
明
題
3039
題
「
江
辺
雪
」﹈

18
洞
中
に
馴
ゐ
る
靍
の
な
れ
の
み
か
た
れ
か
あ
ふ
か
ぬ
す
て
ぬ
恵
を

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳
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19
夕
附
日
う
つ
ろ
ふ
か
た
の
海
は
れ
て
浦
山
と
を
く
つ
も
る
し
ら
雪

20
な
れ
て
す
む
し
は
の
砌
の
松
か
枝
に
千
世
を
か
さ
ね
ん
靍
の
毛
衣

 
 

同　
　
　

実
種
」（
九
丁
表
）

21
枯
た
て
る
蘆
へ
は
か
り
を
海
の
う
へ
の
雪
の
根
か
く
る
所
と
や
み
る

 

﹇
1
新
明
題
3040
題
「
江
辺
雪
」﹈

22
君
か
へ
む
千
と
せ
の
後
を
し
ら
靍
も
あ
か
す
や
な
る
ゝ
芝
の
砌
に

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

23
明
わ
た
る
な
み
に
わ
か
れ
て
白
妙
の
雪
は
さ
た
か
に
み
ほ
の
ま
つ
原

 

﹇
1
新
明
題
3035
題
「
江
辺
雪
」﹈

24
契
り
を
く
千
年
も
し
る
し
白
靍
の
た
ち
居
な
れ
行
芝
の
み
き
り
に

 
 

従
三
位
藤
原
経
尚

25
う
ら
風
の
空
か
き
く
ら
す
雪
の
日
は
し
ほ
く
み
た
ゆ
る
須
磨
の
海
士
人

 
﹇
1
新
明
題
3036
題
「
江
辺
雪
」﹈

26
限
り
な
き
君
か
千
と
せ
の
と
も
つ
る
や
芝
の
砌
に
な
れ
て
す
む
ら
し

 
 

中
務
大
輔
源
資
冬

27
夕
間
暮
浪
路
の
末
を
な
か
む
れ
は
礒
山
と
を
く
雪
そ
ふ
り
つ
む

28
住
馴
て
猶
行
末
も
契
ら
ま
し
君
か
み
き
り
の
千
よ
の
と
も
つ
る
」（
九
丁
裏
）

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

29
か
き
く
ら
し
降
も
つ
も
ら
ぬ
和
田
の
原
あ
ま
き
る
雪
は
そ
ら
に
の
み
し
て

 

﹇
1
新
明
題
3037
題
「
江
辺
雪
」﹈

30
限
ら
し
な
千
と
せ
の
後
も
と
も
靍
の
馴
て
た
の
し
む
芝
の
砌
は

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

31
あ
ま
人
の
住
か
は
雪
に
う
つ
も
れ
て
煙
に
し
る
き
塩
か
ま
の
う
ら

32
限
り
な
き
齢
を
君
に
契
り
置
て
芝
の
砌
に
な
る
ゝ
友
つ
る

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

33
よ
せ
か
へ
る
礒
辺
の
波
は
音
さ
え
て
州
崎
に
こ
ほ
る
雪
そ
し
つ
け
き

34
千
世
ふ
へ
き
君
か
齢
を
友
鶴
や
な
れ
て
砌
の
松
に
住
ら
ん

 
 

少
納
言
平
時
方

35
漕
出
し
浪
路
の
雪
を
あ
ま
小
舟
の
せ
て
や
か
へ
る
を
の
か
う
ら
〳
」〵（
一
〇
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
3041
題
「
江
辺
雪
」﹈

36
洞
の
う
ち
に
つ
き
せ
ぬ
色
を
君
そ
み
む
千
世
松
か
せ
の
霜
の
白
靍

 
 

少
納
言
平
行
豊

37
難
波
か
た
あ
ま
の
苫
や
は
う
つ
も
れ
て
入
江
の
雪
を
い
つ
る
釣
ふ
ね

 

﹇
1
新
明
題
3042
題
「
江
辺
雪
」﹈

38
つ
か
へ
つ
ゝ
た
れ
も
千
と
せ
の
友
靍
と
な
れ
て
契
ら
ん
芝
の
砌
そ

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

39
な
か
め
や
る
浪
の
千
里
の
明
ほ
の
に
一
む
ら
し
ろ
き
雪
の
と
を
し
ま

40
末
と
を
く
聞
て
そ
な
れ
む
君
か
す
む
砌
の
つ
る
の
千
世
よ
は
ふ
声

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

41
今
朝
み
れ
は
波
の
う
へ
に
も
白
妙
の
雪
を
の
せ
た
る
あ
ま
の
釣
舟

42
契
り
置
て
お
な
し
千
と
せ
の
友
靍
や
み
き
り
の
松
に
馴
て
す
む
ら
ん
」（
一
〇
丁
裏
）

《
6 

天
和
三
年
正
月
二
十
八
日 

新
院
御
会
始
》

天
和
三
年
正
月
廿
八
日 

　
　
　
　

新
院
御
会
始

 

泉
響
滴
春
氷

1
何
か
よ
の
春
に
打
と
け
ぬ
も
の
や
あ
る
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
水
も
声
し
て

﹇
2
新
後
明
35
作
者
「
後
西
院
」
四
「
む
す
ほ
ふ
れ
た
る
」
結
「
水
に
声
し
て
」、『
水

日
集
』
653
結
「
水
も
音声（

イ
）し

て
」「
同
（
天
和
三
）
年
正
月
二
十
八
日
御
会
始
」﹈

 
 

員
丸

2
春
き
ぬ
と
岩
井
の
し
水
音
た
て
ゝ
む
す
ひ
し
氷
と
け
て
な
か
る
ゝ

 
 

左
大
臣

3
打
と
く
る
氷
に
声
を
ま
し
水
の
あ
ま
る
岩
ね
も
は
る
を
み
せ
つ
ゝ



一
二
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﹇
1
新
明
題
68
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
397
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

4
音
そ
ふ
や
と
く
る
氷
の
打
い
て
ゝ
岩
も
る
水
も
春
を
し
る
ら
ん

 

﹇
2
新
後
明
36
四
「
岩
も
る
水
に
」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
経
慶

5
千
世
の
こ
ゑ
泉
の
音
も
い
や
ま
し
に
氷
と
け
ゆ
く
ほ
ら
の
春
風
」（
一
一
丁
表
）

 
 

同　
　
　

光
雄

6
せ
き
入
る
泉
そ
ひ
ゝ
く
あ
さ
氷
と
ち
し
あ
ら
し
は
春
に
か
す
み
て

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

7
日
に
み
か
く
春
の
御
池
の
ひ
も
か
ゝ
み
と
け
て
み
な
き
る
滝
つ
し
ら
浪

 

﹇
1
新
明
題
70
﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

8
長
閑
し
な
氷
ふ
き
と
く
柳
か
け
清
水
も
春
の
風
に
な
か
れ
て

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

9
氷
ゐ
し
岩
根
の
し
水
は
る
か
せ
に
と
け
て
音
そ
ふ
声
も
の
と
け
し

 
 

同　
　
　

実
種

10
岩
間
も
る
水
の
し
ら
へ
や
春
は
と
く
と
く
る
氷
の
こ
と
さ
ら
の
声

 
 

正
三
位
藤
原
実
富
」（
一
一
丁
裏
）

11
氷
と
け
春
て
ふ
こ
と
の
し
ら
へ
に
や
な
か
れ
泉
の
こ
ゑ
あ
は
す
ら
ん

 
 

正
二
位
源
雅
喬

12
氷
ゐ
し
砌
に
こ
ゑ
を
ま
し
水
や
は
る
を
岩
ね
に
留
て
落
ら
ん

 

﹇
1
新
明
題
69
﹈

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

13
春
に
今
氷
も
と
け
て
ま
し
水
の
岩
ね
も
り
く
る
音
そ
長
閑
き

 
 

中
務
大
輔
源
資
冬

14
吹
風
に
氷
と
け
ゆ
く
音
そ
へ
て
は
る
に
な
か
る
ゝ
山
の
し
た
水

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

15
春
と
い
へ
は
氷
も
浪
の
こ
ゑ
そ
へ
て
い
は
ね
を
留
て
を
つ
る
滝
つ
せ

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

16
ひ
ゝ
く
也
春
を
千
と
せ
の
松
か
せ
の
岩
井
の
清
水
氷
な
か
れ
て
」（
一
二
丁
表
）

 
 

右　
　
　

定
経

17
音
そ
ゝ
ふ
氷
も
け
さ
は
春
風
に
と
く
る
は
こ
や
の
山
の
下
水

 
 

左
近
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

18
う
ち
出
る
氷
は
浪
の
は
つ
は
な
を
み
せ
て
岩
ね
に
ひ
ゝ
く
ま
し
水

 
 

少
納
言
平
時
方

19
春
そ
ゝ
ふ
岩
間
の
氷
と
く
る
よ
り
わ
き
て
泉
の
末
の
な
か
れ
も

 
 

同　
　
　

行
豊

20
風
わ
た
る
岩
ね
の
ひ
ゝ
き
音
そ
へ
ぬ
と
く
る
氷
を
な
か
す
い
つ
み
は

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

21
氷
さ
へ
今
朝
は
な
か
れ
て
岩
間
ゆ
く
水
の
ひ
ゝ
き
そ
春
に
長
閑
き
」（
一
二
丁
裏
）

《
7 

天
和
三
年
二
月
二
十
七
日 

御
当
座
》

天
和
三
年
二
月
廿
七
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

遠
山
霞

1
墨
か
き
の
え
も
い
ひ
し
ら
す
た
ゝ
み
な
す
と
を
山
う
す
く
霞
む
曙

﹇
1
新
明
題
149
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
660
四
「
遠
山
隔う

す
く（
イ
）

て
」「
同
（
天
和
三
年

二
月
二
十
七
日
）」﹈

 

河
上
柳 

雅
豊

2
河
水
の
お
な
し
み
と
り
に
色
そ
へ
て
春
の
柳
の
か
け
う
つ
す
ら
ん

 

﹇
1
新
明
題
529
﹈

 

花
処
々 

幸
仁

3
此
こ
ろ
は
い
た
り
い
た
ら
ぬ
方
も
な
き
め
く
み
を
花
の
色
に
み
す
ら
ん
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﹇
4
部
類
現
1463
「
天
和
三
・
二
・
廿
七
」﹈

 
野
亭
菫 

通
茂

4
一
夜
ね
し
名
残
あ
か
す
や
す
み
そ
め
て
す
み
れ
咲
野
に
む
す
ふ
か
り
庵

 

﹇
1
新
明
題
1054
﹈

 

夕
雲
雀 

時
方

5
暮
ふ
か
き
野
辺
の
霞
の
う
ち
つ
け
に
お
つ
る
も
そ
れ
と
雲
雀
鳴
声
」（
一
三
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
1006
結
「
雲
雀
鳴
也
」﹈

 

待
郭
公 

員
丸

6
な
き
ぬ
へ
き
た
ゝ
一
声
を
ほ
と
ゝ
き
す
幾
夜
つ
れ
な
く
ま
ち
あ
か
す
ら
ん

 

﹇
1
新
明
題
1232
二
「
一
声
を
た
に
」﹈

 

夏
常
夏 
意
光

7
う
す
く
こ
く
秋
の
花
の
を
ま
せ
の
内
に
み
せ
て
咲
そ
ふ
庭
の
な
て
し
こ

 

﹇
1
新
明
題
1561
﹈

 

七
夕
雨 

経
慶

8
恋
わ
た
る
思
ひ
も
は
れ
す
ふ
る
雨
に
契
り
か
ひ
な
き
か
さ
ゝ
き
の
橋

 
﹇
1
新
明
題
1866
﹈

 

行
路
薄 

実
種

9
秋
風
は
ふ
か
て
も
野
へ
を
行
袖
に
お
は
な
か
た
よ
り
露
そ
み
た
る
ゝ

 

﹇
1
新
明
題
2027
作
者
「
定
種
」﹈

 

深
夜
月 

長
義

10
更
る
夜
の
と
も
し
ひ
ほ
そ
き
窓
の
内
に
か
た
ふ
く
月
の
影
そ
さ
し
そ
ふ

 

﹇
4
部
類
現
4418
「
同
（
天
和
）
三
・
二
・
廿
七
」﹈

 

池
辺
菊 

宣
勝
」（
一
三
丁
裏
）

11
水
き
よ
き
池
辺
に
た
て
る
菊
の
花
か
け
は
数
そ
ふ
盛
り
を
そ
み
る

 

﹇
1
新
明
題
2531
﹈

 

紅
葉
遍 

時
量

12
こ
ゝ
か
し
こ
紅
葉
に
あ
か
ぬ
友
人
や
ま
た
み
ぬ
方
に
あ
す
を
契
ら
ん

 

﹇
1
新
明
題
2593
﹈

 

浦
千
鳥 

隆
慶

13
浪
よ
す
る
浦
は
の
松
の
遠
方
に
友
よ
ふ
千
鳥
行
か
へ
り
な
く

 

﹇
1
新
明
題
2873
﹈

 

関
中
雪 

行
豊

14
お
り
〳
〵
の
人
め
も
か
る
ゝ
浅
茅
生
の
雪
に
と
ち
た
る
宿
の
淋
し
さ

 

﹇
1
新
明
題
3060
﹈

 

不
逢
恋 

定
経

15
し
ら
れ
し
な
あ
ふ
こ
と
浪
に
袖
ぬ
れ
て
う
き
ね
を
須
磨
の
う
ら
み
侘
ぬ
と

 

﹇
4
部
類
現
6911
「
天
和
三
・
二
・
廿
二
」﹈

 

歎
顕
々 

資
茂

16
い
か
に
せ
む
袖
の
涙
の
玉
か
し
は
藻
に
う
つ
も
れ
す
あ
ら
は
れ
ん
名
を
」（
一
四
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
3208
﹈

 

恨
絶
々 

定
淳

17
い
か
に
せ
む
た
ゝ
一
ふ
し
に
こ
と
つ
け
て
絶
は
て
に
け
る
中
の
う
ら
み
を

 

﹇
1
新
明
題
3590
作
者
「
同
（
淳
房
）」﹈

 

名
所
松 

実
富

18
行
舟
も
木
間
に
み
え
て
し
か
の
う
ら
や
ひ
と
り
ふ
り
ぬ
る
辛
崎
の
松

 

古
寺
鐘 

保
春

19
泊
り
舟
う
き
ね
の
夢
を
さ
ま
す
か
な
礒
山
寺
の
か
ね
の
ひ
ゝ
き
に

 

﹇
1
新
明
題
4023
、
4
部
類
現
8862
「
天
和
三
・
二
・
廿
七
」﹈

 
寄
国
祝 

基

20
あ
ふ
く
そ
よ
う
か
へ
る
波
の
淡
路
嶋
六
十
あ
ま
り
の
国
の
は
し
め
と

 
﹇
1
新
明
題
4603
結
「
国
の
は
し
め
を
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1619
﹈



一
四

158

《
8 

天
和
三
年
二
月
二
十
七
日 

兼
日
題
御
前
ニ
而
》

天
和
三
年
二
月
廿
七
日 

　
　
　
　

兼
日
題
御
前
ニ
而

 
夜
思
梅

1
夢
な
ら
は
な
か
〳
〵
花
の
色
も
み
む
や
み
の
う
つ
ゝ
の
夜
半
の
梅
か
」ゝ（
一
四
丁
裏
）

 

﹇
1
新
明
題
424
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
656
「
天
和
三
年
二
月
二
十
七
日
」﹈

 

待
久
恋

2
あ
し
田
靍
の
ね
に
鳴
心
お
も
ひ
や
れ
待
ほ
と
久
に
な
り
し
恨
に

﹇
1
新
明
題
3403
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
658
「
同
（
天
和
三
年
二
月
二
十
七
日
）」﹈

 
 

員
丸

3
色
わ
か
す
か
き
ね
の
梅
も
暮
る
夜
は
吹
く
る
風
に
匂
ふ
は
か
り
そ

4
た
の
め
つ
ゝ
ま
て
と
契
り
し
偽
り
も
久
し
く
成
ぬ
幾
夜
明
し
て

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
心
の
み
咲
木
の
も
と
に
あ
く
か
れ
て
い
を
ね
ぬ
夜
半
の
む
め
の
お
ひ
か
せ

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
147
﹈

6
た
の
め
し
を
頼
む
は
い
つ
の
月
日
と
て
ま
ち
も
よ
は
ら
す
ま
つ
我
そ
う
き

 

﹇
1
新
明
題
3403
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1163
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
あ
け
は
又
咲
そ
ふ
花
の
色
や
み
む
軒
端
の
梅
に
雨
そ
ゝ
く
夜
半

8
か
け
や
と
す
月
そ
更
行
ま
ち
侘
て
涙
か
た
し
く
夜
半
の
袂
に
」（
一
五
丁
表
）

 

﹇
2
新
後
明
1242
、
4
部
類
現
6977
「
天
和
三
・
二
・
廿
七
」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
光
雄

9
よ
る
も
猶
香
こ
そ
哀
と
身
に
し
め
て
あ
か
す
そ
思
ふ
軒
の
梅
か
ゝ

 

﹇
4
部
類
現
642
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

10
ま
つ
か
ひ
も
涙
に
曇
る
か
け
を
の
み
幾
夜
か
み
つ
る
あ
り
明
の
月

 

﹇
4
部
類
現
6978
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

 
 

正
二
位
源
通
茂

11
ち
る
や
夢
嵐
や
う
つ
ゝ
お
も
ひ
ね
の
さ
む
る
枕
に
に
ほ
ふ
梅
か
ゝ

﹇
1
新
明
題
425
二
「
さ
む
る
や
う
つ
ゝ
」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
115
詞
書
「
同
（
元
禄
）

三
年
後
西
院
月
次
夜
思
梅
」
結
「
梅
か
枝
」﹈

12
契
り
し
を
思
ひ
や
い
つ
る
と
は
か
り
に
い
つ
ま
て
と
は
ぬ
夜
を
あ
か
す
ら
ん

﹇
1
新
明
題
3405
、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
858
詞
書
「
同
（
天
和
）
三
年
後
西
院
月
次
待
久

恋
」﹈

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

13
咲
梅
の
夕
は
へ
あ
か
す
み
し
色
を
忘
れ
ん
と
す
れ
は
に
ほ
ふ
さ
よ
風

 

﹇
1
新
明
題
426
﹈

14
な
か
ら
へ
て
な
と
お
な
し
世
に
住
江
の
待
を
な
ら
ひ
の
よ
ひ
〳
〵
も
う
し

 

﹇
1
新
明
題
3406
二
「
猶
同
し
世
に
」
四
「
松
を
な
ら
ひ
の
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

15
軒
の
梅
か
よ
ふ
枕
に
色
よ
り
も
香
こ
そ
哀
と
お
も
ふ
さ
よ
か
せ
」（
一
五
丁
裏
）

16
と
し
月
を
堪
て
待
身
そ
し
た
ひ
も
の
逢
み
る
ま
て
と
む
す
ふ
契
り
に

 

﹇
4
部
類
現
6979
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

17
さ
ら
ぬ
た
に
わ
す
れ
ぬ
も
の
を
梅
か
ゝ
の
夜
半
の
枕
に
な
に
か
ほ
る
ら
ん

18
年
月
に
つ
も
る
そ
つ
ら
き
契
り
置
て
待
夜
空
し
く
あ
く
る
恨
は

 
 

同　
　
　

実
種

19
夜
も
す
か
ら
閨
の
ひ
ま
も
る
春
風
に
色
み
ま
ほ
し
く
に
ほ
ふ
梅
か
香

20
鳥
か
ね
を
き
く
た
に
久
し
偽
に
お
も
ひ
さ
た
め
て
ま
た
ぬ
夜
も
か
な

 

﹇
4
部
類
現
6980
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

21
色
よ
香
よ
あ
す
い
か
な
ら
ん
と
は
か
り
に
梅
咲
こ
ろ
は
う
ち
も
ね
ら
れ
す

22
た
の
め
つ
ゝ
ま
つ
そ
く
る
し
き
今
こ
ん
と
い
ひ
し
は
か
り
に
長
き
月
日
を

 
 

従
三
位
藤
原
意
光
」（
一
六
丁
表
）



一
五

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
解
題
と
翻
刻

159

23
夢
絶
て
思
ひ
こ
そ
や
れ
み
し
花
の
な
を
あ
か
さ
り
し
む
め
の
色
香
を

24
た
の
め
お
き
し
夕
を
い
つ
の
ゆ
ふ
へ
と
て
月
日
あ
や
な
く
待
か
さ
ぬ
ら
ん

 

﹇
1
新
明
題
3407
﹈

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

25
あ
く
か
れ
て
ね
ら
れ
ぬ
夜
半
を
か
く
そ
と
も
花
は
し
ら
し
な
匂
ふ
梅
か
ゝ

26
さ
り
と
も
と
た
の
む
も
は
か
な
契
り
置
て
待
は
久
し
き
よ
な
〳
〵
の
と
こ

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

27
明
は
ま
つ
お
き
出
て
み
ん
か
ほ
る
夜
は
軒
端
の
梅
の
咲
ま
さ
る
か
と

28
い
つ
人
に
か
く
と
し
ら
せ
ん
待
侘
て
一
夜
も
千
夜
と
お
も
ふ
久
し
さ

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

29
お
も
ひ
ね
の
枕
の
夢
に
咲
と
み
て
あ
く
る
ま
た
る
ゝ
宿
の
梅
か
え

30
偽
り
に
な
ら
ひ
こ
し
身
も
さ
の
み
は
と
待
に
幾
夜
を
あ
か
し
き
ぬ
ら
ん
」（
一
六
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
6981
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

31
明
て
み
ん
色
を
そ
お
も
ふ
ね
や
の
戸
に
梅
か
ゝ
ふ
か
き
夜
半
の
春
風

32
お
も
へ
人
と
は
ぬ
月
日
の
数
そ
ひ
て
待
も
久
し
き
ゆ
ふ
へ
〳
〵
を

 
 

少
納
言
平
時
方

33
お
も
ひ
ね
の
夢
に
は
あ
ら
て
面
影
に
立
枝
の
梅
の
匂
ふ
夜
半
か
な

34
た
の
め
お
き
て
ま
ち
し
夜
比
の
数
〳
〵
に
今
は
恨
の
つ
も
る
年
月

 
 

少
納
言
平
行
豊

35
暮
る
ま
て
み
し
を
わ
す
れ
ぬ
名
残
と
て
夜
の
袂
も
梅
か
香
そ
す
る

36
あ
は
し
と
も
い
ひ
は
な
た
ぬ
を
た
の
み
つ
ゝ
待
と
せ
し
ま
に
積
る
年
月

 

﹇
4
部
類
現
6982
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

37
お
も
ひ
ね
の
夢
の
行
衛
を
そ
の
ま
ゝ
に
さ
む
る
う
つ
ゝ
も
匂
ふ
梅
か
」ゝ（
一
七
丁
表
）

38
ま
ち
侘
て
む
な
し
く
更
る
か
ね
の
音
を
い
つ
か
逢
夜
の
床
に
い
と
は
ん

 

﹇
4
部
類
現
6983
「
同
（
天
和
三
・
二
・
廿
七
）」﹈

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

39
よ
も
す
か
ら
雨
も
ふ
る
や
の
軒
の
梅
あ
す
咲
そ
は
ん
色
そ
ま
た
る
ゝ

40
別
路
に
い
つ
か
う
ら
み
ん
た
の
め
て
も
待
夜
む
な
し
き
鳥
の
や
声
を

《
9 

天
和
三
年
三
月
二
十
一
日 

御
会
》

三
月
廿
一
日 

　
　
　
　

御
会

 

款
冬
露

1
や
ま
ふ
き
は
い
ま
そ
金
の
玉
の
枝
お
る
な
こ
ほ
す
な
露
の
さ
か
り
を

﹇
2
新
後
明
332
作
者
「
後
西
院
」、
4
部
類
現
1717
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
三
・
廿

一
」、『
水
日
集
』
665
「
同
（
天
和
二
）
年
三
月
二
十
一
日
」﹈

 

朝
海
路

2
こ
き
は
な
れ
此
世
の
外
の
心
地
か
な
波
分
い
つ
る
朝
日
か
け
に
も

﹇
4
部
類
現
8759
作
者
「
後
西
院
」
結
「
朝
日
か
け
か〔

に
も
〕な

」﹈「
天
和
三
・
三
・
廿
一
」、『
水

日
集
』
667
「
天
和
二
年
三
月
二
十
一
日
」﹈

 
 

員
丸

3
夕
く
れ
の
籬
は
山
と
や
ま
ふ
き
の
花
に
そ
露
は
や
と
り
と
り
け
る
」（
一
七
丁
裏
）

4
朝
ま
た
き
湊
漕
出
て
行
舟
の
程
も
波
間
に
遠
さ
か
り
ぬ
る

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
露
お
も
み
小
萩
な
ら
て
も
風
を
ま
つ
夕
と
み
ゆ
る
八
重
の
山
吹

﹇
4
部
類
現
1718
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
346
初
「
露
を
お

も
み
」﹈

6
今
朝
の
あ
さ
け
同
し
湊
を
い
て
つ
れ
と
行
衛
い
さ
し
ら
波
の
友
船

﹇
4
部
類
現
8760
三
「
い
て
つ
れ
て
」「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠

歌
』
1392
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王



一
六

160

7
く
ち
な
し
の
色
に
さ
け
は
や
山
吹
の
え
も
い
ひ
し
ら
ぬ
つ
ゆ
の
夕
は
へ

 

﹇
4
部
類
現
1719
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

8
と
ま
り
舟
一
夜
は
友
と
み
な
と
江
を
け
さ
方
〳
〵
に
漕
わ
か
れ
ゆ
く

 

﹇
4
部
類
現
8761
三
「
湊
舟〔

を
や
〕」「

同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
光
雄

9
秋
に
み
む
ま
は
き
か
花
の
う
へ
も
あ
れ
と
八
重
さ
く
春
の
山
吹
の
露

 

﹇
4
部
類
現
1720
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

10
行
舟
の
末
の
湊
も
み
る
は
か
り
浪
路
は
れ
た
る
朝
つ
く
ひ
か
な

 
﹇
4
部
類
現
8762
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

 
 

正
二
位
源
通
茂
」（
一
八
丁
表
）

11
山
吹
の
は
な
に
こ
て
ふ
も
こ
ゝ
ろ
せ
よ
は
か
せ
に
た
へ
ぬ
露
も
こ
そ
あ
れ

﹇
2
新
後
明
338
四
「
川
瀬
の
浪
に
」
結
「
春
や
よ
と
む
と
」、
4
部
類
現
1721
「
同
（
天

和
三
・
三
・
廿
一
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
221
詞
書
「
同
（
天
和
三
）
年
後
西
院
月
次

款
冬
露
」﹈

12
う
き
ね
せ
し
よ
る
の
と
ま
り
も
お
き
つ
舟
今
朝
は
千
里
の
跡
の
白
浪

﹇
3
新
題
林
7849
、
4
部
類
現
8763
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
1086

詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
月
次
朝
海
路
」﹈

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

13
春
い
く
世
つ
も
り
て
淵
と
こ
れ
も
又
み
は
や
は
こ
や
の
山
吹
の
露

 

﹇
4
部
類
現
1722
二
「
つ
も
ら
て
淵
を
」「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

14
名
残
あ
れ
や
花
咲
礒
の
朝
あ
ら
し
追
手
に
な
し
て
す
く
る
舟
路
は

 

﹇
4
部
類
現
8766
「
天
和
三
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

15
風
な
ら
て
心
つ
か
ら
に
ち
る
露
は
そ
れ
も
あ
か
す
や
庭
の
や
ま
ふ
き

 

﹇
4
部
類
現
1723
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

16
と
ま
り
舟
よ
る
の
な
み
風
今
朝
な
き
て
漕
は
て
ん
と
は
お
も
ひ
か
け
す
よ

 

﹇
4
部
類
現
8767
「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

17
色
香
を
も
あ
た
に
や
は
み
む
山
ふ
き
の
枝
お
も
け
な
る
露
の
さ
か
り
は

 

﹇
4
部
類
現
1724
初
「
色
香〔

を
し
〕を

も
」「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

18
浦
風
の
な
き
た
る
朝
に
漕
い
て
ゝ
遠
き
千
里
の
波
路
ゆ
く
舟
」（
一
八
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
8768
「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

19
こ
ほ
れ
て
も
又
を
く
露
に
玉
は
み
む
ち
ら
す
も
あ
れ
な
山
吹
の
は
な

20
朝
な
き
に
行
も
か
へ
る
も
漕
い
て
ゝ
お
な
し
浪
路
に
う
か
ふ
友
船

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

21
置
露
も
色
に
そ
井
出
の
山
吹
の
花
に
み
か
け
る
玉
か
は
の
さ
と

 

﹇
4
部
類
現
1725
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

22
漕
い
つ
る
い
そ
き
に
さ
は
く
み
な
と
舟
此
朝
な
き
を
同
し
心
に

 

﹇
4
部
類
現
8769
二
「
い
そ
き
は
さ
は
く
」「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

 
 

中
務
大
輔
源
資
冬

23
咲
に
け
り
色
も
え
な
ら
す
む
す
ひ
を
く
ま
か
き
の
露
の
山
ふ
き
の
花

24
和
田
の
は
ら
の
と
か
に
み
え
て
浦
浪
の
あ
く
る
湊
を
い
つ
る
舟
人

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

25
暮
て
ゆ
く
春
の
名
残
を
山
吹
の
色
に
出
て
や
し
た
ふ
露
け
さ
」（
一
九
丁
表
）

26
あ
ら
か
り
し
浪
し
つ
ま
れ
る
朝
あ
け
に
湊
こ
き
い
つ
る
舟
そ
数
そ
ふ

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

27
山
吹
の
は
な
の
光
を
猶
そ
へ
て
ま
か
き
に
を
け
る
露
の
し
ら
玉

28
海
原
や
こ
の
朝
な
き
に
漕
い
て
ゝ
真
帆
ひ
く
舟
の
波
に
影
そ
ふ

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

29
夕
間
暮
置
そ
ふ
露
も
ま
か
き
よ
り
こ
ほ
れ
て
に
ほ
ふ
山
吹
の
は
な

30
梶
枕
お
な
し
み
な
と
に
今
宵
も
と
ち
き
り
て
出
る
今
朝
の
友
舟



一
七

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
解
題
と
翻
刻

161

 

﹇
4
部
類
現
8770
「
天
和
三
」﹈

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

31
わ
け
み
は
や
こ
や
名
に
た
て
る
山
吹
に
置
て
え
な
ら
ぬ
露
の
籬
を

32
朝
な
き
の
浪
し
つ
か
な
る
湊
江
を
を
く
れ
す
つ
れ
て
い
つ
る
友
舟

 
 

少
納
言
平
時
方
」（
一
九
丁
裏
）

33
お
も
る
と
も
よ
し
や
は
ら
は
し
さ
か
り
な
る
八
重
山
吹
の
花
の
上
の
露

34
こ
の
朝
け
契
か
は
さ
め
又
こ
よ
ひ
同
し
み
な
と
の
友
舟
と
こ
そ

 

﹇
4
部
類
現
8771
作
者
「
時
量
」「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

少
納
言
平
行
豊

35
さ
な
き
た
に
八
重
山
吹
の
枝
た
れ
て
お
も
き
か
う
へ
に
露
そ
置
そ
ふ

 

﹇
4
部
類
現
1726
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

36
朝
な
〳
〵
舟
出
は
か
は
る
浦
と
て
も
み
る
め
は
同
し
浪
の
う
へ
か
な

 
﹇
4
部
類
現
8772
「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

37
山
吹
の
花
の
ま
か
き
に
を
く
露
を
吹
な
ち
ら
し
そ
春
の
夕
風

 

﹇
4
部
類
現
1727
「
同
（
天
和
三
・
三
・
廿
一
）」﹈

38
朝
ま
た
き
舟
路
は
る
か
に
か
す
む
日
の
か
け
も
く
も
ら
ぬ
春
の
海
原

 

﹇
4
部
類
現
8773
「
同
（
天
和
三
）」﹈

《
10 

天
和
三
年
三
月
二
十
一
日 

御
当
座
》

同
日 

 

　
　
　
　

御
当
座

 

初
花 

基

1
み
そ
め
つ
る
こ
の
初
花
よ
後
に
又
い
か
に
さ
く
ら
の
色
香
そ
ふ
と
も
」（
二
〇
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
733
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
266
﹈

 

見
々 

実
富

2
色
に
香
に
心
を
そ
め
て
此
こ
ろ
は
花
よ
り
外
の
め
う
つ
り
も
な
し

 

﹇
1
新
明
題
784
﹈

 

折
々 

時
方

3
花
や
し
る
夜
の
ま
の
風
も
い
か
に
そ
と
思
ふ
あ
ま
り
に
手
折
心
を

 

﹇
1
新
明
題
822
﹈

 

朝
々 

員
丸

4
朝
風
の
雲
吹
は
ら
ふ
山
の
は
に
ま
か
は
て
花
の
色
を
こ
そ
み
れ

 

﹇
1
新
明
題
830
四
「
ま
か
せ
て
花
の
」﹈

 

夕
々 

長
義

5
夕
は
へ
の
名
残
そ
思
ふ
春
の
と
も
あ
か
ぬ
ま
と
ゐ
の
花
の
む
し
ろ
に

 

﹇
1
新
明
題
853
﹈

 

嵐
々 

隆
慶

6
白
雲
と
よ
そ
に
み
す
て
ん
色
も
お
し
た
か
ま
の
み
ね
の
花
の
盛
り
を

 

麓
々 

幸
仁
」（
二
〇
丁
裏
）

7
分
入
て
あ
す
は
尾
上
の
は
な
も
み
む
あ
か
す
麓
に
今
朝
は
く
ら
し
つ

 

﹇
1
新
明
題
884
﹈

 

林
々 

行
豊

8
紅
葉
は
を
た
き
し
心
に
春
も
猶
花
に
な
さ
け
を
く
む
林
か
な

 

﹇
1
新
明
題
904
﹈

 

関
々

9
し
る
し
ら
す
ゆ
き
あ
ふ
さ
か
の
関
路
と
は
花
の
木
か
け
の
名
に
こ
そ
有
け
れ

﹇
1
新
明
題
919
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
670
初
「
知
る
知
ら
ぬず（

イ
）」「

同
（
天
和
）

三
年
三
月
二
十
一
日
」﹈

 
滝
々 

意
光

10
散
か
ゝ
る
岩
ね
も
春
は
し
ろ
た
へ
の
花
に
色
そ
ふ
布
引
の
滝

 

﹇
1
新
明
題
910
﹈

 

河
々 

基



一
八

162

11
花
や
波
な
み
や
は
な
か
と
こ
ゝ
ろ
さ
へ
う
き
た
つ
か
け
を
う
つ
す
河
水

 

﹇
1
新
明
題
905
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
294
﹈

 
野
々 

定
経

12
こ
ゝ
か
し
こ
の
へ
よ
り
野
へ
に
立
よ
り
て
永
き
日
く
ら
す
花
の
木
の
本
」（
二
一
丁
表
）

 

﹇
1
新
明
題
901
﹈

 

江
々

13
花
を
の
み
思
ひ
入
江
の
し
つ
心
難
波
の
春
に
身
を
つ
く
し
つ
ゝ

﹇
1
新
明
題
917
作
者
「
後
西
院
」
二
「
思
ひ
入
江
に
」
三
「
し
つ
こ
も
る
」、『
水
日

集
』
673
二
「
お
も
ひ
い
り
江
に
」
四
「
な
に
は
の
は
る
には（

イ
）」「

同
（
天
和
三
年
三
月

二
十
一
日
）」﹈

 

礒
々 
通
茂

14
波
風
も
あ
ら
礒
か
せ
の
と
ま
や
か
た
い
つ
を
盛
り
と
花
の
咲
ら
ん

﹇
1
新
明
題
918
、
3
新
題
林
1250
、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
197
詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院

当
座
御
会
礒
花
」﹈

 

都
々 

光
雄

15
み
る
に
あ
か
ぬ
花
の
み
や
こ
の
花
さ
か
り
春
に
よ
し
の
ゝ
名
は
匂
ふ
と
も

 

﹇
1
新
明
題
920
﹈

 

花
雲 

実
種

16
た
ち
ま
ひ
し
き
の
ふ
の
雲
の
色
か
へ
て
伊
駒
の
た
け
そ
花
に
う
つ
め
る

 

﹇
1
新
明
題
871
﹈

 

々
雪 

保
春

17
雪
と
の
み
つ
も
る
た
も
と
も
お
も
か
ら
て
花
の
香
ふ
か
き
春
の
山
道

 

﹇
1
新
明
題
880
二
「
う
つ
る
た
も
と
も
」﹈

 

々
匂 

宣
勝
」（
二
一
丁
裏
）

18
さ
そ
ひ
き
て
木
の
下
な
ら
ぬ
軒
端
に
も
に
ほ
ひ
へ
た
て
ぬ
花
の
春
か
せ

 

﹇
1
新
明
題
868
﹈

 

々
色 

資
冬

19
あ
か
す
み
む
春
の
日
か
す
に
咲
そ
ひ
て
野
山
も
花
の
色
に
な
り
ゆ
く

 

﹇
1
新
明
題
860
三
「
吹〔

咲
〕そ

ひ
て
」﹈

 

々
錦 

時
量

20
ち
る
花
に
青
き
苔
地
の
か
ら
錦
く
ち
す
も
あ
れ
な
春
の
名
残
に

 

﹇
1
新
明
題
861
初
「
ち
る
花
の
」
四
「
お
ら
す
も
あ
れ
な
」﹈

《
11 

天
和
三
年
四
月
二
十
九
日 

御
月
次
》

四
月
廿
九
日 

　
　
　
　

御
月
次

 

岡
時
鳥

1
椙
な
ら
ぬ
心
の
こ
す
ゑ
た
れ
つ
け
て
い
ま
き
の
岡
の
ほ
と
ゝ
き
す
は
も

﹇
4
部
類
現
2287
題
「
岡
郭
公
」
作
者
「
後
西
院
」
結
「
郭
公
か
も
」「
天
和
三
・
四
・
廿

九
」、『
水
日
集
』
677
題
「
岡
郭
公
」「
同
（
天
和
二
）
年
四
月
二
十
九
日
」﹈

 

不
逢
恋

2
お
り
〳
〵
の
か
こ
と
〳
〵
よ
く
い
ひ
な
す
も
た
ゝ
あ
は
し
と
の
心
ひ
と
つ
は

﹇
4
部
類
現
3874
作
者
「
同
（
後
西
院
）」
結
「
心
ひ
と
つ
に
」「
天
和
三
・
□〔

四
〕・

十〔
廿
〕九

」、

『
水
日
集
』
679
二
「
か
ご
と
事
わよ

く（
イ
）け」

結
「
心
一
つ
ぞ
」﹈

 
 

員
丸
」（
二
二
丁
表
）

3
朝
ま
た
き
い
ま
た
き
の
岡
に
一
声
を
鳴
て
過
行
時
鳥
か
な

4
う
つ
ゝ
に
は
よ
し
あ
は
す
と
も
一
夜
わ
か
夢
路
に
み
せ
よ
人
の
面
影

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
い
て
我
も
い
く
夜
か
も
ね
ん
時
鳥
な
れ
よ
な
ら
し
の
岡
な
ら
は
こ
そ

﹇
4
部
類
現
2288
初
「
い
て
わ
れ
と
」「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠

歌
』
476
初
「
い
て
わ
れ
と
」
四
「
な
れ
に
な
ら
し
の
」﹈

6
哀
わ
か
あ
ら
は
逢
夜
の
た
の
み
た
に
つ
ら
さ
に
た
へ
ぬ
命
な
り
せ
は

﹇
4
部
類
現
6877
四
「
つ
ら
さ
に
た
え〔

へ
〕ぬ

」「
天
和
三
・
四
・
十
九
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠



一
九

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
解
題
と
翻
刻

163

歌
』
1153
結
「
い
の
ち
な
り
け
り
」﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
時
鳥
五
月
ま
つ
ま
は
岡
の
名
の
し
の
ひ
に
も
ら
す
音
を
や
な
く
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
2289
「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

8
い
つ
こ
え
て
か
く
と
し
ら
せ
ん
逢
坂
の
関
の
こ
な
た
に
ま
よ
ふ
恋
路
は

 
﹇
4
部
類
現
6879
二
「
か
く
し
ら
せ
な
ん
」「
天
和
三
・
四
・
十
九
」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
光
雄

9
鳴
声
を
忍
ひ
の
岡
の
ほ
と
ゝ
き
す
さ
た
か
な
ら
ぬ
も
哀
と
そ
き
く

 

﹇
4
部
類
現
2290
二
「
忍
ふ
の
岡
の
」「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

10
つ
れ
も
な
き
人
の
い
わ
木
に
い
か
さ
ま
に
い
ひ
し
ほ
り
て
か
な
ひ
く
を
も
み
む
」

（
二
二
丁
裏
）

 
 

正
二
位
通
茂

11
過
に
け
り
な
ら
し
の
岡
の
時
鳥
た
か
こ
と
つ
て
も
き
ゝ
わ
か
ぬ
ま
に

﹇
4
部
類
現
2291
「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
283
詞
書
「
天
和
三

年
後
西
院
月
次
岡
郭
公
」﹈

12
あ
す
か
川
逢
せ
に
か
は
る
契
り
あ
ら
は
し
つ
む
お
も
ひ
の
淵
も
た
の
ま
ん

﹇
4
部
類
現
6884
「
天
和
三
・
四
・
十
九
」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
802
詞
書
「
天
和
三
年
後

西
院
月
次
不
逢
恋
」﹈

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

13
名
残
あ
れ
や
ね
て
の
朝
気
に
音
つ
れ
て
を
か
の
や
か
た
を
行
時
鳥

 

﹇
4
部
類
現
2292
四
「
を
の〔

か
の
〕か

や
か
た
を
」「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

14
あ
は
ぬ
身
の
つ
ら
さ
よ
り
先
む
く
ひ
あ
る
世
の
こ
と
は
り
そ
人
に
か
な
し
き

 

﹇
4
部
類
現
6900
「
天
和
三
・
四
・
十
九
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

15
時
鳥
い
つ
る
岡
辺
の
夏
草
に
し
け
さ
く
ら
へ
む
声
を
き
か
ま
し

 

﹇
4
部
類
現
2293
二
「
い
つ
か
岡
へ
の
」「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

16
ひ
た
ふ
る
に
あ
は
し
と
い
は
ゝ
中
〳
〵
に
う
ら
み
の
数
も
か
く
は
ま
さ
ら
し

 

﹇
4
部
類
現
6901
「
同
（
天
和
三
・
四
・
十
九
）」﹈

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

17
き
く
か
ら
に
声
は
ふ
り
せ
ぬ
ほ
と
ゝ
き
す
今
き
の
岡
の
今
も
む
か
し
も
」（
二
三
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
2294
「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

18
つ
れ
な
さ
を
何
に
た
と
へ
む
か
た
し
貝
あ
は
て
二
見
の
恨
の
み
か
は

 

﹇
4
部
類
現
6902
「
同
（
天
和
三
・
四
・
十
九
）」﹈

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

19
ほ
と
ゝ
き
す
ま
た
忍
ひ
ね
を
ま
た
き
よ
り
な
ら
し
の
岡
に
な
れ
て
き
か
は
や

 

﹇
4
部
類
現
2295
「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

20
う
き
ふ
し
に
た
え
て
も
お
し
め
末
つ
ゐ
に
逢
事
あ
ら
は
か
へ
む
い
の
ち
は

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

21
時
鳥
た
ゝ
一
声
を
夕
つ
く
よ
さ
す
や
岡
へ
の
ま
つ
に
過
す
な

 

﹇
4
部
類
現
2296
「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

22
あ
ひ
み
ま
く
ほ
し
の
一
よ
の
契
り
た
に
た
の
め
ぬ
中
は
う
ら
や
ま
れ
ぬ
る

 

﹇
4
部
類
現
6903
「
同
（
天
和
三
・
四
・
十
九
）」﹈

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

23
若
み
と
り
し
け
る
岡
へ
の
木
の
間
よ
り
声
は
な
や
か
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

24
い
つ
か
我
あ
ひ
み
て
後
に
か
た
ら
ま
し
う
き
年
月
の
つ
も
る
思
ひ
を

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶
」（
二
三
丁
裏
）

25
け
ふ
い
く
か
待
か
ひ
あ
り
て
忍
ひ
ね
を
し
の
ひ
の
岡
に
き
く
ほ
と
ゝ
き
す

26
ほ
し
あ
へ
ぬ
た
く
ひ
と
み
る
も
う
し
や
人
に
あ
は
て
の
浦
の
海
士
の
袂
を

 
 

右
近
衛
権
中
将
定
経

27
名
に
し
お
ふ
忍
ひ
の
岡
の
忍
ひ
ね
は
も
ら
す
か
ひ
な
き
ほ
と
ゝ
き
す
か
な

28
あ
ふ
坂
の
関
を
は
い
つ
か
越
て
み
む
う
き
年
月
を
中
に
へ
た
て
ゝ

 
 

左
近
衛
権
佐
藤
原
宣
勝
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29
初
声
を
き
く
よ
り
こ
ゝ
に
ゆ
き
か
へ
り
な
ら
し
の
岡
に
鳴
ほ
と
ゝ
き
す

30
た
の
め
て
も
よ
り
あ
ふ
こ
と
は
か
た
糸
の
と
け
ぬ
心
に
お
も
ひ
み
た
れ
て

 
 

少
納
言
平
時
方

31
待
わ
れ
に
初
音
き
か
せ
よ
時
鳥
た
れ
に
忍
ひ
の
岡
へ
な
り
と
も

32
な
け
き
あ
ま
り
今
は
中
〳
〵
逢
夜
を
も
た
の
ま
し
と
思
ふ
そ
れ
も
悲
し
き
」（
二
四
丁
表
）

 
 

少
納
言
平
行
豊

33
よ
ひ
〳
〵
に
岡
へ
の
月
は
待
い
て
つ
な
を
ま
た
る
ゝ
は
ほ
と
ゝ
き
す
か
な

34
う
し
や
人
行
末
ま
て
は
か
け
す
と
も
せ
め
て
一
夜
の
契
り
た
に
あ
れ

 

﹇
4
部
類
現
6923
初
「
う
し
人
よ
」﹈

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

35
此
比
は
声
も
お
し
ま
て
旅
人
の
往
来
の
岡
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

 

﹇
4
部
類
現
2297
「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」﹈

36
い
つ
の
世
か
心
も
と
け
む
下
ひ
も
の
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
中
の
契
り
は

﹇
4
部
類
現
6924
二「
心
も
と
け
ぬ〔

ん
〕」四「

む
す
ほ
ふ〔

ゝ
〕れ

た
る
」「
同（
天
和
三
・
四
・
十
九
）」﹈

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

37
た
か
里
も
ま
つ
ら
む
物
を
ほ
と
ゝ
き
す
こ
の
岡
ゆ
へ
に
初
音
を
そ
な
く

38
逢
事
は
た
の
む
も
は
か
な
年
月
の
人
の
つ
ら
さ
に
思
ひ
よ
は
ら
て

 

﹇
4
部
類
現
6925
初
「
あ
ふ
事
を
」「
同
（
天
和
三
・
四
・
十
九
）」﹈

《
12 

天
和
三
年
四
月
二
十
九
日 

御
当
座
》

同
日 

 

　
　
　
　

御
当
座

 

首
夏
風 

幸
仁
」（
二
四
丁
裏
）

1
い
と
は
や
も
朝
風
す
ゝ
し
夏
衣
う
す
き
袂
に
た
ち
か
へ
し
よ
り

﹇
2
新
後
明
361
結
「
た
ち
か
へ
し
て
も
」、4
部
類
現
1997
結
「
た
ち
か
へ
し
つ
ゝ
」「
天

和
三
・
四
・
廿
五
」﹈

 

垣
卯
花 

員
丸

2
き
え
か
て
の
垣
ね
の
雪
の
お
も
か
け
や
今
朝
白
妙
に
咲
る
う
の
花

 

﹇
4
部
類
現
2104
「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

暁
郭
公 

長
義

3
此
比
の
ま
た
れ
〳
〵
し
初
声
を
明
か
た
ち
か
く
き
く
ほ
と
ゝ
き
す

 

早
苗
多 

資
茂

4
み
て
そ
お
も
ふ
千
町
の
さ
な
へ
め
も
は
る
に
う
へ
し
緑
の
茂
き
恵
を

 

﹇
4
部
類
現
2397
「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

杣
五
月
雨 

通
茂

5
こ
と
か
よ
ふ
道
も
や
た
え
む
五
月
雨
の
雲
に
み
な
き
る
に
ふ
の
杣
川

﹇
3
新
題
林
2324
、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
313
詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
当
座
杣
五
月
雨
」﹈

 

夜
鵜
河 

行
豊

6
夏
箕
川
月
に
な
る
よ
も
し
は
し
と
て
こ
の
山
か
け
に
う
舟
さ
す
ら
ん
」（
二
五
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
2813
題
「
夜
鵜
川
」「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

夏
月
涼 

保
春

7
関
の
戸
を
さ
ゝ
て
更
行
夏
の
よ
の
月
を
い
れ
た
る
風
の
す
ゝ
し
さ

 

蚊
遣
火 

雅
豊

8
た
え
ま
な
く
た
つ
る
煙
に
蚊
の
声
は
よ
そ
に
軒
端
を
遠
さ
か
り
ゆ
く

 

﹇
4
部
類
現
2939
「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

窓
前
蛍 

時
方

9
窓
近
き
竹
の
葉
か
く
れ
み
え
そ
め
し
蛍
そ
く
れ
て
光
そ
ひ
ゆ
く

 

﹇
4
部
類
現
2910
三
「
み
え
初
て
」「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

晩
夏
蟬 

意
光

10
こ
の
夕
風
も
秋
ち
か
く
な
ら
の
葉
の
木
陰
す
ゝ
し
き
蟬
の
諸
声

 

﹇
4
部
類
現
3080
「
同
（
天
和
）
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

寄
枕
恋

11
か
き
く
ら
し
涙
の
ふ
る
き
枕
し
て
何
く
れ
か
く
れ
お
も
ひ
い
て
つ
ゝ
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﹇
4
部
類
現
8322
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」、『
水
日
集
』
681
「
同
（
天
和
）

二
年
四
月
二
十
九
日
」﹈

 
々
琴
々 

宣
勝
」（
二
五
丁
裏
）

12
し
れ
か
し
な
つ
れ
な
き
中
に
た
え
は
て
ぬ
玉
の
緒
こ
と
の
音
に
た
て
す
と
も

﹇
2
新
後
明
1542
題
「
寄
箏
恋
」、
4
部
類
現
8400
題
「
寄
箏
恋
」「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

々
帯
々 

実
種

13
俤
は
身
を
は
な
れ
す
そ
か
け
帯
の
か
け
て
お
も
は
ぬ
時
し
な
け
れ
は

 

﹇
4
部
類
現
8375
二
「
身
を
は
な
れ
す
よ
」「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

々
弓
々 

基

14
押
か
へ
し
か
へ
し
て
も
又
我
心
ま
弓
つ
き
弓
つ
き
ぬ
う
ら
み
そ

﹇
2
新
後
明
1543
、
4
部
類
現
8401
結
「
つ
き
ぬ
恨
を
」「
同
（
天
和
三
・
四
・
廿
九
）」、『
応

円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1339
﹈

 

々
車
々 

実
富

15
い
つ
ま
て
か
あ
は
ぬ
な
け
き
を
つ
み
そ
へ
ん
力
車
の
つ
よ
き
心
に

 

﹇
4
部
類
現
8421
「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

遠
村
竹 

基

16
山
本
の
朝
け
の
煙
立
さ
ら
て
の
こ
る
や
な
ひ
く
竹
の
一
む
ら

﹇
4
部
類
現
9257
三
「
立
そ
え〔

へ
〕て

」「
元
禄
三
・
四
・
廿
九
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1452
﹈

 

河
眺
望 

定
経

17
此
あ
さ
け
う
ち
の
河
せ
の
末
晴
て
浪
間
に
み
ゆ
る
遠
の
柴
舟
」（
二
六
丁
表
）

 

旅
泊
雨 

隆
慶

18
よ
る
の
雨
に
う
き
ね
の
枕
お
と
ろ
き
て
夢
に
都
の
名
残
悲
し
き

 

﹇
2
新
後
明
1867
、
4
部
類
現
9053
「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

 

古
寺
樒

19
う
は
そ
く
か
一
夏
こ
も
り
古
寺
に
し
き
み
の
花
の
つ
み
は
の
こ
ら
し

﹇
3
新
題
林
7955
作
者
「（
後
西
院
）」
二
「
一
夏
こ
も
る
」、『
水
日
集
』
684
二
「
一
度
こ

も
れ
る
」﹈

 

社
頭
榊 

時
量

20
か
し
こ
く
も
氏
人
ま
も
る
宮
居
こ
そ
立
さ
か
へ
よ
と
榊
さ
す
ら
め

 

﹇
4
部
類
現
9869
「
天
和
三
・
四
・
廿
九
」﹈

《
13 

天
和
三
年
五
月
十
六
日 

御
当
座
》

五
月
十
六
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

朝
鶯 

員
丸

1
谷
の
戸
を
出
る
う
く
ひ
す
春
き
ぬ
と
け
さ
め
つ
ら
し
く
つ
く
る
初
こ
ゑ

 

雲
雀 

幸
仁

2
夕
ま
く
れ
野
へ
の
芝
生
に
床
し
め
て
な
く
や
雲
雀
の
声
の
ま
近
き
」（
二
六
丁
裏
）

 

田
蛙 

意
光

3
せ
き
い
る
ゝ
苗
代
水
に
と
こ
ろ
え
て
小
田
の
蛙
の
声
し
き
る
な
り

 

照
射

4
益
雄
か
待
も
つ
ら
し
や
松
と
も
し
と
も
し
に
鹿
の
よ
る
の
契
り
を

 

﹇『
水
日
集
』
695
「
天
和
二
年
五
月
十
三
日
」﹈

 

夜
蛍 

保
春

5
み
た
れ
と
ふ
光
や
い
つ
ち
ゆ
く
ほ
た
る
よ
ふ
か
き
露
の
草
に
や
と
ら
て

 

﹇
4
部
類
現
2833
結
「
草
に
や
と
し〔

さ
〕て

」「
天
和
三
・
五
・
十
六
」﹈

 

野
虫 

光
雄

6
露
と
ゝ
も
に
み
た
れ
て
そ
な
く
此
夕
花
の
ゝ
む
し
の
こ
ゑ
も
ち
く
さ
に

 

﹇
4
部
類
現
4006
四
「
花
の
ゝ
虫
も〔

の
〕」「

天
和
三
・
五
・
十
六
」﹈

 
初
雁 

長
義

7
秋
風
の
雲
霧
は
ら
ふ
峰
こ
え
て
け
さ
そ
み
や
こ
の
初
雁
の
こ
ゑ

 

夕
鶉 

定
淳
」（
二
七
丁
表
）

8
う
つ
ら
な
く
秋
も
末
の
ゝ
夕
風
に
い
と
ゝ
あ
は
れ
や
深
草
の
さ
と
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千
鳥 

実
富

9
行
か
へ
り
こ
ゑ
も
さ
た
め
す
鳴
ち
と
り
な
み
の
た
ち
ゐ
に
友
ま
よ
ふ
ら
ん

 
網
代 

資
冬

10
袖
さ
む
み
ひ
を
の
よ
る
〳
〵
冬
川
の
瀬
々
の
よ
と
み
に
網
代
も
る
身
は

 

﹇
4
部
類
現
5921
「
天
和
三
・
五
・
十
六
」﹈

 

忍
恋 

隆
慶

11
忍
ひ
ぬ
る
心
も
今
や
よ
は
る
ら
し
つ
ゝ
む
た
も
と
に
あ
ま
る
涙
は

 

見
恋 

行
豊

12
今
そ
し
る
俤
さ
ら
す
身
に
そ
へ
は
み
し
は
聞
し
に
ま
さ
る
思
ひ
と

 

祈
恋 
時
方

13
わ
か
方
に
し
る
し
も
み
え
す
あ
は
し
と
の
人
の
祈
は
神
や
う
く
ら
ん
」（
二
七
丁
裏
）

 

別
恋 

実
種

14
ま
て
し
は
し
ま
た
明
や
ら
す
月
か
け
そ
人
め
に
い
そ
く
別
な
り
と
も

 

顕
恋 

宣
勝

15
よ
る
へ
さ
へ
い
ま
は
浪
ま
に
あ
ら
は
れ
て
う
き
た
る
舟
の
よ
そ
に
こ
か
る
ゝ

 

嶺
椿

16
玉
椿
か
は
ら
ぬ
色
も
夏
き
て
は
青
葉
若
葉
そ
み
ね
に
さ
や
け
き

 

﹇
4
部
類
現
9459
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
五
・
十
六
」、『
水
日
集
』
697
「
同
（
天
和

二
年
五
月
十
三
日
）」﹈

 

澗
槙 

時
量

17
谷
か
く
れ
檜
原
の
み
と
り
た
つ
槙
の
そ
の
色
と
し
も
わ
か
ぬ
涼
し
さ

 

﹇
2
新
後
明
1706
、
4
部
類
現
9470
「
天
和
三
・
五
・
十
六
」﹈

 

杜
柏 

通
茂

18
枝
か
は
す
か
え
て
や
秋
に
わ
き
て
み
む
し
け
る
は
同
し
杜
の
か
し
は
木

 

﹇
4
部
類
現
9466
四
「
お
な
し
若
葉
の
「
天
和
三
・
五
・
十
六
」」﹈

 

門
杉 

基
」（
二
八
丁
表
）

19
入
て
み
む
さ
そ
ふ
心
の
ち
り
も
な
き
こ
け
ち
の
杉
の
過
か
て
の
門

 

﹇
4
部
類
現
9467
「
同
（
天
和
）
三
・
四
・
十
六
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1487
﹈

 

礒
松 

雅
豊

20
花
か
と
よ
十
か
へ
り
な
ら
て
あ
ら
礒
の
松
の
し
つ
え
に
か
ゝ
る
白
浪

 

﹇
2
新
後
明
1696
、
4
部
類
現
9388
二
「
十
か
へ
り
な
し〔

ら
〕て

」「
元
禄
三
・
四
・
六
」﹈

《
14 

天
和
三
年
五
月
十
六
日
》

五
月
十
六
日

 

暁
水
鶏

1
さ
な
き
た
に
ぬ
る
間
も
夏
の
天
の
戸
を
た
ゝ
く
水
鶏
は
こ
れ
あ
け
よ
と
や

﹇
2
新
後
明
447
作
者
「
後
西
院
」
結
「
こ
ゝ
明
よ
と
や
」、
4
部
類
現
2612
作
者
「
後
西

院
」
結
「
こ
ゝ
明
よ
と
や
」「
天
和
三
・
五
・
十
六
」、『
水
日
集
』
693
「
改
作
」﹈

 

山
家
橋

2
山
水
の
す
む
と
は
か
り
の
丸
木
橋
扨
も
う
き
世
に
か
よ
ふ
道
か
も

﹇
3
新
題
林
8224
作
者
「
後
西
院
」
結
「
か
よ
ふ
道
か
な
」、『
水
日
集
』
690
「
同
（
天
和

二
年
五
月
十
三
日
）」﹈

 
 

員
丸

3
と
ふ
人
と
た
れ
お
と
ろ
か
む
槙
の
戸
を
た
ゝ
く
水
鶏
の
あ
か
つ
き
の
声

4
山
か
け
や
庵
の
か
よ
ひ
ち
た
え
〳
〵
に
む
す
苔
青
き
谷
の
か
け
は
し
」（
二
八
丁
裏
）

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
月
か
け
の
か
た
ふ
く
し
た
ふ
槙
の
戸
を
あ
け
よ
と
い
か
て
た
ゝ
く
水
鶏
に

6
お
り
〳
〵
に
木
こ
り
や
か
よ
ふ
山
ふ
か
き
い
ほ
よ
り
お
く
の
道
の
し
は
橋

 
﹇
4
部
類
現
9119
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1426
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
や
と
り
か
す
人
も
な
し
や
と
音
た
て
ゝ
あ
か
つ
き
ま
て
に
た
ゝ
く
水
鶏
は

 
﹇
4
部
類
現
2613
初
「
や
と
り
か
へ〔

ナ
シ
〕す

」﹈「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」
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8
す
む
人
の
あ
る
か
な
き
か
の
こ
ゝ
ろ
と
や
わ
た
す
も
ほ
そ
き
山
の
か
け
橋

 

﹇
4
部
類
現
9120
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
光
雄

9
み
し
か
夜
の
あ
け
か
た
ち
か
き
槙
の
戸
を
た
ゝ
く
と
き
く
や
く
ゐ
な
鳴
こ
ゑ

 

﹇
4
部
類
現
2614
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

10
こ
れ
よ
り
も
う
き
世
を
わ
た
る
あ
や
う
さ
を
す
む
身
や
思
ふ
そ
は
の
か
け
橋

 
 

正
二
位
源
通
茂

11
あ
け
よ
と
や
水
鶏
は
た
ゝ
く
更
る
よ
の
影
た
に
つ
ら
き
月
の
と
ほ
そ
を
」（
二
九
丁
表
）

﹇
2
新
後
明
448
、
4
部
類
現
2615
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
319

詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
月
次
暁
水
鶏
」﹈

12
出
し
と
は
ち
か
は
ぬ
橋
も
と
し
ふ
か
き
苔
に
く
ち
ゆ
く
谷
の
か
く
れ
家

 
﹇
3
新
題
林
8225
三
「
年
ふ
り
て
」﹈

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

13
あ
か
つ
き
や
は
や
起
い
て
ゝ
つ
か
へ
よ
と
閨
の
戸
た
ゝ
く
く
ゐ
な
な
る
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
2616
初
「
暁
や〔

に
〕」「

同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

14
庵
し
め
て
ひ
ろ
ふ
爪
木
の
た
よ
り
に
も
た
れ
か
け
は
し
の
の
こ
る
山
か
け

 

﹇
4
部
類
現
9122
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

15
夜
た
ゝ
な
く
水
鶏
な
ら
す
は
明
る
ま
て
た
ゝ
く
に
あ
け
ぬ
門
は
あ
ら
し
を

 

﹇
4
部
類
現
2617
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

16
あ
り
と
た
に
し
ら
し
深
山
の
ひ
と
つ
は
し
ひ
と
り
ふ
た
り
の
庵
の
通
ひ
路

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

17
そ
こ
と
な
く
た
ゝ
く
水
鶏
に
み
し
夢
は
さ
そ
は
れ
は
て
ゝ
あ
く
る
し
の
ゝ
め

18
朝
夕
に
か
よ
ひ
な
れ
て
も
山
里
の
く
ち
て
こ
け
む
す
は
し
は
あ
や
う
き

 
 

従
二
位
藤
原
実
種
」（
二
九
丁
裏
）

19
あ
は
む
と
は
人
に
契
ら
ぬ
あ
か
つ
き
を
此
戸
あ
け
よ
と
た
ゝ
く
く
ゐ
な
か

 

﹇
4
部
類
現
2618
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

20
人
と
は
む
し
る
へ
と
な
ら
は
は
し
も
い
ま
山
の
か
ひ
な
き
か
く
れ
家
に
こ
そ

 

﹇
4
部
類
現
9123
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

21
あ
け
よ
と
て
た
ゝ
く
や
水
鶏
と
ふ
人
は
思
ひ
も
か
け
す
ね
や
の
あ
か
つ
き

22
こ
の
ま
ゝ
に
捨
な
は
く
ち
ね
山
ふ
か
み
往
来
た
え
た
る
谷
の
柴
は
し

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

23
た
れ
み
よ
と
暁
か
け
て
月
の
下
の
門
を
水
鶏
の
な
と
た
ゝ
く
ら
む

 

﹇
4
部
類
現
2619
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

24
く
ち
ね
た
ゝ
誰
か
は
と
は
む
山
住
に
わ
た
す
か
ひ
な
き
谷
の
柴
は
し

 

﹇
4
部
類
現
9124
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

 
 

中
務
大
輔
源
資
冬

25
明
る
ま
て
夢
も
み
せ
し
と
ね
や
の
戸
を
夜
半
の
水
鶏
の
な
に
た
ゝ
く
ら
ん

26
と
ふ
人
は
お
も
ひ
も
か
け
す
庵
し
め
て
あ
ら
し
の
わ
た
る
山
の
か
け
は
し
」（
三
〇
丁
表
）

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

27
心
な
き
水
鶏
と
そ
き
く
新
枕
こ
の
戸
あ
け
よ
と
た
ゝ
く
あ
か
つ
き

28
と
は
し
世
に
故
郷
人
は
山
す
み
の
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
も
か
ゝ
る
か
け
は
し

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

29
槙
の
戸
を
た
ゝ
く
水
鶏
は
あ
り
明
の
月
に
夢
み
る
人
を
い
さ
め
て

30
山
人
の
た
め
に
は
あ
ら
し
奥
ふ
か
く
た
れ
住
な
ら
ん
わ
た
す
柴
は
し

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

31
天
の
戸
の
明
る
ま
て
と
や
こ
ゑ
た
え
す
た
ゝ
く
水
鶏
に
た
れ
か
夢
み
ん

32
た
れ
と
は
む
か
け
て
か
ひ
な
く
山
人
の
柴
お
り
〳
〵
の
谷
の
岩
は
し

 
 

少
納
言
平
時
方

33
ま
た
あ
け
ぬ
夜
す
か
ら
た
ゝ
く
水
鶏
か
な
槙
の
板
戸
の
ひ
ま
し
ら
む
ま
て
」（
三
〇
丁
裏
）

34
五
月
雨
は
谷
の
岩
は
し
水
こ
え
て
と
は
れ
む
道
そ
い
と
ゝ
た
え
ぬ
る
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同　

行
豊

35
人
は
よ
も
と
は
し
我
門
明
か
た
の
月
に
た
ゝ
く
や
水
鶏
な
る
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
2620
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

36
我
た
め
は
出
へ
く
も
あ
ら
す
人
は
こ
す
か
け
て
何
そ
は
道
の
し
は
は
し

 

﹇
4
部
類
現
9125
三
「
人
わ〔

は
〕た

す
」「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

37
い
か
な
れ
は
明
る
程
な
き
槙
の
戸
を
暁
か
け
て
た
ゝ
く
水
鶏
そ

38
山
住
を
と
ひ
こ
し
友
も
跡
た
え
て
む
す
苔
ふ
か
き
谷
の
岩
は
し

 
 

大
膳
大
夫
藤
原
長
義

39
水
鶏
こ
そ
此
戸
あ
け
よ
と
た
ゝ
く
ら
め
我
待
人
は
と
は
ぬ
あ
か
つ
き

 

﹇
4
部
類
現
2621
「
同
（
天
和
三
・
五
・
十
六
）」﹈

40
よ
を
い
と
ひ
入
深
山
辺
の
す
み
か
に
は
か
け
し
も
ほ
そ
き
谷
の
梯
」（
三
一
丁
表
）

《
15 

天
和
三
年
閏
五
月
十
一
日 

御
当
座
》

後
五
月
十
一
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

夏
雲 

基

1
い
か
に
又
あ
つ
さ
を
そ
へ
て
ゐ
る
雲
の
か
さ
な
る
峰
は
風
も
は
ら
は
て

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
584
﹈

 

々
風 

保
春

2
ま
ち
と
り
て
袖
の
あ
つ
さ
そ
夏
衣
ひ
と
へ
に
お
も
ふ
風
の
た
よ
り
を

 

々
雨 

宣
勝

3
み
る
う
ち
に
村
雲
き
ほ
ひ
降
音
の
軒
に
は
け
し
き
夕
立
の
雨

 

々
露 

実
富

4
み
る
か
ら
に
涼
し
さ
あ
か
ぬ
心
さ
へ
む
す
ひ
と
め
た
る
な
つ
春草

歟

の
露

 

々
塵 

時
量

5
手
に
な
ら
す
扇
は
風
の
す
へ
も
せ
し
夏
そ
火
桶
は
ち
り
ひ
ち
の
山
」（
三
一
丁
裏
）

 

々
朝 

定
経

6
陰
ふ
か
く
生
そ
ふ
庭
の
わ
か
竹
に
か
よ
ふ
朝
け
の
風
の
涼
し
さ

 

々
夕 

員
丸

7
こ
ぬ
秋
の
風
も
か
よ
へ
る
夕
ま
く
れ
砌
も
く
さ
は
露
も
み
た
れ
て

 

々
暁 

意
光

8
夢
は
い
さ
ね
や
の
枕
も
と
り
あ
へ
ぬ
こ
ゑ
に
明
ゆ
く
よ
は
の
み
し
か
さ

 

々
夜 

雅
豊

9
う
た
ゝ
ね
の
端
居
の
枕
夢
も
み
す
は
か
な
く
明
る
み
し
か
よ
の
空

 

々
昼

10
に
し
ひ
か
し
な
ゝ
め
に
は
あ
ら
ぬ
日
の
影
そ
あ
つ
さ
も
今
を
一
盛
り
な
る

﹇
4
部
類
現
3223
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
五
・
十
六
」、『
水
日
集
』
704
二
「
な
の
め

に
は
あ
ら
ぬ
」「
天
和
二
年
五
月
十
六
日
」﹈

 

々
木 

時
方
」（
三
二
丁
表
）

11
舟
つ
な
く
岸
ね
し
け
り
て
蟬
の
な
く
柏
の
陰
そ
風
も
涼
し
き

 

々
草 

通
茂

12
花
さ
か
は
鹿
な
く
秋
の
野
と
も
な
れ
庭
も
ま
か
き
も
茂
る
夏
草

 

々
竹 

長
義

13
夕
露
の
玉
も
み
た
れ
て
打
な
ひ
く
風
も
涼
し
き
庭
の
わ
か
竹

 

々
鳥 

定
淳

14
若
苗
の
水
の
み
と
り
に
色
そ
え
て
よ
そ
め
す
ゝ
し
く
た
て
る
白
鷺

 

々
獣

15
明
る
ま
は
夏
の
に
し
け
る
草
莚
露
に
ふ
す
ゐ
の
か
る
も
か
く
床

﹇
4
部
類
現
3252
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
五
・
十
六
」、『
水
日
集
』
706
「
同
（
天
和
三

年
五
月
十
六
日
）」﹈

 

々
舟 

資
冬

16
か
ゝ
り
火
も
や
ゝ
か
け
う
す
く
鵜
か
い
舟
さ
す
間
も
夏
の
明
か
た
の
空
」（
三
二
丁
裏
）
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翻
刻

169

 

々
車 

実
種

17
所
せ
く
神
ま
つ
り
す
る
夏
の
日
は
も
の
み
車
そ
た
て
つ
ゝ
け
た
る

 
々
恋 

幸
仁

18
み
て
も
し
れ
思
ひ
を
い
は
ゝ
鳴
蟬
も
も
ゆ
る
蛍
も
身
の
た
く
ひ
そ
と

 

々
旅 

資
茂

19
駒
と
め
て
こ
ゝ
に
一
夜
と
夕
風
の
や
と
り
す
ゝ
し
き
松
の
し
た
か
け

 

々
祝 

隆
慶

20
あ
ふ
く
そ
よ
夏
の
草
木
の
茂
れ
る
を
し
け
き
恵
の
た
め
し
に
は
し
て

《
16 

天
和
三
年
閏
五
月
十
一
日 

兼
日
》

後
五
月
十
一
日　

 

　
　
　
　

兼
日

 

夏
篠
田
杜

1
お
り
〳
〵
を
い
か
に
し
の
た
の
杜
の
風
木
す
ゑ
の
夏
に
な
ひ
く
容
儀
も
」（
三
三
丁
表
）

﹇『
水
日
集
』
699
題
「
篠
田
杜
」「
同
（
天
和
二
）
年
後
五
月
十
一
日
」
結
「
靡
く
す
が

た
は
」﹈

 

恋
鳴
海
浦

2
魂
魄
の
か
よ
ふ
と
な
ら
は
夢
に
た
に
人
に
鳴
海
の
う
ら
な
く
も
願

﹇
4
部
類
現
7751
作
者
「
後
西
院
」「
御
集
」、『
水
日
集
』
702
題
「
鳴
海
浦
」「
同
（
天
和

二
）
年
五
月
十
六
日
」﹈

 
 

員
丸

3
暮
ふ
か
み
し
の
た
の
杜
の
下
草
に
露
と
み
た
れ
て
ほ
た
る
と
ひ
か
ふ

4
い
か
に
せ
ん
な
る
み
の
浦
に
よ
る
浪
を
か
け
て
た
も
と
そ
か
は
く
間
も
な
き

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
な
け
や
な
け
し
の
た
の
杜
の
ほ
と
ゝ
き
す
千
枝
に
千
声
の
数
を
た
く
へ
て

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
594
﹈

6
う
き
め
こ
そ
袖
に
よ
り
く
れ
逢
事
は
は
る
か
な
る
み
の
浦
路
へ
た
て
ゝ

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1272
初
「
う
き
名
こ
そ
」﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
分
ゆ
け
は
涼
し
さ
あ
か
す
白
露
の
む
す
ふ
し
の
た
の
杜
の
し
た
く
さ

8
ひ
か
た
く
も
袖
に
鳴
海
の
う
ら
み
か
る
み
る
め
は
か
ら
て
こ
ふ
る
涙
に
」（
三
三
丁
裏
）

 
 

権
大
納
言
藤
原
経
慶

9
数
〳
〵
に
露
も
ほ
た
る
も
み
た
れ
あ
ひ
て
し
の
た
の
杜
の
木
陰
涼
し
き

10
人
心
よ
そ
に
な
る
み
の
う
ら
浪
は
み
る
め
か
ひ
な
く
立
へ
た
て
ぬ
る

 
 

同　
　
　

光
雄

11
秋
よ
り
も
陰
の
下
草
露
し
け
し
し
の
た
の
杜
は
千
枝
の
雫
に

12
契
り
し
も
跡
な
き
浪
に
ゆ
く
舟
の
よ
そ
に
鳴
海
の
浦
み
や
は
な
き

 
 

正
二
位
源
通
茂

13
露
と
ゝ
も
に
ち
る
や
蛍
も
千
枝
の
か
す
し
の
た
の
杜
の
し
の
に
乱
て

 

﹇『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
356
詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
月
次
夏
篠
田
杜
」﹈

14
よ
そ
に
の
み
人
は
な
る
み
の
浦
風
に
う
し
や
よ
る
へ
も
な
み
の
捨
舟

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

15
ほ
と
ゝ
き
す
し
の
た
の
杜
の
忍
ひ
ね
も
今
は
千
声
や
枝
に
あ
ら
そ
ふ
」（
三
四
丁
表
）

16
こ
か
る
ゝ
も
又
た
め
し
な
き
世
か
た
り
に
わ
れ
や
鳴
海
の
浦
の
釣
舟

 
 

正
二
位
平
時
量

17
す
ゝ
む
也
蟬
な
き
く
た
し
蛍
と
ふ
し
の
た
の
杜
の
木
か
け
な
ら
し
て

18
う
し
や
我
に
あ
た
浪
か
け
て
な
け
ゝ
と
の
契
な
る
み
の
浦
と
し
れ
と
は

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

19
雨
す
く
る
し
の
た
の
杜
の
夕
風
に
千
枝
の
下
露
ち
る
も
涼
し
き

20
し
ら
せ
は
や
よ
そ
に
な
る
み
の
う
ら
み
に
は
海
士
の
捨
衣
し
ほ
れ
ま
さ
る
と

 
 

同　
　
　

実
種

21
立
そ
よ
る
木
陰
涼
し
く
い
つ
み
な
る
し
の
た
の
杜
に
夏
を
わ
す
れ
て

22
く
ら
へ
て
は
人
の
心
そ
さ
た
め
な
き
鳴
海
の
浦
の
塩
の
み
ち
ひ
に
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正
三
位
藤
原
実
富
」（
三
四
丁
裏
）

23
夕
立
の
名
残
を
し
は
し
の
こ
す
ら
ん
し
の
た
の
杜
の
千
枝
の
し
た
つ
ゆ

24
逢
こ
と
は
は
る
か
な
る
み
の
う
ら
み
し
と
う
き
と
し
浪
を
中
に
か
さ
ね
て

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

25
く
る
ゝ
夜
は
し
の
た
の
杜
の
千
枝
の
か
せ
ほ
た
る
も
露
も
と
も
に
乱
て

26
な
み
か
ゝ
る
袖
の
う
ら
み
に
あ
さ
く
や
は
契
り
し
こ
と
は
あ
は
す
な
る
み
に

 
 

中
務
大
輔
資
冬

27
あ
さ
き
り
を
よ
そ
に
へ
た
て
ゝ
夕
す
ゝ
み
な
る
ゝ
し
の
た
の
も
り
の
下
か
く
れ

28
逢
こ
と
は
な
み
に
こ
か
れ
て
行
末
も
哀
な
る
み
の
う
ら
の
す
て
舟

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

29
立
な
ら
す
し
の
た
の
杜
に
ま
ち
い
て
ゝ
木
の
下
か
せ
そ
月
に
涼
し
き

30
逢
事
は
遠
く
な
る
み
の
う
ら
浪
に
あ
ま
の
つ
り
舟
こ
か
れ
て
そ
ゆ
く
」（
三
五
丁
表
）

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

31
夕
立
の
名
残
す
ゝ
し
く
露
ち
り
て
し
け
る
篠
田
の
杜
の
夏
く
さ

32
あ
ま
衣
ほ
し
こ
そ
侘
れ
人
こ
ゝ
ろ
よ
そ
に
な
る
み
の
う
ら
み
か
さ
ね
て

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

33
な
く
蟬
の
声
も
涼
し
き
夕
間
暮
あ
か
ぬ
し
の
た
の
杜
の
下
風

34
お
も
は
す
よ
行
す
ゑ
か
け
し
こ
と
の
葉
も
よ
そ
に
な
る
み
の
恨
せ
ん
と
は

 
 

少
納
言
平
時
方

35
な
く
蟬
も
ま
た
き
秋
を
や
い
そ
く
ら
ん
し
の
た
の
杜
の
し
の
ひ
〳
〵
に

36
歎
く
そ
よ
契
り
か
ひ
な
く
人
は
よ
と
な
る
み
の
浦
の
浪
と
た
つ
名
を

 
 

同　
　

平
行
豊

37
か
へ
る
さ
は
さ
や
け
き
月
も
い
つ
み
な
る
し
の
た
の
杜
に
夕
す
ゝ
み
し
て
」（
三
五
丁
裏
）

38
尋
は
や
み
る
め
か
る
て
ふ
便
あ
ら
は
は
る
か
な
る
み
の
海
路
な
り
と
も

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

39
夕
立
の
名
残
も
さ
ら
に
す
ゝ
し
き
や
し
の
た
の
杜
の
千
枝
の
し
た
露

40
行
末
の
よ
る
へ
も
し
ら
す
な
る
み
か
た
身
は
う
き
舟
の
よ
そ
に
こ
か
れ
て

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

41
あ
さ
き
り
を
へ
た
て
ゝ
し
は
し
立
な
ら
す
し
の
た
の
杜
の
木
か
け
涼
し
き

42
い
か
に
せ
ん
よ
そ
に
な
る
み
の
う
ら
み
て
も
哀
か
ひ
な
き
人
の
心
を

《
17 

天
和
三
年
六
月 

御
月
次
》

六
月 

 

　
　
　
　

御
月
次

 

夏
草
露

1
茂
れ
草
や
と
り
と
な
れ
る
夕
く
れ
の
露
そ
す
ゝ
し
き
ま
ね
く
玉
な
る

﹇
2
新
後
明
495
、4
部
類
現
2707
題
「
夏
艸
露
」
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
六
・
十
二
」、

『
水
日
集
』
715
四
「
同
（
天
和
三
年
六
月
二
十
五
日
）」「
露
ぞ
す
ず
し
さ
」
結
「
ま
ね
く

玉か
な
（
イ
）

な
る
」﹈

 

寄
水
雑
」（
三
六
丁
表
）

2
舟
を
う
か
へ
筏
を
な
か
し
行
水
の
こ
れ
も
此
世
を
わ
た
る
み
ち
か
な

﹇
4
部
類
現
10182
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
六
・
廿
五
」、『
水
日
集
』
716
「
同
（
天
和

三
年
六
月
二
十
五
日
）」﹈

 
 

員
丸

3
茂
り
ゆ
く
庭
の
夏
草
ふ
く
か
け
に
こ
ほ
れ
て
露
の
玉
そ
み
た
る
ゝ

4
谷
水
に
心
の
ち
り
も
あ
ら
ふ
ら
し
う
き
世
を
よ
そ
の
山
の
住
居
は

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
花
は
ま
た
夏
の
ゝ
小
萩
む
ら
す
ゝ
き
今
た
に
露
の
玉
こ
と
に
し
て

 

﹇
4
部
類
現
2708
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
531
﹈

6
明
く
れ
に
ち
り
か
き
は
ら
ふ
や
り
水
の
清
き
に
な
ら
ふ
こ
ゝ
ろ
と
も
か
な

 
﹇
4
部
類
現
10183
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1644
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
こ
の
ま
ゝ
に
ち
ら
す
も
あ
れ
な
消
ぬ
間
は
露
を
花
な
る
庭
の
夏
草
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﹇
4
部
類
現
2709
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

8
方
〳
〵
に
せ
き
わ
か
ち
て
も
す
な
ほ
な
る
水
の
心
そ
み
え
て
な
か
る
ゝ

 

﹇
4
部
類
現
10184
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
経
慶
」（
三
六
丁
裏
）

9
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
と
み
た
れ
て
夏
草
の
葉
末
す
ゝ
し
き
露
の
夕
か
せ

10
石
は
し
る
音
さ
へ
清
き
山
水
の
な
か
れ
く
み
し
る
栖
も
と
め
む

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂

11
秋
に
み
ん
千
種
よ
り
先
色
に
を
く
さ
ゆ
り
あ
ち
さ
い
な
て
し
こ
の
露

 
﹇
4
部
類
現
2710
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

12
も
と
よ
り
の
か
た
ち
と
は
み
し
朝
手
あ
ら
ふ
た
ら
い
の
水
の
ま
と
か
な
り
と
も

 
 

正
二
位
平
時
量

13
咲
出
ん
花
の
秋
ち
か
う
な
る
ま
ゝ
に
あ
つ
さ
き
え
ゆ
く
草
の
上
の
露

 

﹇
4
部
類
現
2711
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

14
な
か
れ
て
の
世
々
の
鑑
そ
か
し
こ
き
か
う
つ
す
硯
の
水
く
き
の
跡

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

15
し
け
り
あ
ふ
草
の
葉
山
を
分
ゆ
け
は
袖
に
す
ゝ
し
く
露
も
乱
れ
て

16
う
ら
や
ま
し
水
を
砌
に
せ
き
入
て
心
も
き
よ
く
す
め
る
住
家
は
」（
三
七
丁
表
）

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

17
花
に
み
む
野
面
の
秋
に
先
た
ち
て
露
も
は
へ
あ
る
庭
の
夏
草

 

﹇
4
部
類
現
2712
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

18
砌
な
る
池
に
の
そ
め
る
松
か
枝
の
か
け
う
つ
す
水
も
千
と
せ
と
や
す
む

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

19
秋
ま
た
ぬ
花
も
や
あ
り
と
わ
け
て
み
ん
し
け
る
草
葉
の
露
の
嵯
峨
野
を

20
お
も
へ
た
ゝ
ま
な
ふ
る
道
も
行
川
の
た
ゆ
む
時
な
き
水
の
な
か
れ
を

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

21
ち
ら
す
な
よ
ま
た
一
花
も
な
つ
く
さ
の
し
け
る
垣
ね
は
せ
め
て
露
た
に

 

﹇
4
部
類
現
2713
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

22
山
水
の
た
ゝ
一
す
ち
に
す
む
人
は
き
よ
き
心
の
か
ひ
も
こ
そ
あ
れ

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

23
夕
立
の
名
残
す
ゝ
し
く
ち
る
露
は
玉
を
う
へ
し
と
み
ゆ
る
草
む
ら
」（
三
七
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
2714
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

24
我
こ
ゝ
ろ
に
こ
り
を
あ
ら
ふ
水
も
か
な
池
の
か
ゝ
み
に
か
け
は
う
つ
れ
と

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

25
夏
ふ
か
く
茂
る
草
葉
の
露
の
う
へ
に
秋
の
花
野
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

26
か
し
こ
し
な
芝
の
み
き
り
と
せ
き
入
て
水
を
た
の
し
む
君
か
こ
ゝ
ろ
は

 
 

右
近
衛
権
中
将
定
経

27
置
露
も
す
ゝ
し
き
庭
の
夏
草
に
秋
み
ん
花
の
色
そ
ま
た
る
ゝ

28
水
上
の
き
よ
き
な
か
れ
を
せ
き
入
て
岩
ね
涼
し
き
庭
の
や
り
水

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

29
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
と
み
た
れ
て
ち
る
も
よ
し
夏
の
ゝ
草
の
露
の
ゆ
ふ
か
せ

30
言
の
葉
の
道
に
う
つ
し
て
君
か
み
む
山
下
水
の
た
え
ぬ
な
か
れ
を

 
 

少
納
言
平
時
方
」（
三
八
丁
表
）

31
み
た
れ
ち
れ
夕
露
す
ゝ
し
咲
花
は
夏
の
ゝ
草
よ
風
の
ま
に
〳
〵

32
君
に
臣
の
つ
か
ふ
か
道
に
お
も
へ
た
ゝ
ひ
る
よ
る
わ
か
ぬ
水
の
な
か
れ
を

 
 

少
納
言
行
豊

33
咲
花
は
夏
の
ゝ
草
の
い
ま
を
こ
そ
中
〳
〵
露
の
さ
か
り
と
は
み
め

 

﹇
4
部
類
現
2715
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

34
山
水
の
た
え
す
も
お
も
へ
浅
き
よ
り
つ
も
り
て
ふ
か
き
道
の
ま
な
ひ
そ

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

35
秋
ま
た
て
先
咲
出
る
花
も
あ
れ
な
露
の
は
へ
な
き
草
の
ま
か
き
に

 

﹇
4
部
類
現
2716
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

36
く
み
て
し
る
人
し
も
あ
れ
な
行
水
の
た
ゝ
一
す
し
に
す
め
る
こ
ゝ
ろ
を
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大
膳
大
夫
菅
原
長
義

37
吹
は
ら
ふ
風
の
あ
と
よ
り
し
ら
露
の
む
す
ひ
か
へ
た
る
野
辺
の
夏
草

 

﹇
4
部
類
現
2717
「
同
（
天
和
三
・
六
・
廿
五
）」﹈

38
し
は
し
た
に
よ
と
む
と
も
な
く
朝
夕
に
な
か
れ
て
た
え
ぬ
水
の
音
か
な
」（
三
八
丁
裏
）

《
18 

天
和
三
年
七
月
二
十
七
日 

御
当
座
》

七
月
廿
七
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

初
秋
月

1
秋
の
来
て
な
に
に
も
の
こ
そ
と
は
か
り
の
こ
や
初
入
と
三
日
月
の
か
け

﹇『
水
日
集
』
719
「
同
（
天
和
三
）
年
七
月
二
十
七
日
」
二
句
「
千
千
に
も
の
こ
そ
」﹈

 

夕
荻
風 
幸
仁

2
音
た
て
ゝ
や
と
り
と
な
れ
る
夕
風
に
露
は
む
す
ひ
も
と
め
ぬ
荻
は
ら

 

朝
萩
露 

員
丸

3
萩
か
枝
に
た
ち
み
た
れ
た
る
白
露
の
玉
と
か
ゝ
や
く
朝
日
か
け
か
な

 

籬
中
虫 

長
義

4
誰
と
へ
と
契
り
松
む
し
夜
も
す
か
ら
ま
か
き
の
う
ち
に
ひ
と
り
鳴
ら
ん

 

夜
聞
鹿 

保
春

5
よ
も
す
か
ら
ね
ら
れ
ぬ
友
と
き
く
も
う
し
鹿
な
く
野
へ
に
草
枕
し
て
」（
三
九
丁
表
）

 

寄
莚
恋 

定
淳

6
し
き
わ
ひ
ぬ
あ
は
れ
と
し
月
ひ
と
り
ね
の
床
の
小
莚
ち
り
も
は
ら
は
て

 

々
琴
々 

基

7
お
も
ふ
こ
と
の
音
に
あ
ら
は
る
ゝ
た
め
し
ゆ
へ
う
き
す
さ
ひ
と
て
え
こ
そ
な
ら
さ

ね

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1338
﹈

 

々
玉
々 

時
量

8
し
の
ふ
る
も
も
ろ
き
涙
を
人
と
は
ゝ
た
か
ぬ
き
み
た
る
玉
と
こ
た
へ
ん

 

々
糸
々 

雅
豊

9
い
つ
き
て
か
よ
り
あ
ふ
こ
と
は
か
た
糸
の
う
き
ふ
し
し
け
く
む
す
ほ
ゝ
る
ら
ん

 

々
帯
々 

資
茂

10
か
た
む
す
ひ
と
け
ぬ
心
を
い
か
さ
ま
に
し
つ
は
た
帯
の
中
に
た
の
ま
む

 

関
路
雲 

時
方
」（
三
九
丁
裏
）

11
越
わ
ひ
ぬ
行
衛
も
し
ら
す
白
雲
の
立
か
さ
な
れ
る
関
の
と
さ
し
は

 

遠
村
鶏 

宣
勝

12
か
す
か
に
も
夕
つ
け
鳥
そ
き
こ
え
き
ぬ
月
は
そ
な
た
に
遠
の
一
む
ら

 

田
家
雨 

隆
慶

13
小
山
田
の
路
の
ゆ
き
ゝ
も
絶
は
て
ゝ
雨
し
つ
か
な
る
庵
の
さ
ひ
し
さ

 

旅
泊
夢 

行
豊

14
夢
も
や
は
み
つ
の
泊
の
う
き
枕
松
か
せ
あ
ら
き
な
み
の
ひ
ゝ
き
に

 

名
所
松 

実
種

15
よ
せ
か
へ
る
浪
に
そ
馴
て
陰
た
か
く
い
や
さ
か
ゆ
へ
き
和
哥
の
う
ら
松

《
19 

天
和
三
年
七
月
二
十
七
日
》

七
月
廿
七
日

 

野
径
薄
」（
四
〇
丁
表
）

1
玉
と
散
野
へ
の
尾
花
か
袖
の
露
を
そ
て
に
う
つ
し
て
分
る
ほ
そ
み
ち

﹇
4
部
類
現
3796
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
七
・
廿
七
」、『
水
日
集
』
717
「
同
（
天
和

三
）
年
七
月
二
十
七
日
」﹈

 

人
伝
恋

2
い
ふ
か
し
な
い
か
に
う
ち
い
て
ゝ
我
思
ひ
こ
と
の
葉
た
ら
す
ま
ね
ひ
な
き
は
と

﹇
2
新
後
明
1163
作
者
「
後
西
院
」
四
「
こ
と
の
は
絶
す
」
結
「
ま
ね
ひ
な
さ
は
と
」、

4
部
類
現
6679
作
者
「
後
西
院
」
初
「
い〔

つ
た
へ
し
も
〕

ふ
か
し
な
」
二
「
い〔

う
し
ろ
め
た
し
や
〕

か
に
打
い
て
ゝ
」
結
「
ま

ね
ひ
な
さ
は
や〔

と
〕」「

天
和
三
・
七
・
廿
七
」、『
水
日
集
』
718
「
同
（
天
和
三
）
年
七
月
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二
十
七
日
」
初
「
伝
へ
し
も
」
二
「
う
し
ろ
め
た
し
や
」
結
「
ま
ね
び
な
さ
ば
と
」﹈

 
 

員
丸

3
分
て
ゆ
く
人
も
ま
れ
な
る
秋
の
野
に
誰
を
か
ま
ね
く
し
の
ゝ
小
す
ゝ
き

4
い
と
ゝ
し
く
思
ひ
そ
ま
さ
る
我
心
人
つ
て
な
か
ら
し
ら
せ
そ
め
て
は

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
わ
く
る
野
の
道
さ
ま
た
け
よ
花
す
ゝ
き
ま
ね
け
は
さ
す
か
過
か
て
に
し
て

 

﹇
4
部
類
現
3797
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
684
﹈

6
こ
と
よ
き
を
つ
ら
き
い
ら
へ
に
よ
し
か
へ
ん
人
つ
て
な
ら
ぬ
中
と
お
も
は
ゝ

﹇
4
部
類
現
6680
初
「
こ
と
よ
き
に
」
二
「
つ
ら
き
い
ら
へ
を
」「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿

七
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1123
「
こ
と
よ
き
に
」﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
露
わ
け
て
誰
と
へ
と
て
か
秋
の
野
に
ゆ
く
も
か
へ
る
も
ま
ね
く
薄
そ
」（
四
〇
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
3798
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

8
お
な
し
色
の
つ
ら
さ
な
り
と
も
人
つ
て
の
こ
と
の
は
な
ら
ぬ
一
こ
と
も
か
な

﹇
2
新
後
明
1164
結
「
人
の
こ
と
哉
」、4
部
類
現
6681
結
「
人〔

ひ
と
こ
と
も
〕

の
こ
と
哉
」「
同
（
天
和
三
・

七
・
廿
七
）」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

9
分
か
へ
る
野
の
初
尾
花
か
り
ね
し
て
あ
か
ぬ
月
か
け
ま
た
き
て
も
み
む

 

﹇
4
部
類
現
3799
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

10
お
ほ
つ
か
な
い
か
な
る
す
し
に
い
ひ
な
さ
む
つ
て
や
る
こ
と
も
人
の
い
ら
へ
も

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

11
風
ふ
け
は
ゆ
き
ゝ
の
人
を
化
野
の
あ
た
に
も
ま
ね
く
花
す
ゝ
き
か
な

12
な
を
さ
り
に
人
や
つ
た
へ
ん
せ
き
か
ね
て
つ
ゝ
む
に
あ
ま
る
袖
の
涙
も

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

13
わ
け
ゆ
か
ん
末
野
の
薄
ほ
に
出
て
ま
ね
く
を
道
の
し
る
へ
に
は
し
て

 

﹇
4
部
類
現
3800
二
「
ま
ゝ
の
薄
の
」「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

14
い
ひ
出
て
あ
ま
り
こ
と
よ
き
い
ら
へ
に
は
た
の
む
つ
か
ひ
そ
う
た
か
は
れ
ぬ
る

 

﹇
4
部
類
現
6682
結
「
う
た
か
は
れ
け
る
」「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春
」（
四
一
丁
表
）

15
分
わ
ひ
ぬ
尾
花
か
袖
の
ま
ね
か
き
は
あ
り
と
も
し
ら
し
野
へ
の
通
ひ
路

16
人
に
の
み
つ
た
え
て
き
ゝ
し
一
言
を
た
の
む
契
り
の
ゆ
く
ゑ
は
か
な
き

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

17
行
く
れ
ぬ
野
へ
の
草
葉
の
か
り
枕
尾
花
か
袖
を
か
た
し
き
に
し
て

18
つ
れ
な
き
は
尋
常
な
る
を
人
伝
は
い
か
に
い
ひ
し
と
う
ら
む
る
も
う
し

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

19
う
ち
な
ひ
く
野
へ
の
尾
花
の
夕
風
に
分
行
袖
も
露
そ
み
た
る
ゝ

20
さ
そ
と
た
に
人
は
し
ら
し
な
伝
や
る
こ
と
の
は
よ
り
も
ふ
か
き
思
ひ
を

 
 

少
納
言
平
時
方

21
心
を
は
い
つ
れ
に
よ
せ
む
野
へ
の
暮
ま
ね
く
お
は
な
か
袖
を
あ
ま
た
に

22
な
さ
け
な
き
い
ら
へ
な
り
と
も
な
く
さ
め
て
我
に
は
人
の
語
り
な
し
て
よ
」（
四
一
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
6683
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

 
 

少
納
言
平
行
豊

23
露
け
さ
は
尾
花
か
袖
に
我
袖
よ
い
つ
れ
か
い
つ
れ
野
へ
の
通
ひ
路

 

﹇
4
部
類
現
3801
三
「
我
袖
に
」「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

24
我
心
も
れ
は
と
思
ひ
か
へ
し
て
も
人
つ
て
な
ら
て
い
か
て
し
ら
せ
ん

 

﹇
4
部
類
現
6684
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

25
た
れ
を
猶
ま
ね
く
尾
花
か
袖
な
ら
む
往
来
も
た
え
て
く
る
ゝ
野
原
に

 

﹇
4
部
類
現
3802
初
「
誰
袖
を
」「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

26
な
を
さ
り
に
か
た
り
な
す
な
よ
わ
れ
た
に
も
言
葉
残
る
下
の
思
ひ
を

 

﹇
4
部
類
現
6685
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

 
 

大
膳
大
夫
藤
原
長
義
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27
夕
間
暮
野
へ
の
小
す
ゝ
き
吹
風
に
な
と
か
往
来
の
人
ま
ね
く
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
3803
「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

28
う
し
や
た
ゝ
人
つ
て
な
れ
は
我
思
ふ
心
の
ほ
と
を
い
ひ
は
つ
く
さ
し

 

﹇
4
部
類
現
6686
二
「
人
伝
な
ら
は
」「
同
（
天
和
三
・
七
・
廿
七
）」﹈

《
20 

天
和
三
年
八
月
二
十
九
日 

御
月
次
》

八
月
廿
九
日 

　
　
　
　

御
月
次

 

月
前
松
」（
四
二
丁
表
）

1
嶺
に
お
ふ
る
松
そ
久
し
き
い
て
ゝ
し
も
梢
に
月
の
す
み
の
ほ
る
ほ
と

﹇
4
部
類
現
4674
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
八
・
廿
九
」、『
水
日
集
』
721
「
天
和
三
年

八
月
二
十
九
日
」﹈

 

月
前
竹

2
こ
ほ
る
ゝ
も
つ
も
る
も
雪
は
月
に
ふ
く
竹
の
う
ら
葉
の
風
の
ま
に
〳
〵

 

﹇
4
部
類
現
4679
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
八
・
廿
九
」、『
水
日
集
』
722
﹈

 
 

員
丸

3
秋
に
そ
ふ
光
と
や
み
む
庭
の
お
も
の
玉
松
か
枝
を
み
か
く
月
か
け

4
窓
ち
か
く
な
ひ
き
あ
ひ
た
る
竹
の
は
に
霜
か
と
ま
か
ふ
月
の
さ
や
け
さ

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
あ
や
な
く
も
更
行
月
か
空
は
猶
雲
も
あ
ら
し
の
松
の
木
か
け
に

 

﹇
4
部
類
現
4675
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
790
﹈

6
こ
や
秋
を
み
せ
も
き
か
せ
も
月
白
く
風
清
き
夜
の
窓
の
村
竹

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
789
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
一
本
の
松
か
け
な
ら
て
は
る
ゝ
よ
の
月
は
く
ま
な
き
し
か
の
か
ら
崎
」（
四
二
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
4676
二
「
松
か
け
な
く〔

ら
〕て

」「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

8
呉
竹
の
夜
半
の
あ
ら
し
は
音
た
え
て
は
わ
け
の
月
の
か
け
そ
し
つ
け
き

 

﹇
4
部
類
現
4680
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 
 

正
二
位
源
通
茂

9
ふ
く
る
よ
の
松
に
し
く
る
ゝ
秋
風
も
袖
こ
そ
ぬ
ら
せ
月
は
く
も
ら
す

﹇
4
部
類
現
4677
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
532
「
月
前
松
」﹈

10
と
へ
か
し
な
竹
一
村
の
お
く
の
や
と
世
を
へ
た
て
た
る
月
は
い
か
に
と

﹇
4
部
類
現
4681
二
「
竹
の〔

一
村
の
〕

一
村
」﹈「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』

531
詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
月
次
月
前
竹
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

11
霜
雪
に
ま
か
へ
る
月
の
影
に
た
に
松
は
さ
か
ふ
る
色
を
ふ
か
め
て

12
心
な
く
し
け
れ
る
竹
の
葉
山
か
な
そ
な
た
に
し
と
ふ
月
の
行
衛
に

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

13
雲
は
皆
は
ら
ふ
風
に
も
残
り
け
り
月
の
く
ま
な
る
松
そ
わ
り
な
き

14
な
ひ
き
ふ
す
末
葉
に
白
き
月
影
を
雪
折
し
ら
ぬ
竹
か
と
そ
み
る

 

﹇
4
部
類
現
4682
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 
 

正
三
位
藤
原
実
富
」（
四
三
丁
表
）

15
風
ふ
け
は
く
も
り
み
は
れ
み
山
松
の
ひ
ま
も
る
月
そ
影
さ
た
め
な
き

16
小
枝
も
か
月
の
た
め
と
や
吹
わ
け
て
竹
の
葉
な
ら
す
窓
の
秋
風

 
 

修
理〔

権
脱
〕大

夫
藤
原
保
春

17
色
そ
ゝ
ふ
松
も
秋
に
は
く
も
り
な
き
月
の
枕
に
枝
を
か
は
し
て

18
お
く
ふ
か
く
か
こ
ふ
砌
の
く
れ
竹
の
よ
ゝ
に
も
り
く
る
月
そ
え
な
ら
ぬ

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

19
常
盤
な
る
松
の
木
の
間
を
も
る
影
も
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
月
の
秋
か
な

20
呉
竹
の
窓
う
つ
を
と
は
雨
に
ゝ
て
葉
分
の
月
そ
は
れ
間
み
せ
け
る

 
 

少
納
言
平
時
方

21
一
と
を
り
月
に
は
れ
行
村
雨
を
軒
は
に
の
こ
す
松
風
の
こ
ゑ

22
呉
竹
の
よ
な
か
き
空
も
な
か
し
と
は
思
ひ
そ
は
て
ぬ
月
の
さ
や
け
さ
」（
四
三
丁
裏
）
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少
納
言
平
行
豊

23
雲
は
る
ゝ
よ
は
も
軒
端
の
松
風
に
月
は
木
の
ま
の
影
さ
た
め
な
き

24
な
よ
竹
の
よ
な
か
き
窓
に
月
更
て
霜
か
あ
ら
ぬ
か
小
枝
も
る
か
け

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

25
う
つ
し
植
し
た
ゝ
わ
れ
か
ら
の
軒
の
松
木
の
間
の
月
の
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
も

26
千
々
の
秋
も
あ
か
す
そ
み
ま
し
色
か
へ
ぬ
竹
の
葉
分
て
出
る
月
か
け

《
21 

天
和
三
年
八
月
二
十
九
日 
御
当
座
》

八
月
廿
九
日 
　
　
　
　

御
当
座

 

秋
月 
幸
仁

1
百
草
の
花
さ
へ
あ
か
ぬ
ま
せ
の
内
の
露
に
色
そ
ふ
秋
の
月
影

 

﹇
2
新
後
明
719
、
4
部
類
現
4314
三
「
ま
せ
の
内
の
」「
天
和
三
・
八
・
廿
九
」﹈

 

々
々 

宣
勝

2
た
く
ひ
な
き
光
を
そ
へ
て
秋
と
い
ふ
名
に
も
く
も
ら
ぬ
夜
半
の
月
か
け
」（
四
四
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
4315
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 

々
々 

雅
豊

3
雲
霧
は
千
里
に
晴
て
秋
風
を
光
に
な
し
て
月
そ
さ
や
け
き

﹇
2
新
後
明
720
二
「
千
里
に
は
る
ゝ
」、
4
部
類
現
4316
二
「
千
里
に
は
る
ゝ
」「
同
（
天

和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 

秋
山

4
又
も
来
む
け
ふ
は
紅
葉
を
松
か
根
に
た
け
か
り
く
ら
す
秋
の
山
ふ
み

﹇
4
部
類
現
5308
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
八
・
廿
九
」、『
水
日
集
』
723
「
天
和
二
年

八
月
二
十
九
日
」
初
二
三
「
そま

た
も
こ
む
今
日
は
も
み
ぢ
を
松
か
ね
に
（
イ
）

め
あ
へ
ぬ
紅
葉
を
松
の
し
た
蔭
に
」﹈

 

々
々 

通
茂

5
山
は
ま
た
霜
ま
つ
露
の
下
染
に
ま
し
る
は
ゝ
そ
の
色
も
わ
か
れ
す

 

﹇
4
部
類
現
5309
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 

々
々 

時
量

6
露
や
し
る
霜
よ
り
さ
き
に
秋
の
色
を
よ
そ
ほ
ひ
な
せ
る
山
の
す
か
た
は

 

﹇
4
部
類
現
5310
四
「
よ
そ
ほ
ひ
な
す〔

せ
る
〕か

」「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 

秋
鳥 

員
丸

7
め
つ
ら
し
な
雲
霧
は
ら
ふ
秋
風
に
さ
そ
は
れ
き
ぬ
る
初
雁
の
こ
ゑ

 

々
々 

通
茂
」（
四
四
丁
裏
）

8
ね
覚
し
て
う
き
か
す
そ
へ
ぬ
枕
や
は
有
明
の
月
の
鴫
の
羽
か
き

﹇
4
部
類
現
5314
二
「
う
き
数
そ
え〔

へ
〕ぬ

」「
天
和
三
・
八
・
廿
九
」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』

585
詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
当
座
御
会
秋
鳥
」﹈

 

々
々 

実
種

9
な
れ
に
け
り
秋
の
深
山
を
け
さ
い
て
ゝ
庭
に
こ
と
り
の
色
〳
〵
の
声

 

﹇
4
部
類
現
5315
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

 

秋
恋

10
あ
は
れ
我
ち
き
り
は
か
る
ゝ
真
葛
原
う
ら
吹
風
は
な
を
さ
り
の
秋

﹇
4
部
類
現
7626
作
者
「
後
西
院
」「
御
集
」、『
水
日
集
』
726
「
同
（
天
和
）
三
年
八
月

二
十
九
日
」﹈

 

々
々 

実
富

11
つ
れ
な
さ
の
色
も
か
は
ら
て
松
杉
の
秋
を
も
し
ら
ぬ
た
く
ひ
か
な
し
き

 

々
々 

時
方

12
し
ら
せ
は
や
妻
恋
わ
ひ
て
我
も
し
る
ね
に
な
き
ぬ
へ
き
よ
る
の
思
ひ
を

 

秋
旅 

意
光

13
ね
ら
れ
ね
は
な
れ
ぬ
旅
ね
に
い
ふ
せ
さ
も
思
ひ
あ
つ
め
し
秋
の
夜
な
か
さ
」（
四
五
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
8888
「
天
和
三
・
八
・
廿
九
」﹈

 
々
々 

保
春

14
宿
か
ら
む
里
み
え
わ
か
す
旅
衣
八
重
に
か
さ
な
る
霧
の
ま
よ
ひ
に

 

﹇
4
部
類
現
8889
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈
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々
々 

行
豊

15
海
山
の
な
か
め
は
か
は
る
旅
ね
に
も
名
に
お
ふ
月
の
都
わ
す
れ
す

 

﹇
4
部
類
現
8890
「
同
（
天
和
三
・
八
・
廿
九
）」﹈

《
22 

天
和
三
年
九
月
二
十
七
日 

御
会
》

九
月
廿
七
日 

　
　
　
　

御
会

 

深
山
紅
葉

1
先
染
て
お
く
は
ま
は
ら
に
ち
る
紅
葉
は
山
は
木
末
色
か
は
る
比

﹇
4
部
類
現
5188
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
九
・
廿
七
」、『
水
日
集
』
727
「
同
（
天
和

三
）
年
九
月
二
十
七
日
」
結
「
色
か
は
る
まこ

ろ（
イ
）で」﹈

 

逢
不
会
恋

2
な
と
て
か
く
ち
き
り
跡
な
く
成
ぬ
ら
ん
け
な
は
け
ぬ
へ
き
身
は
残
る
世
に

﹇
2
新
後
明
1287
作
者
「
後
西
院
」、
4
部
類
現
7238
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
九
・
廿

七
」、『
水
日
集
』
729
「
同
（
天
和
三
年
九
月
二
十
七
日
）」﹈

 
 

員
丸

3
露
時
雨
深
き
山
へ
は
ま
た
き
よ
り
そ
め
て
千
入
の
紅
葉
色
こ
き
」（
四
五
丁
裏
）

4
お
も
は
す
も
契
り
か
ひ
な
く
絶
は
て
ゝ
う
き
年
月
そ
な
か
に
積
れ
る

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
な
か
れ
い
て
し
去
年
の
水
上
と
め
入
て
太
山
の
紅
葉
ち
ら
ぬ
間
に
み
む

 

﹇
4
部
類
現
5189
「
同
（
天
和
三
・
九
・
廿
七
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
900
﹈

6
人
そ
う
き
我
は
わ
す
れ
す
み
し
夢
を
ま
こ
と
の
夢
に
今
は
な
せ
と
や

 

﹇
4
部
類
現
7240
「
天
和
三
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1195
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
あ
か
な
く
に
分
入
て
み
む
も
み
ち
葉
も
ふ
か
き
山
路
の
お
く
は
い
か
に
と

 

﹇
4
部
類
現
5190
「
同
（
天
和
三
・
九
・
廿
七
）」﹈

8
つ
れ
な
さ
を
な
け
く
そ
う
つ
ゝ
夢
と
た
に
逢
み
し
こ
と
は
思
ひ
さ
た
め
す

﹇
2
新
後
明
1288
初
「
つ
れ
な
き
を
」
三
「
夢
に
た
に
」、
4
部
類
現
7242
初
「
つ
れ
な
き

を
」
三
「
夢
に
た
に
」「
天
和
三
」﹈

 
 

権
大
納
言
藤
原
経
慶

9
麓
に
は
ま
た
染
あ
へ
ぬ
紅
葉
は
の
分
入
山
そ
色
ふ
か
く
な
る

10
夢
な
ら
て
夢
か
と
た
と
る
一
夜
の
み
か
は
す
う
つ
ゝ
の
手
枕
そ
う
き

 
 

権
中
納
言
藤
原
資
茂
」（
四
六
丁
表
）

11
な
く
し
か
の
声
き
く
か
た
に
分
み
は
や
露
お
く
山
の
木
々
の
紅
葉
々

 

﹇
4
部
類
現
5191
「
同
（
天
和
三
・
九
・
廿
七
）」﹈

12
忍
ふ
そ
よ
つ
ら
き
心
の
関
守
も
う
ち
ね
し
夜
半
の
昔
語
り
を

 

﹇
4
部
類
現
7253
「
天
和
二
・
九
・
廿
七
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

13
分
い
ら
ん
か
さ
し
て
か
へ
る
も
み
ち
葉
を
我
も
み
山
の
し
る
へ
に
は
し
て

14
あ
ひ
み
つ
る
む
か
し
を
い
ま
に
と
は
か
り
の
思
ひ
く
る
し
き
賤
の
を
た
ま
き

 

﹇
4
部
類
現
7254
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

15
分
入
て
み
ぬ
方
も
な
し
紅
葉
に
は
染
し
こ
ゝ
ろ
も
深
き
山
か
な

 

﹇
4
部
類
現
5192
「
同
（
天
和
三
・
九
・
廿
七
）」﹈

16
枯
は
て
し
一
夜
は
か
り
の
契
り
に
て
我
身
を
秋
の
霜
の
下
草

 

﹇
4
部
類
現
7255
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

17
露
時
雨
か
か
る
山
路
の
秋
の
色
い
か
に
染
て
か
ふ
か
き
紅
葉
々

18
逢
と
み
し
む
か
し
も
今
も
同
し
世
に
も
と
の
身
な
ら
ぬ
我
そ
悲
し
き
」（
四
六
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
7256
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

19
露
霜
も
分
入
ま
ゝ
に
奥
深
き
も
み
ち
の
色
そ
は
山
に
も
に
ぬ

20
つ
れ
な
さ
に
た
ち
か
へ
る
へ
き
契
り
と
て
中
〳
〵
人
や
う
ら
な
か
り
け
ん
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中
務
大
輔
源
資
冬

21
柴
人
の
折
て
か
へ
る
に
し
ら
れ
け
り
み
山
か
く
れ
に
そ
む
る
紅
葉
々

22
か
は
ら
し
と
契
立
ぬ
る
か
ね
こ
と
も
あ
た
に
な
り
行
人
の
つ
れ
な
さ

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

23
枝
折
し
て
花
に
分
に
し
道
な
ら
て
紅
葉
に
た
と
る
秋
の
深
山
路

24
み
し
や
夢
あ
は
ぬ
月
日
は
う
つ
ゝ
に
て
た
え
け
る
中
の
契
悲
し
き

 

﹇
4
部
類
現
7257
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

25
世
に
し
ら
ぬ
深
山
に
あ
た
ら
色
と
て
や
紅
葉
折
そ
へ
か
へ
る
柴
人
」（
四
七
丁
表
）

26
あ
り
し
よ
を
夢
か
と
は
か
り
思
出
て
又
も
あ
ひ
み
ぬ
契
か
な
し
き

 

﹇
4
部
類
現
7258
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

左
兵
衛
権
佐
藤
原
宣
勝

27
露
霜
の
ふ
か
き
山
路
の
も
み
ち
葉
に
ふ
も
と
の
木
々
は
色
も
を
よ
は
す

28
逢
こ
と
の
た
え
ぬ
る
今
は
し
の
ふ
そ
よ
わ
か
れ
に
き
ゝ
し
鳥
の
つ
ら
さ
も

 
 

少
納
言
平
時
方

29
染
〳
〵
し
色
の
千
入
も
お
く
ふ
か
く
分
き
て
こ
そ
は
み
ね
の
紅
葉
は

30
な
か
ら
へ
て
さ
ら
に
お
も
ひ
を
つ
く
せ
と
や
な
か
〳
〵
つ
ら
き
情
な
り
け
む

 

﹇
4
部
類
現
7259
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

同　
　
　

行
豊

31
山
ふ
か
く
わ
く
る
心
も
あ
さ
か
ら
ぬ
色
の
千
入
の
紅
葉
ち
ら
す
や

32
あ
り
し
夜
の
う
つ
ゝ
忘
れ
ぬ
心
に
は
逢
て
ふ
夢
も
何
か
た
の
ま
む

 

﹇
4
部
類
現
7260
結
「
何
か
た
の
ま
し〔

ん
〕」「

同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

左
近
衛
中
将
藤
原
雅
豊
」（
四
七
丁
裏
）

33
都
に
は
ま
た
染
あ
へ
ぬ
秋
の
色
の
み
山
は
深
き
木
々
の
紅
葉
は

 

﹇
4
部
類
現
5193
「
同
（
天
和
三
・
九
・
廿
七
）」﹈

34
契
り
き
や
あ
り
し
そ
の
夜
の
か
ね
こ
と
も
昔
か
た
り
の
夢
に
な
せ
と
は

 

﹇
4
部
類
現
7261
「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

 
 

大
膳
大
夫
藤
原
長
義

35
お
く
ふ
か
き
紅
葉
の
色
に
わ
け
入
て
し
ら
ぬ
山
路
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ

36
か
は
ら
し
と
契
り
し
中
も
絶
は
て
ゝ
あ
は
ぬ
つ
ら
さ
に
立
帰
り
ぬ
る

 

﹇
4
部
類
現
7262
二
「
契
り
し
時〔

事
〕も

」
三
「
中
絶
て
」「
同
（
天
和
二
・
九
・
廿
七
）」﹈

《
23 

天
和
三
年
九
月
二
十
七
日 

御
当
座
》

同
日 

 

　
　
　
　

御
当
座

 

早
秋 

員
丸

1
衣
手
に
今
朝
吹
か
へ
て
秋
き
ぬ
と
身
に
し
み
そ
む
る
風
の
音
か
な

 

乞
巧
奠 

基

2
織
女
に
た
む
く
る
琴
の
を
の
つ
か
ら
か
は
る
し
ら
へ
や
あ
ふ
こ
な
る
ら
ん

 

﹇『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
647
﹈

 

荻
風 

通
茂
」（
四
八
丁
表
）

3
い
つ
ま
て
か
夕
と
の
み
は
か
こ
ち
け
ん
う
き
は
ね
覚
の
荻
の
う
は
か
せ

 

萩
露

4
こ
ほ
る
ゝ
は
下
枝
の
玉
よ
萩
か
花
よ
し
お
れ
お
ら
は
落
ぬ
へ
き
露

﹇
2
新
後
明
629
作
者
「
後
西
院
」
四
「
よ
も
折
ら
は
を
れ
」、
4
部
類
現
3693
作
者
「
後

西
院
」
四
「
よ
し
折
は
を
れ
」「
天
和
三
・
九
・
廿
七
」、『
水
日
集
』
731
「
同
（
天
和
三

年
九
月
二
十
七
日
）」﹈

 

秋
夕 

雅
豊

5
夕
く
れ
の
秋
に
は
た
へ
ぬ
あ
は
れ
さ
よ
う
き
は
な
ら
ひ
と
思
ひ
し
り
て
も

﹇
2
新
後
明
602
四
「
う
き
は
夫
そ
と
」
結
「
な
ら
ひ
し
り
て
も
」、4
部
類
現
4193
四
「
う

き
は
哀
と
」
結
「
な
ら
ひ
し
り
て
も
」「
同
（
天
和
）
三
・
九
・
廿
七
」﹈

 

初
雁 

時
方

6
ほ
の
か
な
る
声
も
珍
し
暮
ふ
か
き
霧
の
そ
こ
と
も
わ
か
ぬ
初
雁
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秋
田 

基

7
淋
し
さ
は
を
し
か
妻
と
ひ
月
や
と
る
田
面
の
秋
を
も
る
賤
や
う
き

 

﹇
4
部
類
現
4220
「
天
和
三
・
九
・
廿
七
」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
736
﹈

 

夜
鹿 

幸
仁

8
を
の
か
妻
あ
は
ぬ
思
ひ
に
明
る
よ
を
ね
に
た
て
ゝ
こ
そ
鹿
は
鳴
ら
め
」（
四
八
丁
裏
）

﹇
2
新
後
明
692
結
「
鹿
も
鳴
ら
め
」、
4
部
類
現
4071
結
「
鹿
も
鳴
ら
め
」「
同
（
天
和
）

三
・
九
・
廿
七
」﹈

 

暁
虫

9
思
ひ
や
れ
う
ら
む
る
む
し
も
独
ね
に
き
け
は
よ
の
つ
ね
な
ら
ぬ
あ
か
つ
き

﹇
2
新
後
明
701
作
者
「
後
西
院
」
二
「
う
ら
む
る
虫
の
」、
4
部
類
現
3989
作
者
「
後
西

院
」
二
「
恨
る
虫
の〔

も
〕」「

天
和
三
・
九
・
廿
七
」、『
水
日
集
』
733
「
同
（
天
和
三
年
九
月

二
十
七
日
）」﹈

 

山
月 

資
冬

10
小
夜
あ
ら
し
吹
は
ら
ひ
て
し
木
の
間
よ
り
山
端
晴
て
出
る
月
影

 

﹇
4
部
類
現
4432
四
「
山
松
は
れ
て
」「
天
和
三
・
九
・
四
」﹈

 

湖
月 

実
富

11
か
け
き
よ
し
志
賀
の
浦
浪
よ
る
〳
〵
は
て
ら
す
鏡
の
山
の
は
の
月

 

﹇
4
部
類
現
4561
初
「
か
け
き
よ
し〔

く
〕」「

天
和
三
・
九
・
廿
七
」﹈

 

野
月 

保
春

12
名
残
あ
れ
や
秋
も
末
の
ゝ
草
の
原
霜
に
さ
え
た
る
月
の
遠
方

 

渡
月 

行
豊

13
行
か
へ
る
今
の
渡
の
わ
た
し
舟
川
瀬
の
月
に
よ
る
も
う
か
れ
て

 

庭
月 

長
義
」（
四
九
丁
表
）

14
よ
な
〳
〵
の
月
に
み
か
き
て
玉
と
み
る
光
も
清
き
庭
の
真
砂
地

﹇
2
新
後
明
788
四
「
立
る
も
き
よ
き
」、
4
部
類
現
4639
四
「
立〔

光
〕る

も
清
き
」「
天
和
三
・

九
・
廿
七
」﹈

 

関
霧 

宣
勝

15
明
わ
た
る
関
の
戸
さ
し
に
立
こ
め
て
よ
を
の
こ
す
霧
や
あ
ふ
坂
の
山

 

﹇
4
部
類
現
4829
二
「
関
の
戸
さ
し
は
」「
天
和
三
・
九
・
廿
七
」﹈

 

聞
擣
衣 

時
量

16
聞
も
う
し
う
ち
も
ね
よ
と
の
鐘
な
ら
て
く
る
れ
は
ひ
ゝ
く
里
の
き
ぬ
た
は

 

﹇
4
部
類
現
4894
二
「
打
も
ね
ぬ
よ
の
」「
同
（
天
和
）
三
・
□
・
廿
九
」﹈

 

重
陽
宴 

幸
仁

17
千
と
せ
と
も
か
き
ら
ぬ
秋
は
長
月
の
け
ふ
九
重
の
き
く
の
さ
か
つ
き

 

﹇
4
部
類
現
4979
「
天
和
三
・
九
・
廿
七
」﹈

 

杜
紅
葉 

実
種

18
吹
の
こ
せ
く
れ
行
秋
の
紅
葉
々
に
な
も
い
と
は
る
ゝ
木
か
ら
し
の
杜

 

﹇
4
部
類
現
5212
「
天
和
三
・
□
・
廿
七
」﹈

 

河
紅
葉 

隆
慶

19
わ
た
る
へ
き
方
こ
そ
な
け
れ
山
河
の
あ
さ
瀬
し
ら
浪
紅
葉
な
か
れ
て
」（
四
九
丁
裏
）

 

九
月
尽 

意
光

20
明
日
は
又
き
の
ふ
の
秋
の
か
た
み
と
や
同
し
た
も
と
の
露
も
し
ほ
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
5303
結
「
露
も
し
ほ
れ
ん
」「
天
和
三
・
九
・
廿
七
」﹈

《
24 

天
和
三
年
十
月
二
十
九
日 

御
当
座
》

十
月
廿
九
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

初
冬
時
雨 

通
茂

1
色
そ
は
む
梢
に
ま
ち
し
は
つ
時
雨
空
に
ひ
ま
な
き
冬
は
来
に
け
り

﹇
4
部
類
現
5348
「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
637
詞
書
「
天
和
三
年

後
西
院
当
座
お
な
し
心
を
」﹈

 

霜
埋
落
葉

2
散
ま
ゝ
に
つ
も
る
朽
葉
を
白
妙
に
し
も
こ
そ
庭
の
朝
き
よ
め
す
れ
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﹇
4
部
類
現
5476
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」、『
水
日
集
』
740
「
同
（
天
和

三
年
十
月
二
十
九
日
）」
初
「
ちし

ろ
た
へ
（
イ
）

る
ま
ま
に
」
二
三
「
つ
も
る
朽
葉
をは

い
ろ
か
へ
て
（
イ
）

し
ろ
た
へ
に
」﹈

 
屋
上
聞
霰 

隆
慶

3
さ
ら
て
た
に
夢
も
む
す
は
ぬ
閨
の
上
に
音
も
あ
ら
し
に
霰
み
た
る
ゝ

 

古
寺
初
雪 

定
淳

4
麓
に
は
つ
も
る
と
も
な
き
初
雪
を
け
さ
珍
ら
し
き
み
ね
の
古
寺
」（
五
〇
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
6157
題
「
古
寺
雪
」
二
「
く
も
る
と
も
な
き
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

庭
雪
厭
人 

意
光

5
と
は
れ
ぬ
も
な
か
〳
〵
う
れ
し
庭
の
面
は
跡
お
し
ま
る
ゝ
雪
の
あ
し
た
を

 

﹇
4
部
類
現
6192
結
「
雪
の
あ
し
た
は
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

海
辺
松
雪 
定
経

6
朝
ま
た
き
降
つ
む
雪
に
わ
か
の
浦
や
い
そ
へ
の
松
の
色
も
わ
か
れ
す

 

水
江
寒
蘆 

実
富

7
吹
風
に
そ
よ
く
と
も
な
し
霜
こ
ほ
る
み
嶋
か
く
れ
に
た
て
る
か
れ
あ
し

 

湖
上
千
鳥 

行
豊

8
志
賀
の
浦
や
さ
ゝ
浪
氷
る
汀
に
も
な
れ
の
み
な
き
て
よ
る
ち
と
り
か
は

 

寒
夜
水
鳥 

長
義

9
よ
も
す
か
ら
鳴
音
も
さ
む
し
鴛
鴨
の
む
れ
て
う
か
へ
る
庭
の
池
水
」（
五
〇
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
5880
四
「
群
て
そ
帰
る
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

歳
暮
澗
水 

保
春

10
澗
水
は
む
す
ふ
氷
に
よ
と
む
間
も
せ
き
と
ゝ
め
す
や
暮
る
と
し
波

 

﹇
4
部
類
現
6439
初
「
ほ〔

た
に
〕ら

の
水
は
」「
天
和
三
・
十
・
廿
六
」﹈

 

初
尋
縁
恋 

幸
仁

11
い
か
さ
ま
に
先
い
ひ
な
し
て
と
ひ
よ
ら
む
ち
か
き
あ
た
り
の
か
き
ね
た
つ
ね
て

 

﹇
2
新
後
明
1176
、
4
部
類
現
6714
「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

祈
不
逢
々 

実
種

12
い
の
れ
と
も
神
は
う
け
す
や
き
ふ
ね
河
あ
ふ
せ
は
波
に
た
と
る
計
そ

 

﹇
2
新
後
明
1198
、
4
部
類
現
6791
「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

契
経
年
々 

資
冬

13
契
り
置
し
こ
と
の
葉
あ
た
に
く
ち
は
て
ゝ
う
き
年
月
そ
中
に
つ
も
れ
る

 

﹇
2
新
後
明
1216
四
「
う
き
年
月
を〔

そ
〕」﹈

 

隔
遠
語
恋 

時
量

14
恋
わ
ひ
ぬ
あ
ら
ぬ
さ
は
り
や
あ
ら
海
の
舟
路
に
ゆ
る
す
便
ま
つ
間
も

 

互
恨
絶
々 

時
方
」（
五
一
丁
表
）

15
う
き
な
か
ら
絶
さ
ら
ま
し
を
せ
め
て
わ
か
恨
を
た
へ
て
人
に
か
く
さ
は

 

﹇
2
新
後
明
1312
三
「
せ
め
て
猶
」
結
「
人
に
か
こ
た
は
」﹈

 

雨
中
緑
竹 

光
雄

16
色
か
へ
ぬ
竹
の
青
葉
も
染
る
か
と
ぬ
れ
て
し
く
れ
に
そ
ふ
み
と
り
か
な

 

﹇
4
部
類
現
9251
三
「
ぬ
れ
て
時
雨
を
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

関
路
行
客 

資
茂

17
音
羽
山
あ
ら
し
は
白
く
明
る
よ
に
な
を
陰
く
ら
き
せ
き
の
杉
む
ら

 

﹇
4
部
類
現
8607
「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 

山
家
人
稀 

員
丸

18
冬
は
猶
道
も
木
葉
に
絶
は
て
ゝ
人
は
と
ひ
こ
ぬ
太
山
辺
の
さ
と

 

﹇
4
部
類
現
9150
「
天
和
三
・
十
・
廿
五
」﹈

 

寄
木
述
懐

19
い
た
つ
ら
に
な
す
な
よ
心
な
を
き
木
に
ま
か
れ
る
枝
も
あ
り
と
ゆ
る
し
て

﹇
3
新
題
林
8921
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
741
「
同
（
天
和
三
年
十
月
二
十
九
日
）」﹈

 
社
頭
祝
言 

幸
仁

20
か
き
ら
し
な
内
外
の
宮
の
宮
は
し
ら
た
て
ゝ
ち
と
せ
は
幾
か
へ
り
を
も
」（
五
一
丁
裏
）

 

﹇
2
新
後
明
1980
結
「
幾
か
へ
り
と
も
」﹈
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《
25 

天
和
三
年
十
月
二
十
九
日
》

十
月
廿
九
日

 
寒
草
霜

1
い
つ
ら
そ
の
な
ま
め
き
た
ち
し
女
郎
花
あ
は
れ
い
た
ゝ
く
霜
の
す
か
た
は

﹇
4
部
類
現
5630
作
者
「
後
西
院
」
初
「
い
つ
く
そ
の
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」、『
水
日

集
』
735
「
同
（
天
和
三
）
年
十
月
二
十
九
日
」
初
「
い
づ
くら

（
イ
）そ

の
」﹈

 

遠
村
鶏

2
ひ
と
り
ね
の
枕
に
き
ゝ
て
う
ら
み
す
よ
夢
路
も
と
を
き
里
の
鳥
か
ね

 
﹇『
水
日
集
』
736
「
天
和
三
年
十
月
二
十
九
日
」﹈

 
 

員
丸

3
朝
な
〳
〵
入
江
の
あ
し
の
お
き
ふ
し
て
そ
よ
く
か
れ
は
の
霜
そ
さ
む
け
き

4
か
り
枕
夕
つ
け
鳥
の
き
こ
え
き
て
あ
り
と
し
ら
る
ゝ
山
本
の
里

 

﹇
4
部
類
現
9557
作
者
「
後
西
院
」
三
「
き
こ
へ〔

え
〕き

て
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
か
れ
た
て
る
色とも
み
え
す
朝
霜
を
を
の
か
物
な
る
花
す
ゝ
き
か
な

﹇
4
部
類
現
5631
三
「
朝
霜
の
」「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
979
﹈

6
鳥
の
ね
そ
明
ぬ
と
つ
く
る
月
の
入
遠
山
も
と
は
く
ら
き
一
む
ら
」（
五
二
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
9558
「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1509
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
人
め
さ
へ
か
れ
の
ゝ
霜
の
む
ら
〳
〵
に
残
る
す
ゝ
き
や
た
れ
ま
ね
く
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
5632
「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」﹈

8
さ
そ
ひ
き
て
あ
か
つ
き
つ
く
る
あ
ら
し
か
な
と
を
里
に
鳴
鳥
の
八
声
を

 

﹇
4
部
類
現
9559
「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」﹈

 
 

正
二
位
源
通
茂

9
風
待
し
も
と
あ
ら
の
萩
の
露
も
今
ふ
る
枝
に
か
ろ
き
霜
の
さ
む
け
さ

﹇
4
部
類
現
5633
二
「
も
と
あ
ら
の
萩
〔
の
〕」「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」、
4
部
類
現

5635
三
「
露
に〔

も
〕今

」「
家
集
」﹈

10
明
る
夜
の
尾
上
の
か
ね
は
雲
こ
め
て
鳥
の
ね
し
ら
む
山
本
の
里

﹇
4
部
類
現
9560
「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
995
詞
書
「
天
和
三

年
後
西
院
月
次
遠
村
鶏
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

11
冬
か
れ
を
し
ら
ぬ
物
か
ら
を
く
霜
の
さ
む
き
名
た
ゝ
る
菊
の
あ
や
し
さ

﹇
4
部
類
現
5638
四
「
寒
き
名
た
て
る
」
結
「
菊
や
あ
や
し
き
」「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

12
告
ぬ
る
も
き
か
て
や
ね
な
ん
里
遠
く
夜
深
き
鳥
の
八
声
な
ら
す
は

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

13
か
れ
わ
た
る
中
に
ま
し
り
て
草
の
葉
の
む
ら
〳
〵
み
ゆ
る
霜
も
さ
む
け
し
」（
五
二
丁
裏
）

14
は
る
か
な
る
麓
の
里
の
鳥
か
ね
も
ね
覚
し
つ
け
き
あ
か
つ
き
そ
き
く

 
 

従
二
位
藤
原
実
種

15
枯
て
た
に
夜
の
花
に
も
お
と
ら
し
な
村
〳
〵
み
ゆ
る
霜
の
冬
草

 

﹇
4
部
類
現
5639
「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」﹈

16
住
人
の
有
と
し
ら
れ
て
暁
の
鳥
の
鳴
音
も
と
を
き
一
む
ら

 
 

正
三
位
藤
原
実
富

17
み
し
秋
の
露
の
ち
く
さ
に
咲
か
は
る
霜
の
か
れ
の
ゝ
色
も
さ
む
け
し

18
明
る
よ
を
つ
け
く
る
鳥
の
声
ち
か
し
里
の
中
道
ほ
と
へ
た
て
ゝ
も

 

﹇
4
部
類
現
9561
「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」﹈

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

19
枯
は
て
し
草
葉
も
霜
の
花
に
さ
へ
か
き
ね
は
さ
ら
に
秋
し
の
へ
と
や

20
し
つ
け
し
な
月
は
ほ
の
か
に
鳥
か
ね
も
遠
山
本
の
あ
く
る
夜
の
空

 
 

中
務
大
輔
源
資
冬
」（
五
三
丁
表
）

21
秋
に
み
し
野
へ
の
ち
く
さ
は
枯
果
て
む
ら
〳
〵
を
け
る
霜
の
下
草

22
鳥
の
音
も
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
聞
わ
か
す
暁
ふ
か
き
遠
の
一
む
ら

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春
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23
い
つ
し
か
に
草
の
ま
か
き
は
冬
か
れ
て
を
く
霜
し
ろ
き
色
も
寒
け
し

24
夢
さ
め
て
き
け
は
か
す
か
に
鳥
の
音
の
ま
た
明
果
ぬ
遠
の
一
む
ら

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

25
冬
枯
の
ま
か
き
は
月
の
残
る
か
と
草
の
は
し
ろ
き
霜
の
い
ろ
か
な

26
遠
方
の
里
み
え
そ
め
て
庭
鳥
の
声
の
う
ち
よ
り
あ
く
る
し
の
ゝ
め

 
 

右
近
衞
権
中
将
藤
原
定
経

27
み
し
秋
の
俤
そ
な
き
百
草
の
花
も
残
ら
ぬ
霜
の
ま
か
き
は

28
里
遠
み
そ
こ
と
は
わ
か
ぬ
鳥
か
音
も
枕
に
近
き
明
ほ
の
ゝ
空
」（
五
三
丁
裏
）

 
 

少
納
言
平
時
方

29
そ
れ
た
に
も
し
は
し
な
き
へ
そ
花
と
み
て
垣
ね
の
草
に
結
ふ
朝
霜

 
﹇
4
部
類
現
5640
「
天
和
三
・
十
・
廿
九
」﹈

30
鳥
か
音
は
つ
け
の
枕
に
か
す
そ
ひ
ぬ
又
た
か
里
そ
か
す
か
な
る
声

 
 

同　
　
　

行
豊

31
心
し
て
庭
に
一
む
ら
か
り
残
す
す
ゝ
き
は
霜
の
花
を
み
ん
と
や

 

﹇
4
部
類
現
5641
結
「
花
を
み
ん
と
て
」「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」﹈

32
暁
を
つ
く
る
尾
上
の
か
ね
て
き
く
鳥
は
い
つ
く
そ
里
遠
き
声

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
豊

33
真
萩
原
忘
れ
ぬ
秋
の
色
な
ら
ぬ
ふ
る
枝
の
霜
の
花
も
め
つ
ら
し

 

﹇
4
部
類
現
5642
結
「
色
も
め
つ
ら
し
」「
同
（
天
和
三
・
十
・
廿
九
）」﹈

34
ふ
か
き
夜
の
夢
さ
ま
す
ら
し
声
し
き
る
夕
つ
け
鳥
の
遠
の
里
人

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

35
秋
に
み
し
花
の
ま
か
き
も
冬
か
れ
て
置
霜
ふ
か
き
色
そ
は
へ
な
き
」（
五
四
丁
表
）

36
お
き
出
て
旅
行
道
に
鳥
の
ね
を
き
く
か
た
遠
き
里
の
一
む
ら

《
26 

天
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日 

御
当
座
》

十
一
月
廿
五
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

は
は
つ
ゆ
き 

基

1
春
の
花
の
咲
い
て
ん
に
も
な
ら
へ
か
し
け
さ
ま
ち
え
た
る
木
々
の
初
雪

 

つ
同 

行
豊

2
つ
き
て
ふ
れ
積
る
も
消
て
は
つ
雪
は
木
す
ゑ
の
花
と
み
る
程
そ
な
き

 

ゆ
同 

定
経

3
夕
ま
く
れ
さ
え
こ
し
風
も
音
た
え
て
庭
し
ろ
た
へ
に
ふ
れ
る
は
つ
雪

 

き
同 

員
丸

4
き
え
ぬ
ま
を
人
に
み
せ
は
や
庭
の
面
に
け
さ
め
つ
ら
し
く
積
る
初
雪

 

を
を
の
ゝ
す
み
か
ま 

実
富
」（
五
四
丁
裏
）

5
遠
近
に
お
な
し
お
も
ひ
を
た
て
そ
へ
て
け
ふ
り

な
き
を
の
ゝ
す
み
か
ま

 

の
同

6
の
ほ
り
ゆ
く
煙
の
色
は
う
す
く
こ
く
雪
の
く
ま
な
る
を
の
ゝ
す
み
か
ま

 

﹇『
水
日
集
』
747
題
「
小
野
の
炭

」「
同
（
天
和
三
年
十
月
二
十
九
日
）」﹈

 

の
同 

時
量

7
残
る
ら
し
を
の
ゝ
す
み
か
ま
雪
の
内
も
け
ふ
り
を
た
え
ぬ
里
の
通
路

 

す
同 

時
方

8
末
遠
く
立
こ
そ
の
ほ
れ
山
風
に
小
野
の
す
み
か
ま
ほ
そ
き
煙
も

 

み
同 

隆
慶

9
み
る
ま
ゝ
に
こ
な
た
か
な
た
に
立
の
ほ
る
煙
そ
な
ひ
く
を
の
ゝ
す
み
か
ま

 

か
同 

意
光

10
か
す
か
な
る
賤
か
し
わ
さ
も
一
す
ち
の
煙
に
し
る
き
を
の
ゝ
す
み
か
ま
」（
五
五
丁
表
）

 

ま
同 

定
淳

11
槙
檜
原
み
な
白
妙
の
雪
の
色
に
け
ふ
り
さ
ひ
し
き
を
の
ゝ
す
み
か
ま

 

う
う
つ
み
火 

長
義

12
う
き
こ
と
も
う
れ
し
き
ふ
し
も
お
も
ふ
と
ち
語
り
あ
は
す
る
埋
火
の
本

 

つ
同 

実
種
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13
つ
き
そ
へ
し
炭
や
幾
度
老
か
身
の
よ
は
の
す
さ
ひ
は
む
か
ふ
う
つ
み
火

 

み
同 

光
雄

14
砌
な
る
松
の
雪
さ
へ
う
つ
み
火
に
む
か
ひ
て
み
れ
は
あ
た
ゝ
か
け
に
て

 

ひ
同 

保
春

15
ひ
ま
も
と
め
ふ
き
入
風
を
さ
ゆ
る
と
も
し
ら
す
む
か
へ
る
閨
の
う
つ
み
火

 

あ
あ
か
つ
き
は 

資
茂
」（
五
五
丁
裏
）

16
あ
し
か
も
の
羽
音
そ
さ
は
く
暁
は
入
江
の
波
や
氷
と
つ
ら
ん

 

か
同 

基

17
か
き
り
な
き
心
ひ
と
つ
に
あ
か
つ
き
は
み
し
世
み
ぬ
世
を
思
ひ
つ
ゝ
け
て

 

つ
同

18
月
に
雪
光
あ
ひ
た
る
あ
か
つ
き
は
な
に
ゝ
く
ら
へ
ん
何
に
た
と
へ
ん

 

き
同 

幸
仁

19
き
し
方
も
身
の
行
末
も
と
り
〳
〵
に
歎
つ
き
せ
ぬ
暁
は
う
し

 

は
同 

通
茂

20
羽
か
は
す
み
き
は
の
を
し
も
暁
は
こ
ほ
る
夜
床
に
ね
ら
れ
す
や
な
く

《
27 

天
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日 

御
月
次
》

十
一
月
廿
五
日 

　
　
　
　

御
月
次

 

浦
千
鳥
」（
五
六
丁
表
）

1
あ
は
れ
な
り
ち
と
り
も
妻
を
恋
侘
て
鳴
音
に
ま
か
ふ
す
ま
の
浦
浪

﹇
4
部
類
現
5829
作
者
「
同
（
後
西
院
）」
四
「
鳴
音
に
ま
よ
ふ
」「
天
和
三
・
十
一
・
廿

五
」、『
水
日
集
』
743
「
同
（
天
和
三
）
年
十
一
月
二
十
五
日
」﹈

 

寄
衣
恋

2
は
か
な
し
や
か
さ
ね
て
寝
し
を
小
夜
衣
か
へ
し
て
み
つ
る
夢
と
た
と
る
も

﹇
2
新
後
明
1527
、
4
部
類
現
8353
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
」、『
水
日

集
』
745
「
同
（
天
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
）」﹈

 
 

員
丸

3
浦
ち
と
り
鳴
こ
ゑ
遠
く
鳴
海
潟
ま
な
く
よ
せ
来
る
浪
に
さ
は
き
て

 

﹇
4
部
類
現
5831
「
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
」﹈

4
袂
さ
へ
く
ち
て
や
も
れ
ん
小
夜
衣
人
め
を
つ
ゝ
む
な
み
た
か
は
か
て

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
夕
塩
は
い
ま
そ
ひ
か
た
に
鳴
海
潟
と
を
よ
る
浦
に
千
鳥
お
り
ゐ
て

 

﹇
4
部
類
現
5832
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1007
﹈

6
い
か
に
せ
む
我
恋
衣
か
へ
し
て
も
夢
は
涙
に
ぬ
る
夜
な
け
れ
は

 

﹇
4
部
類
現
8354
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1332
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
夕
ま
く
れ
友
や
ま
と
へ
る
行
か
へ
り
お
な
し
う
ら
わ
に
千
鳥
な
く
な
り
」（
五
六
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
5833
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

8
な
つ
か
し
な
人
香
に
し
め
は
か
へ
る
さ
の
わ
か
衣
手
は
我
身
な
か
ら
に

 

﹇
4
部
類
現
8455
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

9
村
千
鳥
こ
ゑ
さ
た
か
に
も
よ
る
波
は
氷
る
礒
間
の
浦
つ
た
ひ
な
く

 

﹇
4
部
類
現
5834
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

10
人
こ
ふ
る
思
ひ
は
き
え
ぬ
夜
床
寝
も
霜
の
衣
そ
さ
む
さ
お
ほ
ゆ
る

 

﹇
4
部
類
現
8361
三
「
夜
床
ね
に
」
結
「
寒
う〔

さ
〕覚

ゆ
る
」「
天
和
三
」﹈

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

11
し
ほ
風
も
さ
ゆ
る
ふ
け
ゐ
の
浦
ち
と
り
よ
せ
く
る
波
に
立
さ
わ
く
こ
ゑ

 

﹇
4
部
類
現
5835
初
「
汐
風
に
」「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

12
あ
ふ
こ
と
は
い
か
に
ま
と
を
の
あ
ま
衣
し
ほ
た
れ
ま
さ
る
な
け
き
の
み
し
て

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

13
す
ま
の
浦
や
夕
波
ち
と
り
な
く
声
も
と
こ
ろ
か
ら
そ
ふ
哀
と
そ
き
く

 

﹇
4
部
類
現
5841
「
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
」﹈
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14
い
つ
か
そ
の
人
に
か
さ
ね
て
小
夜
衣
あ
ふ
嬉
し
さ
を
袖
に
つ
ゝ
ま
む

 

﹇
4
部
類
現
8362
「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

中
務
大
輔
源
資
冬
」（
五
七
丁
表
）

15
浦
風
の
あ
ら
い
そ
浪
に
声
そ
へ
て
行
か
へ
り
な
く
村
ち
と
り
か
な

 

﹇
4
部
類
現
5842
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

16
い
か
に
せ
む
ひ
と
り
の
床
の
小
夜
衣
か
は
く
ま
も
な
き
袖
の
涙
を

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

17
な
み
枕
聞
は
う
き
ね
の
友
千
鳥
う
ら
風
さ
ゆ
る
与
謝
の
み
な
と
に

 
﹇
4
部
類
現
5843
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

18
か
へ
し
て
も
う
し
や
か
ひ
な
き
思
ひ
か
な
夢
も
む
す
は
ぬ
よ
る
の
衣
は

 

﹇
4
部
類
現
8363
「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶

19
と
ま
り
舟
う
き
ね
さ
ひ
し
き
浦
浪
に
あ
は
れ
を
添
て
鳴
ち
と
り
哉

 

﹇
4
部
類
現
5844
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

20
人
こ
ゝ
ろ
い
つ
う
ち
と
け
ん
よ
な
〳
〵
の
か
た
し
き
衣
氷
る
な
み
た
も

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

21
須
磨
あ
か
し
更
行
月
に
こ
ゑ
さ
え
て
を
の
か
う
ら
〳
〵
千
鳥
鳴
な
り

 

﹇
4
部
類
現
5845
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

22
い
か
に
せ
ん
逢
夜
も
波
の
あ
ま
衣
ほ
さ
て
う
ら
み
に
し
ほ
る
袂
を
」（
五
七
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
8364
「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

少
納
言
平
時
方

23
風
あ
ら
き
礒
辺
の
千
鳥
た
ち
わ
か
れ
浦
よ
り
遠
の
友
さ
そ
ふ
声

 

﹇
4
部
類
現
5846
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

24
う
き
中
は
契
り
ま
と
を
の
あ
ま
衣
う
ら
み
に
た
え
す
ぬ
る
ゝ
み
を
み
よ

 

﹇
4
部
類
現
8365
結
「
ぬ
る
ゝ
と
を
み
よ
」「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

少
納
言
平
行
豊

25
難
波
潟
あ
し
の
葉
分
の
浦
風
の
音
に
さ
わ
き
て
た
つ
千
と
り
か
な

 

﹇
4
部
類
現
5847
「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

26
色
に
い
て
は
い
か
ゝ
忍
ふ
の
す
り
衣
み
た
れ
し
と
の
み
お
も
ふ
心
を

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

27
ね
ら
れ
す
よ
夜
さ
む
の
袖
の
浦
風
に
妻
恋
か
ね
て
千
鳥
な
く
声

 

﹇
4
部
類
現
5848
四
「
妻
と
ひ
か
ね
て
」「
同
（
天
和
三
・
十
一
・
廿
五
）」﹈

28
あ
は
れ
わ
か
涙
の
床
の
ぬ
れ
衣
う
ら
み
か
ひ
な
く
朽
や
は
て
な
ん

 

﹇
4
部
類
現
8366
結
「
独
は
て
な
ん
」「
同
（
天
和
三
）」﹈

 
 

権未
進

大
納
言
藤
原
経
慶

29
か
せ
さ
ゆ
る
よ
は
も
ふ
け
ゐ
の
う
ら
千
鳥
波
の
立
居
に
声
さ
わ
く
也
」（
五
八
丁
表
）

30
契
り
置
て
待
夜
む
な
し
き
か
ら
衣
こ
ろ
も
へ
ぬ
る
と
人
は
し
ら
す
や

《
28 

天
和
三
年
十
二
月
十
六
日 

御
当
座
》

十
二
月
十
六
日 

　
　
　
　

御
当
座

 

山
雪

1
降
初
て
め
つ
ら
し
と
み
し
思
さ
へ
つ
も
り
つ
も
れ
る
雪
の
山
か
な

﹇
2
新
後
明
1043
作
者
「
後
西
院
」
二
「
め
つ
ら
し
と
見
る
」、
4
部
類
現
6064
作
者
「
後

西
院
」
二
「
め
つ
ら
し
と
見
る
」
結
「
雪
の
山
哉

〔
の
は
〕」「

天
和
三
・
十
二
・
十
六
」、『
水

日
集
』
753
「
天
和
三
年
十
二
月
十
六
日
」
結
「
雪
の
山
の
は
」﹈

 

岡
々 

員
丸

2
こ
の
こ
ろ
は
ゆ
き
ゝ
の
岡
も
名
の
み
し
て
雪
こ
そ
つ
も
れ
人
は
か
よ
は
す

 

﹇
2
新
後
明
1049
、
4
部
類
現
6090
「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 
瀧
々 

資
茂

3
朝
ま
た
き
音
も
氷
て
瀧
津
浪
か
ゝ
る
岩
根
に
つ
も
る
白
雪

 

関
々 

幸
仁

4
降
つ
も
る
雪
に
も
絶
す
あ
ふ
坂
の
関
路
そ
し
け
き
往
来
し
ら
る
ゝ



四
〇

184

 

﹇
2
新
後
明
1053
四
「
関
路
そ
し
け
き
」、
4
部
類
現
6104
「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 
杜
々 

定
淳
」（
五
八
丁
裏
）

5
此
こ
ろ
の
雪
に
は
さ
す
か
色
か
へ
て
と
き
は
の
杜
の
木
々
の
白
妙

 

﹇
4
部
類
現
6093
「
同
（
天
和
）
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 

浦
々 

保
春

6
爰
か
し
こ
立
る
煙
の
う
す
く
こ
く
ゆ
き
に
は
へ
あ
る
塩
竃
の
浦

 

﹇
4
部
類
現
6135
「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 

河
々 

時
量

7
よ
る
の
浪
氷
か
さ
ね
て
朝
河
の
あ
さ
せ
は
白
く
雪
そ
つ
も
れ
る

 

嶋
々 
時
方

8
心
し
て
残
る
も
あ
か
ぬ
な
か
め
か
な
雪
も
友
ま
つ
松
の
う
ら
し
ま

 

﹇
4
部
類
現
6143
結
「
松
か
う
ら
嶋
」「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 

渡
々 

定
経

9
舟
か
よ
ふ
淀
の
川
瀬
の
わ
た
し
守
雪
も
い
と
は
す
行
か
へ
る
ら
ん

 

﹇
4
部
類
現
6144
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 

橋
々 

行
豊

10
ふ
り
つ
も
る
ま
ゝ
の
継
橋
跡
つ
け
て
ゆ
き
過
か
た
き
雪
の
う
へ
哉
」（
五
九
丁
表
）

 

﹇
4
部
類
現
6145
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 

松
雪 

隆
慶

11
松
の
葉
の
い
つ
と
も
わ
か
ぬ
緑
さ
へ
け
さ
白
妙
に
雪
そ
積
れ
る

 

﹇
4
部
類
現
6216
作
者
「
隆
豊
」「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 

檜
々 

意
光

12
吹
ま
よ
ふ
山
風
さ
む
く
降
雪
に
檜
原
か
う
へ
は
い
と
ゝ
く
も
り
て

 

﹇
4
部
類
現
6230
結
「
い
と
ゝ
く
も
ら
ぬ
」「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 

杉
々 

雅
豊

13
白
妙
に
三
輪
の
山
本
埋
れ
て
し
る
し
も
み
え
ぬ
雪
の
杉
む
ら

 

﹇
4
部
類
現
6233
「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」﹈

 

槙
々 

通
茂

14
神
無
月
時
雨
に
た
へ
し
槙
の
は
も
け
さ
色
か
は
る
み
ね
の
初
雪

﹇
4
部
類
現
6235
三
「
ま
き
の
葉
ゝ〔

は
〕」「

天
和
三
・
十
二
・
十
六
」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』

724
詞
書
「
天
和
三
年
後
西
院
当
座
槙
雪
」﹈

 

榊
々 

長
義

15
神
山
の
峰
の
榊
葉
ゆ
ふ
し
て
を
か
く
る
と
み
え
て
雪
そ
積
れ
る
」（
五
九
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
6236
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

《
29 

天
和
三
年
十
二
月
十
六
日 

御
月
次
》

十
二
月
十
六
日 

　
　
　
　

御
月
次

 

雪
朝
眺
望

1
今
朝
の
間
は
雪
よ
り
外
の
山
も
な
し
不
二
や
い
か
な
る
色
を
そ
ふ
ら
ん

﹇
4
部
類
現
6256
作
者
「
後
西
院
」「
天
和
三
・
十
二
・
十
六
」、『
水
日
集
』
751
「
天
和
二

年
十
二
月
十
六
日
」
結
「
色
を
添み

す（
イ
）ふら

む
」﹈

 

窓
前
栽
竹

2
ま
と
に
植
て
か
つ
ふ
る
雪
も
し
の
へ
竹
忍
ひ
か
た
し
や
玉
く
た
く
声

 

﹇
3
新
題
林
8409
作
者
「
後
西
院
」、『
水
日
集
』
752
﹈

 
 

員
丸

3
遠
近
の
山
は
色
わ
く
色
も
な
し
み
な
白
妙
の
雪
の
あ
け
ほ
の

4
窓
ち
か
く
う
へ
を
く
竹
の
よ
な
〳
〵
に
を
と
つ
る
ゝ
風
を
雨
か
と
そ
き
く

 
﹇
4
部
類
現
9291
四
「
を
と
つ
る
ゝ
風
〔
も
〕」
結
「
雨〔

時
々
〕

か
と
そ
き
く
」「
天
和
三
・

十
二
・
十
六
」﹈

 
 

左
大
臣
藤
原
基

5
軒
端
よ
り
お
な
し
光
に
み
わ
た
せ
は
雪
の
朝
け
そ
と
を
山
も
な
き

﹇
4
部
類
現
6257
結
「
遠
近
も
な
き
」「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠



四
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立
命
館
大
学
図
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庫
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新
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御
会
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解
題
と
翻
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185

歌
』
1050
結
「
遠
近
も
な
き
」﹈

6
す
く
な
る
を
心
に
う
つ
し
う
へ
置
て
身
に
な
ら
へ
と
の
窓
の
呉
竹
」（
六
〇
丁
表
）

 
﹇
4
部
類
現
9292
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
1454
﹈

 
 

兵
部
卿
幸
仁
親
王

7
さ
や
け
し
な
雲
は
残
し
て
こ
の
朝
け
う
つ
み
は
て
た
る
雪
の
と
を
山

﹇
4
部
類
現
6258
二
「
雲
は
残
ら
て
」
四
「
む
も
れ
は
て
た
る
」「
同
（
天
和
三
・

十
二
・
十
六
）」﹈

8
友
と
み
る
心
に
な
ら
へ
窓
ち
か
く
う
へ
を
く
竹
の
な
を
き
す
か
た
を

 
﹇
4
部
類
現
9293
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 
 

正
二
位
源
通
茂

9
今
朝
の
あ
さ
け
む
か
ふ
鏡
の
山
は
れ
て
つ
ゝ
く
か
た
ゝ
の
雪
も
く
も
ら
す

 

﹇
4
部
類
現
6259
結
「
方〔

雪
〕も

く
も
ら
す
」「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

10
う
つ
し
う
へ
て
み
る
や
ま
な
ひ
の
窓
の
竹
な
を
き
す
か
た
も
空
し
心
も

﹇
4
部
類
現
9294
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」、『
中
院
通
茂
和
歌
集
』
981
詞
書
「
天
和

三
年
後
西
院
月
次
窓
前
栽
竹
」﹈

 
 

正
二
位
平
時
量

11
へ
た
て
な
く
砌
の
山
や
遠
の
み
ね
雪
よ
り
ゆ
き
の
あ
さ
ほ
ら
け
か
な

 

﹇
4
部
類
現
6260
二
「
砌
の
山
を
」「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

12
窓
ち
か
く
う
へ
し
く
れ
竹
露
な
ら
て
さ
枝
た
れ
た
る
霜
お
も
け
な
り

 

﹇
4
部
類
現
9295
結
「
霜
お
も
け
な
る
」「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 
 

従
二
位
藤
原
定
淳

13
朝
日
か
け
出
る
光
も
雲
は
れ
て
く
ま
な
く
む
か
ふ
ゆ
き
の
山
の
端
」（
六
〇
丁
裏
）

14
う
つ
し
う
へ
て
心
の
友
と
あ
か
す
み
ん
な
を
き
す
か
た
の
窓
の
く
れ
竹

 
 

従
三
位
藤
原
意
光

15
し
ろ
た
へ
に
け
さ
う
つ
も
れ
て
波
間
よ
り
み
ゆ
る
小
嶋
そ
雪
に
さ
や
け
き

 

﹇
4
部
類
現
6261
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

16
窓
ち
か
く
う
へ
し
を
を
の
か
ね
く
ら
と
て
竹
に
鳴
よ
る
む
ら
す
ゝ
め
か
な

 

﹇
4
部
類
現
9296
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 
 

中
務
大
輔
源
資
茂

17
よ
の
ほ
と
の
さ
え
し
嵐
に
つ
も
る
ら
し
今
朝
白
妙
の
雪
の
や
ま
〳
〵

18
我
友
と
砌
に
う
へ
し
呉
竹
の
よ
ゝ
に
窓
う
つ
風
も
さ
む
け
し

 
 

修
理
権
大
夫
藤
原
保
春

19
朝
ま
た
き
に
ほ
ふ
お
の
へ
の
白
雪
に
み
か
ゝ
れ
出
る
ひ
か
り
さ
や
け
き

20
窓
ち
か
く
う
つ
し
て
う
へ
し
呉
竹
に
よ
は
の
あ
ら
し
を
聞
も
し
つ
け
し

 
 

左
近
衛
権
中
将
藤
原
隆
慶
」（
六
一
丁
表
）

21
朝
戸
明
て
む
か
ふ
高
峰
の
し
ら
雪
に
え
な
ら
す
に
ほ
ふ
日
影
さ
や
け
き

22
窓
ち
か
く
う
へ
を
く
竹
に
ぬ
る
鳥
の
我
た
め
か
ほ
に
な
る
ゝ
夕
く
れ

 
 

右
近
衛
権
中
将
藤
原
定
経

23
名
に
し
お
ふ
あ
つ
ま
の
山
も
め
に
ち
か
く
み
や
こ
の
ふ
し
の
今
朝
の
白
雪

 

﹇
4
部
類
現
6262
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

24
こ
と
の
葉
の
た
よ
り
と
も
な
れ
窓
ち
か
く
う
へ
て
友
な
ふ
庭
の
呉
竹

 

﹇
4
部
類
現
9297
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 
 

少
納
言
平
時
方

25
山
本
の
雪
を
と
は
ゝ
や
う
つ
も
れ
ぬ
煙
を
今
朝
の
し
る
へ
に
は
し
て

26
し
つ
け
し
な
う
へ
に
し
竹
の
千
尋
あ
る
か
け
し
め
て
す
む
窓
の
あ
け
く
れ

 
 

少
納
言
平
行
豊

27
朝
日
か
け
に
ほ
ふ
光
そ
た
く
ひ
な
き
あ
ま
た
の
雪
の
峰
に
わ
か
れ
て

 

﹇
4
部
類
現
6263
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

28
う
へ
て
み
る
人
の
心
も
す
な
を
な
る
姿
に
習
へ
窓
の
く
れ
竹
」（
六
一
丁
裏
）

 

﹇
4
部
類
現
9298
「
同
（
天
和
三
・
十
二
・
十
六
）」﹈

 
 

大
膳
大
夫
菅
原
長
義

29
ま
き
あ
け
て
あ
か
す
な
か
む
る
釣

の
外
の
遠
山
白
き
雪
の
朝
あ
け



四
二

186

30
わ
か
友
と
う
つ
し
て
う
ふ
る
呉
竹
の
よ
ゝ
を
か
さ
ね
よ
窓
の
ま
な
ひ
に
」（
六
二
丁
表
）

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）


